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I. はじめに 
１．評価調査団 

安藤博文教授を団長とする国際協力機構(JICA)の日本側終了時評価調査団(日本人チ

ーム)は、2005 年６月８日より 24 日までベトナム社会主義共和国を訪問した。その目

的はベトナム側評価調査団(ベトナム人チーム)と共同で、日本が技術協力を行っている

ゲアン省のリプロダクティブヘルス・プロジェクト－フェーズ II の最終評価を行うこ

とであった。このプロジェクトは 2000 年７月 14 日に署名された討議議事録(以下

“R/D”)に基づき、2005 年８月 31 日に終了の予定である。 
 

両チームはプロジェクト・サイクル・マネージメント(PCM)法に従い、本プロジェ

クトの妥当性、有効性、効率性、インパクトおよび自立発展性と将来の見通しに関し

て共同で討議と調査を行った。 
 

慎重な調査と討議に基づく両チームの結論と報告の概略は、本文書に記載の通りで

ある。 
 
２．合同評価チーム 
[ベトナム側評価チーム] 
Dr. Cao Xuan Nghiem  ゲアン省 保健局 
（総括）   副局長 
 
Dr. Nguyen Ba Tan   ゲアン省 母子保健／家族計画センター 
（プロジェクト管理）  所長 
 
Dr. Le Thi Hoai Chung  ゲアン省 母子保健／家族計画センター 
（リプロダクティブヘルス） 副所長 
 
Dr. Le Thi Quynh Nga  コロンビア大学メイルマン公衆衛生専門学部 
（評価分析）    
 
II. 評価プロセス 
１．評価法 
両チームは 2003 年８月の中間評価によって改訂されたプロジェクト･デザイン・マト

リックス（PDM）を評価の基礎として使用することに合意した。同 PDM に基づき、

プロジェクトの説明的要約とプロセスを検討した。次に、以下の５つの基準にそって

プロジェクトを評価した。 
 
１）妥当性  プロジェクトの妥当性は、ベトナム国政府の開発政策と受益

者のニーズに関連して、プロジェクト目標の妥当性と上位目

標の観点から検討し、あわせて計画の論理性を検討する。 
 
２）有効性 有効性は、どの程度プロジェクトがその目的を達成したかを
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評価し、目的と成果との関連を明らかにすることによって判

断する。 
 
３）効率性 プロジェクト実施の効率性は投入のタイミング、質、量の観

点から成果と投入の関係に重点をおいて検討する。 
 
４）インパクト インパクトは、当初のプロジェクト計画では想定しなかった、

プロジェクトのプラスまたはマイナスの影響を測定して評

価する。 
 
５）自立発展性 プロジェクトの自立発展性については、プロジェクト終了後

にその成果が持続するか、拡大するかという観点から、組織

面、技術面および財政面を検討する。 
 
 
２．評価のための資料 
過去の実績を検討するために、以下の資料を使用した。 
 
1) プロジェクト実施前もしくは実施中に両者が署名した書類。これには実施協議調査

団討議議事録(R/D)、その他調査団協議議事録(M/M)、プロジェクト･デザイン・マ

トリックス(PDM)、その他が含まれる。 
2) プロジェクト実施者が作成した報告書、データおよび統計資料 
3) ベトナム保健省(MOH)および母子保健・家族計画（MCH/FP）センターのプロジ

ェクト関連書類 
4) ポピュレーション・カウンシルの基礎調査、中間評価および終了時評価 
5) 一連の面接、現地調査およびワークショップの結果 

 
III. 本プロジェクトの背景と概要 

1. プロジェクトの背景 
ベトナムは比較的効果的な公共医療サービス制度を確立しており、母子保健(MCH)の
健康指標は他の途上国と比較して中程度である。しかし、ベトナム戦争により保健分

野の人材育成が中断され、その結果、特に農村部で、十分な訓練を受けた保健スタッ

フの不足が深刻な問題を引き起こしている。 
 
1995 年以降、ベトナム政府は全国規模の家族計画を推進して一定の成功を収めた。し

かし妊産婦の健康状態は 1980 年代以来改善が見られず、妊産婦の健康に対する住民

の認識は依然低い。 
 
このような状況下、ベトナム政府は日本政府に対しゲアン省をモデルケースとしたリ

プロダクティブヘルス向上のための技術協力プロジェクトを要請した。日本政府とベ

トナム政府は「ゲアン省リプロダクティブヘルス・プロジェクト（フェーズ I）」の技

術協力プロジェクトを立ち上げることに合意し、1997 年４月に R/D に署名した。 
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「ゲアン省リプロダクティブヘルス・プロジェクト（フェーズ I）」はゲアン省におけ

る女性のリプロダクティブヘルス向上を目的とする３年間の協力事業として、1997 年

６月に開始した。フェーズ I では同省内 19 郡のうち８郡を対象に、コミューン保健セ

ンター(CHCs)における安全で清潔な分娩を可能にすることを主な目的に実施した。こ

のプロジェクトにより CHC スタッフの助産技術が向上し、設備と機器も質的に向上

した。 
 
このプロジェクト終了後、さらなる向上を目的として対象地域をゲアン省の 19 郡すべ

てに拡大した「ゲアン省リプロダクティブヘルス・プロジェクト（フェーズ II）」が

2000 年９月に始まった。 
 

2. プロジェクトの概要 
本プロジェクトは、協力期間を５年とし、2000 年９月１日に開始し、プロジェクト運

営委員会が管理運営している。運営委員会は省、郡およびコミューンの人民委員会、

保健セクター、女性連合および人口家族子ども委員会の４つの関係諸機関により構成

されている。プロジェクトの目的はゲアン省のリプロダクティブヘルス・サービスを

向上させることにある。 
 
プロジェクトのPDM原案は日本側とベトナム側とが2000年４月のワークショップに

おいて共同で作成し、2000 年７月 15 日に R/D に基本計画書として添付され、両者が

署名したものである。その後、最初の PDM にのっとりプロジェクトを実行に移した。

2001 年８月および 2002 年８月のプロジェクトの運営指導調査、ならびに 2003 年８

月の中間評価調査において PDM を改訂した。中間評価で改訂した PDM が最終 PDM
であり、これを終了時評価の基礎としている。 
 

3. 終了時評価の PDM（2003 年の中間評価において改訂ずみ） 
対象集団  妊娠可能年齢の女性(15 歳から 49 歳)  総数 752,741 名(2004 年) 
対象地域  ゲアン省(19 郡 469 コミューン)  16,487 km2 

上位目標  ゲアン省の妊娠可能年齢の女性のリプロダクティブヘルスの向上  
プロジェクト目標 ゲアン省のリプロダクティブヘルス・サービスの向上 
 
成 果 0．全てのレベルにおいて運営委員会が設置され、リプロダクティブヘルス

(RH)サービスと家族計画(FP)サービスのさらなる統合に向けて定期的か

つ継続的に機能する 
1．コミューンにおいて安全で清潔なお産が推進される 
1-1 コミューンにおける産前ケアが向上する 
1-2 コミューンにおける産褥時ケアが向上する 
1-3 コミューンにおける産後ケアが向上する 
1-4 必要不可欠な医療機器が全ての CHCs で使用される 
1-5 保健所内の分娩室、トイレ、井戸およびシャワーなどの衛生設備が向上

する 
1-6 RH と FI の統合が全てのレベルで推進され向上する 
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2．MCH/FP センターおよび選ばれた郡保健センター(DHCs)のモニタリング

能力が向上する  
 

3．MCH/FP センターおよび選ばれた郡における吸引法による初期中絶を含

む人工妊娠中絶数が減少する 
 

4．MCH/FP センターにおける生殖器系感染症(RTI)の診断能力および予防戦

略策定能力が向上する 
 

5．リプロダクティブヘルス促進に向けて、MCH/FP センターおよび選ばれ

た郡、とくに女性連合ならびに郡保健局のサービス提供者、女性、男性の

行動変容を目指した IEC 活動の質が向上する 
 

6．保健統計システムの改善 
6-1 保健情報の記録・まとめ・報告システムが向上する 
6-2 保健管理情報システム(HMIS)に関連したハードウェアが改善される 
6-3 HMIS 担当者の能力が向上する 
6-4 HMIS 関連活動が定期的に評価される 
6-5 HMIS データが適切に活用される 

 
IV. 評価結果 

１．プロジェクトの実 績 
プロジェクトの実績は、R/D と PDM を枠組みとして、すべての投入、活動内容、成

果およびプロジェクト目標について、達成度を評価する。 
 
1.1 投 入 

終了時評価調査時点でのプロジェクトの投入実績は PDM ならびに R/D で承認された

内容にそって述べる。 
 
成果に対するコミューンレベル、郡レベルおよび省レベルの資金投入の配分パターン

の分析から、プロジェクトがコミュニティに焦点を合わせていたことが確認できる。

コミューンと草の根レベルの活動に総費用1の 71％、郡レベルに 19％、そして省レベ

ルに 10％が使われている（図 1-1 参照）。成果ごとの配分金額を見ると、成果１の「安

全なお産」に一番多い 58％が割かれ、続いて IEC 活動に 14％、運営委員会に 12％、

そして残りの各成果に対して３～４％ずつが使われている（図 1-2 参照）。 
 

                                                   
1 算定は成果ごとの活動配分をもとに、プロジェクト事務局が行った。別の成果で二度もしくはそれ以上

重複して換算された投入項目がいくつかあるため、総予算は US$2,210,000 であった（C/P トレーニング

費用と日本人専門家の費用を除く）。 
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総費用には CHC 施設の整備に使われた、日本の草の根プロジェクトへの無償援助資

金 US$163,814 は含まれていない。 
 
1.1.1 日本側投入 
a) 専門家 

長期専門家 
5 つの専門分野の長期派遣専門家延べ 9 名、計 259 人/月が配置された。職務はチーム

リーダー、業務調整、助産分野、地域保健分野および保健管理情報システム(HMIS)
／人口統計学の５分野の専門家であり、その活動領域は R/D で規定された分野に一致

している。 
 
短期専門家 
終了時評価の時点ですでに派遣された専門家、または派遣が予定されている専門家は

合計 23 人で、これら短期専門家の派遣回数は 48 回、計 24 人月になる。このうちの 1
名の専門家は終了時評価期間の後、2005 年７月に 0.2 カ月間派遣される予定である。

１回の平均滞在期間は 0.5 人月で同一専門家が複数回派遣されており、その平均訪問

回数は一人あたり 2.1 回、最大で５回となっている。その活動領域は助産師教育、地

域保健、産婦人科、臨床検査、プロジェクト管理、広報教育（IEC）、ならびに RH 関

連調査など多岐に渡り、R/D にそって、およそ 20 の分野をカバーする。 
専門家の一覧は付録Ⅲに記載のとおりである。 
 
ｂ）機材供与 
総額 US$1,162,765 (124,415,855 円)2 相当の機材が終了時評価の時点で供与された。

機材の一覧は付録Ⅳのとおりである。 
 

                                                   
2 計算レートは 1US$=107 円。 

District
19%

Province
10%

Commune
71%

Total Input:
 US$2,210,226

Output. 0
12%

Output. 6
4%

Output. 5
14%

Output. 4
3%

Output. 2
4%

Output. 3
4%

Output. 1
59%

図 1-1 行政レベル別投入図 図 1-2 各成果への投入配分 

－176－



ｃ）カウンターパートの本邦研修 
合計 40 名がカウンターパート研修計画に沿った研修をリプロダクティブヘルス分野

で受けた。R/D で予定された人数（13～16 名）の２倍以上が参加できた理由は、国別

集団研修スキームから追加資金の割り当てが得られたからである。カウンターパート

研修を実施したのは(財)ジョイセフ、葛飾赤十字産院、福島赤十字病院などの諸機関な

らびに鹿児島県、群馬県、山梨県などで、そのほとんどが長期派遣／短期派遣専門家

の所属団体であり、プロジェクトと関係があった。上記に加えて、現在４名が上記諸

機関において研修中である。 
 
それぞれの研修プログラムの中心テーマはリプロダクティブヘルス管理で期間は 2～
3 週間であったが、9 カ月にわたる産院での助産技術の研修もあった。現在実施中の日

本での研修を終了すれば、合計 51 カ月の研修に相当し、参加者全員にならすと一人あ

たり平均 1.2 カ月の研修になる。 
 
特記すべきことは、ゲアン省における研修の経験を共有するために、中央レベルから

の４名と他の省からの４名が参加者として含まれていたことである。ゲアン省で訓練

を受けたカウンターパート 36 名のうち他の機関に異動したものが４名、退職者が４名

そして１名が昇進用の訓練のため長期休暇中と、25％がその職を離れた。 
 
さらに、プロジェクトは８名のカウンターパート（MCH/FPセンターから４名とDHCs
から４名）、通訳１名、そして JICA の専門家１名が同じ分野で働く外国のプロフェッ

ショナルと交流して経験を積むことを目的に、タイでの６日間の技術交流プログラム

への参加資金を提供した。 
 
上記のトレーニングの一覧は付録Ⅴおよび付録Ⅵのとおりである。 
 
ｄ）運営費 
現地プロジェクト活動のために総額US$1,564,651 (167,417,657円)が終了時評価の時

点で日本側から支払われた。そのうち US$401,886 (43,001,802 円) が現地での研修、

プロジェクト活動、基礎調査、評価調査などに費やされ、残る US$1,162,765 が機材・

備品の供与に当てられた。支出額は現地研修に４千万円から６千万円、機材備品に１

億２千万円から１億５千万円と、R/D で合意した範囲内であった。 
 
５年間の現地運営費の表／グラフは付録Ⅶのとおりである。 
 
ｅ）プロジェクト予算外の財源 
以下の外部財源からも資金が投入され、プロジェクトの資金を補った。 
- 日本大使館の草の根プロジェクトへの無償支援金から CHC の設備改善費として

US$163,814 が供与された。 
- JICA ベトナム事務所の RH フォローアップ予算から US$11,119 が、フェーズ I で供

与されたが使用不能や古くなっていた機材の修理・買い替え費用として支出された。 
- プロジェクト活動をより効果的に推進するための追加資金 US$50,879 が JICA 本部
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の NGO 等連携強化費から提供され、２件の運営管理調査費用として使われた。 
 

1.1.2 ベトナム側 
ａ）カウンターパートの配置 
ベトナム側はカウンターパート要員として合計 36 名を配置した。それに加えてプロジ

ェクトには全 19 郡から郡運営委員会のメンバーも参加し、また 469 のコミューン運

営委員会がプロジェクトと密接に協力して活動した。カウンターパートの氏名とその

職務期間の一覧は付録Ⅷのとおりである。 
 
ｂ）建物と施設 
プロジェクト活動用現地事務所とプロジェクトを実施するための研修施設は、R/D の

合意どおりベトナム側から提供された。（研修施設は新設、現地事務所は増改築され

た。） 
 
ｃ）支出の分担 
R/D で取り決めたとおり、ベトナム側は 2002 年以降プロジェクト活動に対し財政拠

出した。総額 431,148,000 ベトナムドン (US$27,859)3 は以下の用途に使われた。す

なわち 1) CHC スタッフの再教育、2) 省および郡の運営委員会会議費、3) 選択郡で

のモニタリングとワークショップ実施費用、4) 研修室の修復、 5) 提供された機材の

フォローアップ、6) 管理運営費、および 7) 供与された機材の保守などである。しか

し、JICA に対するベトナムの負担金は 1.8％と、R/D で取り決めた目標の３％には届

かなかった。過去３年間のベトナム側の財政負担の表／グラフは付録Ⅸのとおりであ

る。 
 

1.2 活動内容 
中間評価の時点で改訂された PDM にあるように、活動項目は７つの成果にもとづく

計 85 項目であった。プロジェクトの報告によると、ほとんどの活動が計画通り終了し

ており、その詳細は表にまとめられている（付録Ⅹ）。プロジェクト実施中に生起した

現地の要求や状況に合わせて、一部が変更、割愛、補完され、また、継続的なプロジ

ェクト・モニタリング活動や運営指導調査の結果がプロジェクト･デザイン・マトリッ

クス(PDM)に組み込まれた。全般的に見て、PDM 変更は基本的にプロジェクト目標

達成のために行われており、適切であった。 
 

1.3 成果 
各成果の達成度は以下のとおりである。 
 
成果 0「全てのレベルにおいて運営委員会が設置され、リプロダクティブヘルス(RH)  
サービスと家族計画(FP)サービスのさらなる統合に向けて定期的かつ継続的に機能す

る」 
 

                                                   
3 計算レートは 1US$=15,476 VND 
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成果 0 の客観的検証可能指標(OVIs) 
(a)   1) DSC 四半期会議への参加率、2)CSC 年次会合への参加率、3)モニタリング訪

問への参加 
(b)  ４つの組織（人民委員会、女性連合、保健センターならびに人口家族子ども委員

会=CPFC）からなる郡運営委員会およびコミューン運営委員会スタッフの継続

的な配置と RH と FP の統合のためにそれらが実際に機能すること 
 
成果０は 2000 年に 19 郡すべてと 466 コミューン（後に 469 になった）すべてにおい

てプロジェクト運営委員会が設立されたことで十分達成された。省の運営委員会

(PSC)がプロジェクト事務局の役割を果たし、各レベルで上記４組織の代表のほとん

どすべてのメンバーが定例検討会議に出席し、経験を共有した。CHC のモニタリング

活動を実施している郡では、コミューン運営委員会メンバー、特にコミューン人民委

員会と女性連合のメンバーが参加し、さまざまな役割と責任を頻繁に分担した。さら

に日本人評価チームが訪問した全ての郡・コミューンで、運営委員会のメンバーに、

プロジェクト終了後も運営委員会の機能を維持し、女性のリプロダクティブヘルスを

向上させる活動を継続するという意志が確認できた。 
 
合同委員会が中央レベルで設立され、プロジェクト実施に伴う最高責任機関となった。

合同委員会は人民委員会、女性連合、JICA ベトナムオフィス、省保健局、MCH/FP
センターならびにゲアン省を拠点に活動する日本人専門家などのプロジェクト運営チ

ームが加わった。 
ベトナム保健省の RH 担当局（旧 MCH/FP 局）がアドバイザーとして、また日本大使

館がオブザーバーとして合同委員会に参加した。省レベルの運営委員会が MCH/FP セ

ンターに設立された。 
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図 1-3 郡運営委員会組織別出席率 
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５年間にわたって四半期毎に開催された郡運営委員会（DSC）の参加率は、４つの組

織に分類して、図 1-3 に示すとおりである。 
2002 年以降、人口家族子ども委員会(CPFC)が全てのレベルの運営委員会に代表を出

した。人口家族子ども委員会メンバーの参加率は５年間を通して 75％以上4と良好だっ

た。これは、会議出席を保障するために、任務地をあまり離れないようにと省人民委

員会が郡組織に対して指導したこともあるという。 
 
郡レベルでの年次会議やワークショップへのコミューン運営委員会の参加率も、５年

間を通じて 80％以上と良好だった（図 1－4 参照）。 
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図 1-4 19 郡でのコミューン運営委員会出席率  (2000-2004) 

 
ポピュレーション・カウンシルによる終了時アセスメント調査と合同評価チームによ

る面接の結果によれば、こうした実績は、各行政レベルでの政治的・社会的指導者の

強いコミットメントと献身によるものであることがわかる。こうした高いコミットメ

ントと献身は次のような条件によって醸成されたと考えられる。1) ベトナム側と日本

側の間にフェーズＩプロジェクト以来の協働関係と相互信頼関係が存在していた、2) 
プロジェクトの目的と内容が国家リプロダクティブヘルス・ケア戦略（2001 年～2010 
年）と整合していた、3) 投入のかなりの部分を主要な関係組織の(運営組織への)巻き

込みのために用いた（活動資金の 12％）、4) 主要な組織関係者に目に見える結果を体

系的かつ頻繁にフィードバックする仕組みを作ったことで、参加意識をさらに高めた、

5）プロジェクト活動を一貫して草の根レベルに的を絞ったため、省、郡およびコミュ

ーンの組織それぞれの役割が明らかになった。 
 
成果 1：「コミューンにおいて安全で清潔なお産が推進される」 
 
成果１客観的検証可能指標(OVIs) 
(a) 非山岳地の CHC での出産の割合が 95％以上、および山岳地でも訓練を受けた保

健要員（CHC スタッフや訓練を受けたハムレット・ヘルスワーカー）立ち会いの

もとでの出産率が 60％以上 
(b) ハムレットレベルで訓練を受けた保健要員立ち会いのもとでの出産件数 
(c) 非山岳郡（19 郡中９郡）で産前健診を受けた妊婦の平均受診回数が少なくとも４

                                                   
4 人口家族子ども委員会 
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回になる 
(d) 破傷風予防接種を受けた妊婦の割合が平野部で 95％、また山岳部でも 70％を維持

する 
(e) ハイリスク妊娠のうち早期に発見され、DHC に搬送された数 
(f) 選ばれた郡の CHC におけるパルトグラフ使用率が出産の 90％以上、非山岳地で

80％になる 
(g) 衛生的な設備を備えている CHC の割合 
 
成果１は、安全で清潔なお産がコミューンで十分奨励されており、ほぼ達成されたと

いえる。訓練を受けた保健要員立ち会いのもとでの出産が増え、省における産前健診

受診者の割合も山岳部、平野部ともに上昇した。山岳部においては、サービスと産後

ケアの向上にさらなる努力と注意が向けられることが求められる。 
 
指標に関して、プロジェクト期間中経時的に現れた変化は以下のとおりである。 
 
産前ケア 日本の母子手帳に相当する妊産婦手帳(HBMR)を配布し、使用している

CHC の割合は、2001 年には平野部で 83.9％、山岳部では 83.1％だったが、2004 年

にはそれぞれ 95.3％と 94.2％に上昇した。無作為に抽出した CHC すべてにおいて

HBMR が使われていることが、ポピュレーション・カウンシルによる終了時アセスメ

ント報告書から見てとれる。また面接調査をした妊婦全員が HBMR を使っていた。

HBMR が山岳部の 92％、平野部の 97％の CHC で十分かつ正確に記録され、保健施

設の妊娠管理にも母親が自分の状態を知るのにも有益な記録として評価されている。

保健省は HBMR を全国規模で適用することを奨励しているおり、プロジェクト対象

地域ではHBMR管理ボックスを(プロジェクト予算で)すべてのCHCに設置している。 
  
MCH/FP 統計報告書によると、妊婦一人当たりの産前健診受診数は平野部で 1999 年

の 3.0 回が 2004 年には 3.3 回に、また山岳部で 2.2 回（1999 年）が 2.8 回（2004 年）

に増えている（図 1-5 参照）。同時に CHC 訪問総数(利用数)も 1999 年から 2003 年に

かけて著しく増加していることが、全 CHC を対象としたアンケート調査によって示

されている（図 1-6 参照）。破傷風予防接種を２回以上受けた妊婦の数も平野部で 2000
年の 95.1％から 2004 年の 97.2％に、山岳部で 73.8％（2001 年）から 89.1％（2004
年）に増えている。これは 2010 年までに平野部で 95％、山岳部で 85％を達成したい

とする国の目標基準を超えている。 
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 図 1-5 ゲアン省妊婦健診回数の推移 図 1-6 ゲアン省 CHC訪問者総数の推移 

(1999 と 2003 の比較) 
 
初回の産前健診を受ける時期は飛躍的に早まり、初回産前健診の妊娠月数平均は、

2001 年の基礎調査時には 29 週だったのが 15.6 週になったことがポピュレーション・

カウンシルの終了時アセスメント結果で示された。山岳部で 14.6 週、平野部では 16.9
週という違いも報告されている。 
 
産前指導とカウンセリングに関しては、基礎調査と 2005 年の終了時アセスメントに

おいて８項目が定められ、比較された。結果は、産前ケアに関連のある８項目中７項

目で改善が見られ、カウンセリングについては、2001 年以降改善したことがわかる。

産前指導と相談のみの目的での訪問数は減少したが、これは妊婦健診に来る方が良い

と考える人が多いからであろう。 
以上の指標の変化から、コミューンレベルでの産前ケアの状態は向上したことがわか

る。 
 
分娩サービス CHC の状態が全体的に改善され、CHC で分娩することを決めた女性

たちにとって利益となった。分娩サービスの成果は、量的拡大よりも質的な面でより

大きかった。というのも、CHC での出産件数と割合が 1999 年から 2004 年までの間

にそれほど増加していないからである(図 1－7 および図 1－8 を参照)5。平野部におい

て 2000 年には 94％だった CHC での分娩が、2004 年には 97％に増加した。2000 年

の施設分娩が 61％だった山岳部では、施設分娩が 72.5％、そのうちＣＨＣでの分娩が

41％と(2000 年には 40％)さらにはっきりと増加している。CHC での分娩の割合に大

きな変化はないが、医療施設全体における分娩の総数は増えている。2000 年に 39％
だった自宅分娩率は 2004 年では 27.5％であった。訓練を受けた保健要員が介助する

ハムレット・レベルでの分娩率については、データ収集をするのが困難であった。し

かし、10 の山岳部 DHC 主催によるリフレッシャーコースが開かれ、約 2,300 名のハ

ムレット保健ワーカーが研修を受けており、各ハムレットでは、向上した能力を発揮

して彼らによる分娩介助がなされていることが推測される。 
 

                                                   
5 それでも CHC 訪問数は有意に増加した。清潔度が増し、設備が良くなったこともその理由として考え

られるが、産前健診が増えたことも影響しているかもしれない(図 1-6)。 
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図 1-7 ゲアン省 出産場所別分娩割合 
(1999 年は 2004 年の比較) 

図 1-8 ゲアン省 出産場所別分娩数 
(1999 年と 2004 年の比較) 

 
CHC でのパルトグラフへの記録方法については改善が必要だが、CHC スタッフがパ

ルトグラフを使う割合は 2001 年の 60.3％が 2005 年には 98％に上がった。助産サー

ビスと基本的な医療機器の使用法に関する再教育を全 CHCのスタッフが受けており、

80％の CHC が医療機材の改善、トイレ設備の改善を行っている。 
 
産後ケア 保健要員による自宅訪問を少なくとも１回受けた母親と新生児の割合は

2000 年には 66.4％だったが、2005 年には 85.4％へと増加した。最低２回の訪問を受

けた母親と新生児の割合は 2000 年の 44.2％から 2004 年の 42.5％へとあまり変わっ

ていない。産後一週間以内の自宅訪問数は大きく増えたが、二度目の訪問にはもっと

注意を払う必要がある。保健サービス提供者の注意は分娩直後のケアに集中する傾向

がある。伝統的な慣習、時間の制約や助産スタッフの人材確保などの問題も二度目の

訪問を阻害する要因である。産前ケアサービスに比べて、産後ケアに関してはサービ

ス面および CHC スタッフの再教育の面で今後の改善が必要である。 
 
CHC 施設 残り 20％の CHC では、現在草の根無償援助(GAGRP)を使ってのトイレ

の建設が進行中である。基礎的な医療機器を全 CHC に備えるという目標はプロジェ

クトのフェーズⅡの早い段階で達成された。基本医療機器は CHC において概して良

く使われており、それら機器の状態は分娩時に確認されている。電力の安定供給が必

要な機器がいくつかあるが、コミューンによっては電力の安定供給が難しいところも

ある6。 
 
フェーズⅠ実施中に CHC では GAGRP の支援を得て分娩室を改善し、井戸を掘り、

トイレとシャワー施設を建設した。フェーズⅡ実施中、日本大使館は 2001 年に 116
件、2004 年には 88 件の CHC を対象にした GAGRP によるトイレとシャワー施設建

設の要請を承認した。ベトナム政府が世界銀行の基金ですでに CHC の改修ないし改

築は済んでいたため、フェーズⅡでは妊婦のためのトイレとシャワー施設の建設のみ

                                                   
6 常時電力が供給されている CHC の割合は平野部で 100％、山岳部で 93％である。電力の安定供給は課

題である。 
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の援助となった。GAGRP の援助が終了した時点で、すべての CHC が改修を済ませ

たことになる。 
 
RH/FP の統合 ポピュレーション・カウンシルの終了時アセスメント報告書によると、

保健施設での避妊具の備えは十分にある。コミューンレベルでの保健スタッフと FP
コラボレーターの間の連携は改善した。プロジェクト運営委員会の中の人口家族子ど

も委員会メンバーはあらゆるレベルのプロジェクト活動に参加し、他の関連諸機関と

も良く連携した。RH と FP の統合は十分推進された。 
その他の指標は付録 XI に示すとおりである。 
 
成果 2：「母子保健家族計画センター（MCH/FP センター）および選ばれた郡保健セ

ンター(DHCs) のモニタリング能力が向上する」 
 
成果 2 の客観的検証可能指標(OVIs) 
(a) モニタリングが標準チェックリストを使って計画に沿って実施される 
(b) DHC と CHC の 90％が上位レベルによるモニタリング訪問を毎年受ける 
(c) MCH/FP センターが設定したモニタリング基準にのっとって、モニタリングの訓

練を受けたスタッフ人数 
 
成果 2 は MCH/FP センターと DHC のモニタリング能力が全般的に向上し、リプロダ

クティブヘルス・ケア・サービスの向上に貢献したことで、達成されたといえる。特

に MCH/FP センターにおいては支援的モニタリングがセンターの定例活動となった。

支援的モニタリングのコンセプトについては、保健スタッフのみならず人民委員会、

女性連合および人口家族子ども委員会の代表ら関係者も十分理解している。CHC スタ

ッフも支援的モニタリングの目的が問題点をみつけ批判することではなく、サービス

の向上にあることをよく理解している。 
 
しかし、遠隔地にある CHC を、上位レベルの要員が何度も訪問するのは困難で、中

には１年に一度しか訪問のなかった CHC もあった。長期専門家は、モニタリングと

HMIS を通じて入手した情報やデータの分析方法を指導するとともに、 CHC スタッ

フむけ再教育コースにその分析結果を反映させる方法を指導した。MCH/FP センター

が DHC に対してモニタリングに関する指導と継続的訓練を今後も行うことが求めら

れる。 
 
MCH/FP センターと JICA 専門家による CHC モニタリング訪問数は、フェーズⅡ中

に 170 回を超えた。月平均４～５か所の CHC でモニタリング実施者対象の実地研修

を兼ねた CHC 活動のモニタリングが実施された。近年ではモニタリングは専門家の

参加なしに、カウンターパート主体に実施されている。2000 年以降毎年、DHC モニ

タリング・チームが全 CHC をモニタリングのため訪問しており、DHC に対する省レ

ベルのモニタリングは 2004 年には 90％、2001 年には 80％実施された。 
 
MCH/FP センターが設定したモニタリング要領にしたがってモニタリング手法の訓
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練を受けたスタッフの数は、2002 年に DHC スタッフ 35 名と MCH/FP センター・ス

タッフ３名、2003 年に DHC スタッフ 33 名と MCH/FP センター・スタッフ 13 名、

2004 年に DHC スタッフ 77 名と MCH/FP センター・スタッフ 12 名であり、累積で

は DHC スタッフ 145 名、MCH/FP センター・スタッフ 28 名にのぼる。 
 
各種の技術指導をするためのモニタリング活動が定例化するにつれて、モニタリング

活動中に明らかになった問題の一部が未解決のまま残っている。その多くはコミュー

ンもしくは郡レベルでの追加財源を必要とする設備や機器の維持管理と修繕の問題で

ある。 
 
成果 3：「MCH/FP センターおよび選ばれた郡における吸引法による初期中絶を含む

人工妊娠中絶数が減少する」 
 
成果 3 の客観的検証可能指標(OVIs) 
(a) ゲアン省で行なわれる人工妊娠中絶および吸引法による初期中絶の件数が毎年

700 件あるいはそれ以上減少していく 
(b) MCH/FP センターや選ばれた郡で、人工妊娠中絶や吸引法による初期中絶後に近

代的な避妊方法を受けた女性の割合が 75％になる 
(c) MCH/FP センターや選ばれた郡で人工妊娠中絶や吸引法による初期中絶を繰り

返す割合が年 5％の割合で減少する 
(d) 近代的な避妊方法を行っている人数が年に 2％の割で増える 
 
成果 3 は、ゲアン省の人工妊娠中絶件数および人工妊娠中絶の割合が減少しているこ

とから、概ね達成されたといえよう。しかし人工妊娠中絶を繰り返す女性の数や吸引

法による初期中絶の数の減少は比較的小さく、人工妊娠中絶患者に対するカウンセリ

ングの質のより一層の向上が必要である。 
 
ゲアン省における人工妊娠中絶の割合は、2000 年には出生数 100 に対して 27.9％で

あったが 2004 年には 21.6％へと減少した。これは 2010 年までに 25％にしようとす

る全国目標よりも低い数字である。ゲアン省はすでに 2005 年にこの国の目標を達成

し、さらに人工妊娠中絶件数の実質的減少をも成し遂げている。 
 
人工妊娠中絶を繰り返した人の割合は MCH/FP センターにおける吸引法による初期

中絶を含む人工妊娠中絶総件数のうち、2003 年は 12.2％、2004 年は 13.6％であった。

イエン・タインではそれぞれ 20.2％と 11.6％、ギア・ダンでは 11.1%と 7.6%、 タイ

ン・チュオンでは 15.3％と 9.5％、その他の郡ではそれぞれ 7.6％と 6.2％であった。

繰り返し人工妊娠中絶をする人の割合は MCH/FP センター以外では全て減少してい

る。MCH/FP センターは、より包括的なサービスを提供していることから、より良い

サービスを求めてゲアン省以外からやってくる女性も含めて利用者が多く、結果的に

この数字の増加の要因となっているかもしれない。この問題については十分な検討が

必要である。 
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MCH/FP センターで人工妊娠中絶後や吸引法による初期中絶(MR)後に近代的な避妊

法を受け入れた女性が 2003 年の 33.3％から 2004 年の 75.7％へと飛躍的に伸びてい

るのは、MCH/FP センターのカウンセリングが向上したことを示すものである。イエ

ン・タイ郡では 2003 年の 41.1％が 2004 年には 48.8％と若干増加している。これに

相当する数字は、ギア・ダン郡では 2003 年の 26.3％が 2004 年には 13.3％に、タイ

ン・チュオン郡においては 56.4％から 53％へと減少を見せている。カウンセリングを

向上させること、特に DHC において向上させることで、近代的な避妊法の利用を普

及させる努力の継続が必要である。 
 
ゲアン省の近代的避妊法普及率（CPR）は、国の水準よりも高く、2001 年では 77.9％、

2004 年では 79.1％であった。近代的な避妊法に関する国の CPR の割合は 2001 年で

61.6％、2004 年は 64.6％であった。近代的な避妊法を受け入れた人の約半数が IUD
の使用者であり、経口避妊薬とコンドームの使用がそれに続く。注射法利用者数も徐々

に増えている。 
 
コミュニティのリーダーや男性を重視した活動も実施された。19 郡 469 のコミューン

運営委員会（CSC）対象に開かれたワークショップで人工妊娠中絶の削減と避妊法が

取り上げられた。2004 年の 8 月に開催された政策提言セミナーでは、共産党、祖国人

民戦線、農民連合、青年連合、文化情報部、女性連合および保健部門など様々な組織

から郡のリーダーが、郡運営委員会のメンバーと共に招待された。ここではゲアン省

の指導者たちにリプロダクティブヘルス(RH)をさらに知ってもらうために人工妊娠

中絶の低減を含む RH の諸課題が取り上げられた。2004 年 9 月に開催されたマスメデ

ィア・セミナーにはジャーナリストや TV 記者が招かれ、参加者の間で人工妊娠中絶

への認識が高まった。参加者からの反応はきわめて良好で、社会組織による男性参加

型の活動への発展が期待される。 
 
思春期および青年期の女性が人工妊娠中絶を受ける件数が上昇しているという指標が

ある。 吸引法による初期中絶を含む人工妊娠中絶に関する統計資料はもっぱら公共保

健施設に記録された件数(病院データ)をもとにしたもので、民間開業医による件数は含

まれない。思春期女性の妊娠と人工妊娠中絶に対して今後は注意を向けることが求め

られる。 
 
その他の指標は付録 XI に示すとおりである。 
 
成果４：MCH/FP センターの生殖器系感染症(RTI)の発見(診断)能力と予防戦略の策定

能力が向上する。 
 
成果 4 に対する OVI（客観的検証可能指標） 
 
(a) ゲアン省における RTI の実態が明らかになる。 
(b) RTI（生殖器系感染症）予防対策が開発される。 
(c) RTI に対する適切な治療法が特定される。 
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MCH/FP センターのスタッフの参加を得て行った生殖器系感染症（RTI）の調査を通

して、ゲアン省における RTI の状況が関係諸機関に知られるようになり、その結果、

MCH/FP センター主導の下に、RTI 予防のための戦略が 4 つの郡において展開されて

いる。さらに、RTI 治療に関する適切な治療法が特定され、３つの DHC（郡保健セン

ター）と MCH/FP センターにおいて、より多数の RTI 患者が治療サービスを受けて

いる。 
 
４つの郡の 10のコミューンにおいて 505名の妊婦を対象に実施したRTI調査からは、

全ゲアン省ならびにベトナム全体に応用できる重要な発見と経験が得られた。ここで

得た知識に関して、19 の DHC の産婦人科医と検査室の技術者を対象にした研修を実

施した。この研修は DHC における RTI 検査と治療サービスを改善した。ポビュレー

ション・カウンシルの終了時アセスメント報告書に示されているように、適切な検査

室テストを実施できるDHCの割合(87％)は 2001年の基礎調査 (53%)に比較して著し

く増加しており、郡レベルで RTI 診断のために臨床検査が実施されるように改善され

たことを示している。この調査の結果を普及させるためのセミナーが関係諸機関を招

いてハノイで開催された。調査の報告書は広く配布され、その調査結果は非常に実用

的なものであると認められた。 
 
RTI の治療が受けられるようになり、臨床検査に基づいた正しい診断に従った治療が

なされるようになったことは重要な成果である。MCH/FP センターの検査室の技術レ

ベルは向上し、より多数の患者がセンターの RTI サービスを受けるために来所し始め

ている。 
 
対象となった 4郡それぞれに関するRTI予防戦略がRTI調査の結果分析に基づいて策

定された。この戦略のフォローアップは MCH/FP センターと個々の DHC がその活動

の一つとして継続的に行う。 
 
将来においては、他の保健諸機関との連携、また、同じセンター内の他の部門との連

携・協働（妊婦管理カウンセリング、FP カウンセリングなど）についてもさらに考慮

する必要があろう。 
 
付加的な指標は ANNEX XI に示している。 
 
成果５：サービス提供者、女性、男性の行動変容を目指したリプロダクティブヘルス

推進のために、MCH/FP センターおよび選ばれた郡、なかでも郡女性連合および郡保

健センターによる IEC 活動の質が向上する。  
 
成果 5 に関する OVI： 
(a) MCH/FP センターで週 2 回、選ばれた郡で月 2 回、RH 教室を開催する 
(b) MCH/FP センターにおける RH 教室には平均して少なくとも 10 名、選ばれた郡に

おける RH 教室には 20 名以上の参加者がある。 
(c) 愛育班活動に選ばれたコミューンにおいて、妊娠 12 週以前に一回目の妊婦健診の
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ために CHC を訪れる妊婦の数 
(d) 愛育班活動に選ばれたコミューンにおいて、CHC での平均妊婦健診数が少なくと

も 4 回になる。 
(e) 妊婦健診を受ける目的の CHC 訪問者数 
(f) 産前指導およびカウンセリングで話されるトピック数 
 
プロジェクトによる IEC活動に関する技術および管理面での研修と技術的な支援を受

けて、すべての郡・コミューンレベルおよび MCH/FP センターの IEC・モチベーシ

ョン活動の質は飛躍的に向上した。IEC のチャンネルと形態は多様化し、拡声器によ

る一方向の伝達だけでなく、寸劇やマギーエプロンを使った対話式の学習が行われる

ようになった。対象となる参加者の層も既婚女性から青年/思春期男女および成人男性

にまで拡大されている。産前ケア受診のための妊婦の来所数は増加し、初回の来所時

期は早まった。 
 
MCH/FP センターにおいて定期的に開催される両親学級を含む健康教育の回数は

2000 年の 21 クラスから 2004 年には 166 クラスにまで着実に増加している。参加者

総数は 2000 年に 349 名であったものが、2004 年には 4,351 名に増加している。2002
年以来、平均参加者数は１クラスあたり 20 名を超えるようになった。MCH/FP セン

ターの職員はセンター外でも健康教育クラスを開催している。カウンターバート研修

中に研修員が作成した教材パンフレットは、IEC 活動の質の向上を図るために、クラ

イアントにも配布されている。 
 
IEC の媒体や形態は非常に多様化し、寸劇、コンテスト、ビデオ、ラジオ放送、カセ

ット、さらには村の文庫などを通して行われている。こうした教材はそれが適切かど

うか、地域の住民にとって理解しやすく魅力的であるかどうか判断される。保健セク

ターと女性連合の間の協力関係は大いに促進され、特に、MCH/FP センター職員は女

性連合主催の IEC 講座には常に参加し、その専門性を活かした支援を行っている。マ

ギーエプロンや妊娠シミュレーターなど、プロジェクトが提供した IEC 資材は効果的

に活用されている。これは IEC に関する技術的な研修がなされ、また、女性連合、CHC
スタッフおよびその他関連諸機関の協力の結果である。RH に関する情報はコミュー

ンの共産党、祖国前線（Fatherland Front）、農民連合(Farmer’s Union)、青年連合

(Youth Union)、文化情報部(Culture and Information Department)などの男性指導者

にも普及しており、男性の参加が奨励され、活動を支える層が広がっている。 
 
「愛育班」モデルとなっている選ばれたコミューンにおける第 1 回目の妊婦健診受診

の時期に関しては、省平均の受診時期である妊娠週令 15.6 週より遅い（Nhan Tanh 
18.8 週、Hop Thanh 21.2 週、Nam Thanh 19.4 週）。これらの時期はすべて 2001 年

の基礎調査のデータ（29 週）よりは早まっているが、さらに改善の余地があるといえ

る。郡の女性連合は「愛育班」の活動を拡大して 3 コミューンを追加し、活動実施コ

ミューンは合計 6 コミューンとなったが、2005－2006 年度にはさらに活動を拡げる

計画である。 
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コミュニケーション能力は向上し、IEC 活動家たちの自信は強化されているが、情報

やメッセージの内容に関しては、変化する保健状況に対応し、しかも女性のリプロダ

クションヘルス/ライツを向上させることができるように、継続的かつ注意深く検討が

なされるべきである。産前・産後ケアのような診療活動を活用して IEC の働きかけを

より広範囲に展開し、RTI や妊娠中絶、家族計画などに関する情報を普及させるべき

である。 
 
成果 6-1：保健情報の記録、まとめ、報告システムが向上する 
成果 6-2： HMIS に関連したハードウエアが改善される 
成果 6-3：HMIS 担当者の能力が向上する 
成果 6-4：HMIS 関連活動が定期的に評価される 
成果 6-5：HMIS データが適切に利用される 
 
成果６に関する主要 OVI 
(a) 全ての DHC、MCH/FP センターおよび省保健局（PHS）は、統計的な報告書の

作成にコンピュータを使用する。 
(b) ３つの DHC と MCH/FP センターは新しい病院ベースの HMIS を使用する。 
(c) CHC の 80％は標準化された記録簿と報告書の様式を使用する。 
(d) PHS スタッフのコンピュータに関する技能と知識が増加する。 
(e) 19 の DHC のうち６つの DHC は新しい HMIS を適正に管理する。 
(f) MCH/FP センターは新しい HMIS を適正に利用する。 
(g) 19 のうち６つの DHC がモニタリングされる。 
(h) ６つの DHC と MCH/FP センターはデータの分析に関して報告書を作成する。 
(i) 6 つの DHC はその管轄下の CHC に情報をフィードバックする。 
 
成果６はおおむね達成され、保健情報を記録、まとめ、報告するためのシステムがコ

ンピュータ化され、改善され、すべての郡における HMIS 担当者の能力は著しく向上

した。 
 
省・郡レベルの HMIS 担当者の能力は向上し、全員がコンピュータによる報告書作成

技術を習得し、データ記録、まとめ、報告に関して下位レベルの職員を指導するまで

になった。今では郡のスタッフが新しい記録用フォーマットの利用に関して CHC ス

タッフの指導者として活動している。 
 
しかし、上位レベルのスタッフから DHC やコミューンへのフィードバックでは、依

然として、誤ったデータ入力や修正に終始しがちである。データの質が低い要因とし

ては、CHC スタッフが記録・報告するべきデータが複雑で膨大なこと、それに CHC
スタッフがデータ収集の重要性を認識していないことに起因している。 
 
モニタリング訪問を通してサービス提供を向上させるための有効なフィードバックが

行われるようになったが、今後は、統計的なデータの分析を行い、それら分析結果を

活用することが、取り組むべき課題である。さらに、コミューンレベルのデータの管
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理と記録の改善に緊急に取り組む必要があることはポピュレーション・カウンシルの

終了時アセスメント報告書でも指摘されている。それらは総合的な保健統計や

MCH/FP の統計ソフトウエアのためのデータ収集において、基礎となる単位であり、

省全体の情報の質に影響を及ぼすからである。上述した成果を示す指標は以下のとお

りである。 
 
HMIS ソフトウエア・システムの改良：紙ベースの既存の報告様式を基盤に、総合保

健統計報告用ソフトウエアとJICAの専門家が開発したMCH/FP統計報告用ソフトウ

エアをリンクさせたものが、19 の DHC 全部と MCH/FP センターで採用されている。

保健省リプロダクティブヘルス局はその実用性を評価し、ベトナムのすべての省に

MCH/FP 統計報告用ソフトウエアを配備することを計画している。病院用のソフトウ

エアも 3 つの DHC で稼動し始めている。 
 
HMIS 関連のハードウエアの改良：必要な周辺機器を装備したコンピュータおよびサ

ーバー・コンピュータが PHS、MCH/FP センターおよび 19 の DHC に配備された。

これらは各機関の HMIS への取り組みに基づいたもので、適正に活用されている。3
つの DHC では、サーバーシステムの設置が完了した。これによって省と郡の間のフ

ィードバック･システムが強化されることになる。 
 
HMIS 担当者の能力：PHS の担当職員 2 名の技能と知識は向上しており、継続して実

務研修が行われている。19 の DHC の統計担当スタッフは今ではデータの質に注意す

ることができる。MCH/FP センターの統計担当官の能力も適切な研修を受けて向上し

ている。TOT ワークショップを受講した DHC スタッフは CHC のスタッフのために

新しい記録用フォーマットの記入方法に関する研修を独自に開催した。合計 1,027 名

の CHC スタッフがこの研修に参加した。 
 
HMIS データの活用：プロジェクトのさまざまな活動に役立つようなデータの活用が

始まっている。選ばれた DHC では、データ中のエラーを確認できる統計担当スタッ

フの数も増加している。DHC スタッフのデータの質に関する認識も向上している。各

機関で実施した HMIS の取り組みに基づき、必要な周辺機器を装備したコンピュータ

あるいはサーバー・コンピュータが PHS、MCH/FP センターおよび 19 の DHC に配

備され、適切に活用されている。 
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プロジェクト目標 
 
ゲアン省におけるリプロダクティブヘルス･サービスが向上する。 

検証可能な指標 結果（2005 年 6 月現在） 
(a) 良質の産前ケアが平野部の妊婦の 80％、

山岳部の妊婦の 40％に提供される。 

(b) 良質の分娩ケアが平野部の妊婦の 80％、

山岳部の妊婦の 40％に提供される。 

(c) 良質の産後ケアが平野部の妊婦の 80％、

山岳部の妊婦の 30％に提供される。 
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図 1-9：ゲアン省において良質の産前、分娩、産後ケアを

受けた女性(2000/2005)7 

(d) 平野部の CHC の 80％、山岳部の CHC の

30％は国のリプロダクティブヘルス戦略

に沿って、省保健局と MCH/FP センター

の認定を受けている。 

認定を受けた CHC のうち国家リプロダクティブヘルス・

ケア戦略が設定した高い基準をクリアしたのは 465 のう

ち 40（8.5%）である。 

(e) CHC の 80％が利用者優しい（クライアン

ト・フレンドリー）RH サービスを提供す

る（訓練された職員、良質の設備/施設お

よび機材の安定供給） 

 
施設(2005) 山岳部  平野部 
安全な分娩室を
備えた CHC 76% 94% 

 
機材/薬品 2001 2005 
衛生的な分娩キ
ッ ト を 備 え た
CHC 

25% 49% 

鉄剤のある
CHC 47% 65% 

 

(f) 吸引法による初期中絶を含む人工妊娠

中絶の割合：24％ 

図 1-10:ゲアン 省における人工妊娠中絶率 

Source: Final Assessment, Population Council, June 2005; Data Table Prepared by the RH Project 
Office, June 2005 

ゲアン省のリプロダクティブヘルス・プロジェクトは、人材の育成、CHC の物理的施

                                                   
7良質の産後ケア・サービス：ヘルスワーカーによる産後の家庭訪問を少なくとも 1 回受けている母親と

新生児の割合は 2000 年の 66.4％から 2004 年には 85.4％に増加している。 
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設の改善、および産前･分娩ケアのための機材の供与など、プロジェクトの投入によっ

て著しく向上した。 
 
平野部、山岳部ともに明らかな改善がみられたが、山岳部の達成度には依然として限

界がみられる。施設/設備/必需品のメンテナンスなどについては、改善が必要である。

RH の改善を示す指標は以下のとおりである。 
 
良質の産前ケア・サービス：HBMR を採用し、活用している CHC は 2004 年には非

山岳部で 95.3％、山岳部で 94.2％であった。HBMR は実質的に全 CHC で入手でき、

全ての妊婦に配布されている。HMBR は山岳部の CHC の 92％、非山岳部の CHC の

97％（Population Council、2001:2005)において正しく適切に記録されており、妊婦

が妊婦健診を受診した平均回数は非山岳部で 1999 年の 3 回に対し、2004 年には 3.3
回、山岳部で2.2回から2.8回に増加している（MCH/FPデータ報告書データ報告書）。 
 
良質の分娩ケア・サービス：2004 年度には非山岳部における分娩の 97％、山岳部で

は 72.5％が保健施設でなされている。これは明らかに 2001 年の水準を超えるもので

ある。訓練を受けた要員の介助で分娩した割合に関しては、平野部で 91％(2001 年)
から 98％（2005 年）に増加しているが、山岳部では 2005 年段階で 82％に留まって

いる。パルトグラフの利用は大きく進み、CHC の保健スタッフの間での利用率は 2001
年の 60.3％から 2005 年 98％に増加した。 
 
CHC でのクライアント・フレンドリー・サービス：訓練された人材、良質の施設/設
備および CHC による RH サービスの安定した提供はコミューンレベルで改善されて

いる。山岳部 10 郡のコミューンでは保健施設での出産は実際的には(アクセスの問題

で)難しく、ハムレット保健ワーカーが安全な分娩を支えるための訓練を受けている。

CHC 助産スタッフ一人が受け持つ人口は 1999 年にはゲアン全体で 10,340 名、非山

岳部で 13,097、山岳部で 7,564 であったが、2003 年にはゲアン全体で 6,289、非山岳

部では 7,494、山岳部では 5,002 であった。独立した分娩室を備えている CHC の割合

は 2001 年に比較して 2005 年には 59％から 86％へ増加している。感染予防に対応で

き、安全基準を満たしている分娩室を備えている CHC の割合も 2001 年に比較して高

くなっているが、山岳部 (76％)と平野部の CHC (94％)との間には開きがある。清潔

な分娩器具と鉄剤を備えた CHC の割合は著しく増加している（2005 年時点で、清潔

な分娩器具を備えているもの 49％、妊婦に鉄剤を提供している CHC は 65％に増加し

ている。2001 年にはこの数値はそれぞれ 25％、47％であった）。 
 
さらに、一人あたりの CHC 利用回数は 1999 年には山岳部と非山岳部ともに年間 0.3
回であったが、2003 年には両地域とも 0.5 回に増えており、CHC のサービスが向上

したためにそこを訪れる患者が増えたことを示している。 
 
中絶率の減少：過去 5 年間のゲアン省における中絶率は 2000 年の 27.9％から 2004
年の 21.6％へと減少を示している。この値は 2010 年までに 25％（図 1-10 参照）と

いう国の目標値よりも低いものである。ただし、この数値は民間で行われた中絶のケ
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ースは含まれていない。 
 
今後一層の進展が望まれる領域としては山岳部と貧困地域におけるサービスの質の向

上と支援的モニタリングを継続して現在の水準を維持することである。 
 
追加的指標は ANNEX を参照 
 

1.4 上位目標 
 
ゲアン省における妊娠可能年齢の女性のリプロダクティブヘルスが向上する。 

結果（2005 年 6 月現在） 

上位目標の OVI： 

2000 2001 2002 2003 2004 

(a) 合計特殊出生率 
2.0 2.8 2.8 2.6 2.4 2.6 

(b) 妊産婦死亡率 70 42.9 19.2 23.8 25.0 11.6 
(c) 乳児死亡率 25 9.3 9.0 8.7 7.2 n/a 
(d) 周産期母体死亡率 18 10.9 9.6 9.5 9.2 10.6 
(e) 低体重児出産率（2500 グラ

ム以下） 6% 5.2% 4.2% 5.2% 3.2% 4.9% 
(f) 近代的避妊法の普及率 70% 67.6% 71.9% 73.1% 80.6% 80.8%
(g) 省 RH 事業計画  n/a n/a n/a n/a n/a 

 

696888144160218

4.3
3.8

3.4

2.3
1.61 1.59

0

50

100

150

200

250

1999 2000 2001 2002 2003 2004

（Cases)

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00
（‰）

Cases Rate (‰)

 
図 1-11：ゲアン省における妊娠合併症（1999-2005） 

 
 
合同評価チームが OVI の観点から上位目標の現在の達成レベルを検討し、合計特殊出

生率（TFR）と周産期母体死亡率以外では、指標の改善と成果が見られることを確認

した。 
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また、ゲアン省における妊娠合併症発生件数と発症率は過去 5 年間着実に減少してお

り、産前ケアおよび分娩ケアの質が改善されたことを示している（図 1-11 参照）。プ

ロジェクトの介入は指標の改善に寄与している。これらの指標の数値目標は 2000 年

の段階ですでに達成されていたものよりも低いレベルで設定されていたことも念頭に

おくべきである。 
 
妊産婦死亡率（MMR）と乳児死亡率（IMR）に関しては、2003 年には MMR に、2004
年には周産期母体死亡率に一時的増加が見られるものの、総体的には減少が認められ

る。MMR として報告される数値は信頼性に疑問が残るが、コミューンレベルから直

接報告された死亡数をみると、ゲアン省における妊産婦および乳児の死亡数の明らか

な減少を示している。体重 2500 グラム以下で生まれる低体重の新生児の割合に関し

ては、2003 年には 5.2％から 3.2％へ大幅に減少したが、2004 年には 4.9％とやや増

加している。 
 
近代的避妊法普及率（CPR）が増加しているにもかかわらず、2004 年には TFR が増

加している。この傾向は国レベルでも見られるもので、人口令(the Ordinance on 
Population 2003 年 5 月 1 日施行)の解釈が定まっておらず、政府は少子奨励政策を解

除したという解釈を国民に与えたと結果ともいわれている。このような指標間の矛盾

した傾向、特に CPR、吸引法による初期中絶を含む妊娠中絶件数、および TFR につ

いては今後も注視し、政策や事業に及ぼす意味について検討する必要がある。 
 
追加図表に関しては Annex XI 参照。 
 
上記のデータとゲアン省の現在の状況からゲアン省の出産可能年齢にある女性のリプ

ロダクティブヘルスは一層改善の方向に向かうと予測できる。さらに、ゲアンのカウ

ンターパートである諸機関は、プロジェクトから得た経験と知識を活用して RH を推

進してゆくという意志とコミットメントを表明している。 
 
２．プロジェクトの実施過程 
 
カウンターパートの輻輳的な責任と言語上の障害にもかかわらず、ベトナム、日本両

サイドは緊密かつ効果的に協力することができ、ほとんどすべての活動がスケジュー

ルどおり実行された。フェーズ Iの実施期間中に作り上げられた相互の信頼に加えて、

カウンターパート（C/P）側のオーナーシップ意識とプロジェクト運営管理能力がフェ

ーズ II において確立し、実施に際してのさまざまな困難を乗り越えた。プロジェクト

は最初の段階からベトナム側の高いレベルのオーナーシップに負うところが多かった

が、それが、プロジェクト実行の推進力であった日本側専門家の力でさらに育てられ

た。このフェーズに対する JICA の支援が終了した後は、ベトナム側がプロジェクト

を推進していかなくてはならないということの理解がリーダー間ですすみ、プロジェ

クトの実行のための原動力は次第に日本側専門家からプロジェクト運営委員会やその

他核になる関係者、特に MCH/FP センターへと移行していった。 
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高いレベルのオーナーシップと運営上の責任を共有できた要因としては、関係諸団体

を加えた地元の運営機構である運営委員会の設立が、プロジェクト計画に組み込まれ

ていたこと、そして、プロジェクトがこれらの組織を強化するために意識的かつ十分

な投入と活動を行なったという点が大きい。 
 
日本側、ベトナム側双方のプロジェクトチームはプロジェクトデザイン・マトリック

ス（PDM）に規定されているプロジェクト目標を理解し、プロジェクトの活動は PDM
に基づいて系統的に組み立てられた実施計画に従って遂行されている。プロジェクト

の実施計画は定期的に見直され、PDMは 3回改訂された。運営指導調査団派遣時（2001
年 8 月と 2002 年 8 月）に 2 回、中間評価調査団（2003 年 8 月）の際に 1 回改訂され

た。これらの修正はその時々の変化あるいは想定外の優先事項を反映したもので、よ

り明確にかつ具体的に改訂されたもので、概ね適切なものであった。しかし、プロジ

ェクト運営側からは次のことが指摘された。1) PDM が改訂に伴い、予想以上に複雑

で細分化された構造になってきたため、PDM 自体を理解しその通りに実行することが

難しい。2)すべての指標についてデータを収集することが煩雑で時間を要した (上位

目標に関しては７つ、プロジェクト目標に関しては６つ、７つのアウトプットに関し

ては 49 の OVI が列挙されていた)  
 
３. 5 項目による評価 
 

3.1 妥当性 
プロジェクトの妥当性は非常に高い。上位目標とプロジェクト目標は国家リプロダク

ティブヘルス・ケア戦略（2002-2010）を含むベトナム国の政策に合致し、同時にベ

トナムに対する日本の国別援助プログラムに沿っている。同時に、ゲアン省の人々の

リプロダクティブヘルス・ケアのニーズに対応することも考慮して計画されている。

コミューンと草の根レベルに焦点を当て、政治的・社会的組織を巻き込んで行うとい

うプロジェクトのアプローチは、プロジェクトを受益者のニーズに応え、地域の課題

沿ったものとすることを可能とした。それでもなお、山岳部の一部には地理的にアク

セスが制限される地域もあり、プロジェクトのいくつかの要素に関する活動を特定の

地域に集中して実施することとした。 
 

3.1.1 ベトナム政府の政策との整合性 
上位目標とプロジェクト目標はベトナムの国家保健政策と戦略に沿うものである。そ

のいくつかを下記にあげる： 
(a) 国民の保健およびケアのための戦略 2001-2010（Strategy for Protection and 

Care of the People’s Health 2001-2010） 
(b) 国家リプロダクティブヘルス・ケア戦略 2000-2010 (National Strategy for 

Reproductive Health Care in the 2000-2010 period)  
(c) リプロダクティブヘルス・ケア・サービスに関する国の基準と指針  2003 

（National Standards and Guidelines for Reproductive Health Care Services, 
2003） 

(d) 国家リプロダクティブヘルス・ケア戦略の実施のためのベトナムにおける母性保
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護国家計画 2003-2010 (National Plan on Safe Motherhood in Vietnam 
2003-2010 in implementation of National Strategy on Reproductive Health 
Care) 

(e) 国家人口戦略 2001-2010 (National Population Strategy 2001-2010) 
(f) 人口、リプロダクティブヘルスおよび家族計画に関する BCC(行動変容をめざし

た広報教育)戦略 2001-2005 (Strategy on Behavior Change Communication in 
Population, Reproductive Health and Family Planning for 2001-2005) 

(g) 人口令（Ordinance on Population）（2003 年 5 月 1 日から施行） 
 
プロジェクトはベトナムの以下のような国際的協定の採択を再確認した： 
(a) 国際連合ミレニアム開発目標（MDGs）、および、 
(b) 行動計画：人口と開発に関する国際会議（ICPD PoA） 
 

3.1.2 ベトナムに対する日本の国別援助プログラムとの一致 
プロジェクトは、(保健分野で)リプロダクティブヘルスとプライマリー・ヘルスケアの

強化を重要課題としている（日本政府の）ベトナム国別援助計画に沿ったものである。

ベトナム国別援助計画は 2004 年 4 月 に承認され8、援助領域の 3 つの柱を 1）成長の

促進、2)生活社会面の改善、3)制度整備に設定した。保健セクターに対する援助は第 2
の柱である生活社会面の改善の枠の中で行われ、リプロダクティブヘルスは二番目の

強化領域として強調されている。 
 

3.1.3 ターゲットグループのニーズとの一致 
プロジェクトは、出産可能年齢の女性たちと保健スタッフという２つのターゲットグ

ループのニーズに敏感に応えてきた。フェーズ I 開始時にはゲアン省における保健関

連の指標は大部分が全国平均より低く、サービス提供システムもかなり弱体であった。

CHC の助産スタッフの大多数の教育レベルと実践体験は乏しいものであった。CHC
の施設の多くが劣化しており、設備機材は劣悪であった。CHC レベルのサービスの質

は低く、また、自宅分娩率は高く平野部で 40-80％、山岳部と貧困地域ではほぼ 100％
に達していた9。これらの問題に対応するために、プロジェクトはコミューンと草の根

レベルに対し必要とされる物資、技術、両面の支援を行った。 
 
理解と支援を求める目的で中央レベルだけでなく省およびそれ以下の行政レベルの主

要な政治・行政機関を巻き込んで活動し、社会(住民)組織を通して受益者からの継続的

なフィードバックを得るための仕組みを構築しようとしたプロジェクトの意図は、プ

ロジェクト介入のあり方の妥当性を高めるのに役立った。 
 
プロジェクト対象地域の選定の適正度に関しては、省全体をカバーし、同時にパイロ

                                                   
8 国別援助計画は JETRO ベトナム事務所の参加を得て、日本 ODA 代表機関、すなわち、在ベトナム日本

大使館、JBIC ベトナム事務所、JICA ベトナム事務所の三者とともに再検討・改定し、2004 年 4 月に採

用したものである。過去には、4 つの組織は大使館が作成したものを参考に独自の援助戦略/計画を作成

していた。 
9 「ゲアン省 RH プロジェクトオフィス作成現地報告書」2005 年 6 月 
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ット分野に関しては集中的に介入する地域を選定する、というプロジェクトのアプロ

ーチは現実的であると考えられる。しかし、その結果、吸引法による初期中絶/人工妊

娠中絶の減少10、RTI 予防11、保健管理情報シテスム（HMIS）活動など、いくつかの

部分12について恩恵を受けられない郡が出てきた。 
 

3.2 有効性 
プロジェクトの有効性は、非常に高いが、山岳部と平野部の間にはさまざまな違いが

見られる。 
 

3.2.1 プロジェクト目標の達成 
総合的に見て、リプロダクティブヘルス・ケア･サービスは 5 年前に比べて、利用者に

とってより利用しやすいものになっており、利用者はサービスに満足している。施設

の改善と設備/機材の供与、技術援助、ゲアン省におけるリプロダクティブヘルス･プ

ログラムのための人材開発、という領域での日本の貢献の有効性は非常に高いもので

あった。この成果に寄与した基本的要因は、 「レディネス」あるいは「パッケージ」

アプローチであり、具体的には、日本人専門家による技術指導、コミューンレベルに

おける保健スタッフ再教育、施設の改善、および設備/資材の供与からなっている。同

時に、省 MCH/FP センターが良質のリプロダクティブヘルス・ケアを推進できるだけ

の高い能力を備えていたことも挙げられる。 
 
遠隔な山岳部住民たちの、良質なサービスへのアクセスを一層改善するための方法を

開発するのが残された課題である。 
 

3.2.2 プロジェクト成果のプロジェクト目標に対する貢献 
プロジェクト･デザインとしては、7 つの成果は相互に支え合うべきで、特に IEC (成
果５)と HMIS(成果 6)はサービスの伝達 (成果１，２，３および４)を支援するために

機能することが期待されている。また、モニタリング(成果 2)も他の成果の支える活

動・成果である。 
 
成果（アウトプット）はそれぞれの範囲でプロジェクト目標の達成に貢献している。

運営体制整備のメカニズム確立（成果０）は介入全体を下支えしており、RH の課題

に関して、医療制度と社会制度の両面において底上げし、維持していく役割を果たし

ている。成果 1 はプロジェクトの中心部分であり、したがって、それが高いレベルで

達成されたということは良質のサービスの供与とアクセスの向上に大きく寄与したと

いうことである。モニタリング(成果２)は CHC レベルへの定期的な技術援助と問題解

決のための調整を行うことによって、成果 1 の成果が確実に継続していくことに貢献

                                                   
10 MR/中絶件数の低減を図るプロジェクト活動は３DHC（ギア・ダン、イエン・タイ、 タイン・チュオ

ン）および MCH/FP センターで試験的に実施された。 
11 RTI 予防活動は 3 郡（Cua Lo, Nghi Loc, Nam Dan）にある 10 のコミューンで試験的に実施された。 
12 設備の供与、総合的コンピュータ研修、総合的保健統計ソフトウエアおよび MCH/FP 統計報告ソフト

ウエアの導入は、全 19 郡に対して実施されたが、データ分析に関する研修は、コンピュータへの習熟

が求められるだけでなく、一定レベル以上の統計的知識が必要という理由で、6 郡のみで行われた。 
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している。妊娠中絶と RTI 予防/低減に関するプロジェクト諸活動（成果３および４）

は戦略の形成を促し、それによって運営委員会メンバーと IEC 活動の対象となった

人々の間にこの問題に関する自覚を大きく促した。しかし、妊娠中絶と RTI の予防/
低減を安全で衛生的な分娩サービスの推進につなげるにはまだ不十分な段階にあると

思われる。一方、IEC 活動は各種サービスの提供に関連して他の成果に大きく寄与し

たと認められる。人々が自身のリプロダクティブヘルスを守る意欲を高めるような的

確な情報を普及させるだけでなく、質の高いリプロダクティブヘルス・サービスを実

現するための(保健関係者を含む）地域の関心と支援を高めた。最後に、データの記録･

報告システムの強化に関しては、与えられた状況に即して質の高いモニタリングと計

画立案ができるようになるにはさらなる改善が必要である。 
 

3.2.3 促進要因と阻害要因の分析 
 

(a) 促進要因 
促進要因としては以下の事柄をあげることができる： 
 
(a) フェーズ Iで得た経験がベトナム側カウンターパートの間に自信と強いオーナー

シップを育てた 
(b) プロジェクト開始以来、ベトナム側カウンターパートの政治的なコミットメント

が非常に高い 
(c) 省、郡、コミューンのレベルで関係諸団体を動員した非常に効果的な連携体制が

存在した 
(d) 女性連合のような強力な住民組織ネットワークがあり、技術と知識を直接に対象

となる人たちに向けて普及させることが可能であった 
(e) カウンターパート研修に一つの組織から複数の職員が参加したので、その団体内

に共通するビジョンができた。このような協力的な環境ができたことで、彼らは

新たに獲得した技能と知識を容易に実行に移すことができた 
(f) ベトナム側カウンターパートと日本人専門家の間の強いチームワークと相互尊

重はプロジェクトの成功に確かな貢献をした 
(g) ゲアン省の人々全般、特にプロジェクトに参加した人々に見られる勤勉さ。彼ら

は自分自身の環境の中に新しい考え方を取り入れることに強い関心を持ってお

り、実施にあたっては組織的かつ具体的な方法を好んで取り入れる傾向をもって

いた。 
 

(b) 阻害要因 
阻害要因としては次の事柄があげられる： 
 
(a) 山岳部や遠隔地域では保健施設を利用するのが物理的に難しい 
(b) リプロダクティブヘルスの推進を阻害する文化的･社会的な信念 
(c) 特に遠隔地域住民の間の保健に関する基本的な知識が乏しい 
(d) 財源の不足 
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3.3 効率性 
プロジェクトの効率性は高く、量、質、およびタイミングのすべてにおいて、プロジ

ェクトのインプットは適切なものであったと考えられる。日本人専門家の能力のレベ

ル、専門領域、および人数は適切であったと考えられる。一部短期専門家の訪問のタ

イミング、カウンターパートの人材への仕事の割り当て、いくつかの設備およびベト

ナム側が負うべき現地経費の支払い、に関して時として支障が見られた。しかし、こ

れらは成果に悪影響を及ぼすものではなく、インプットの大半はアウトプットを効果

的に生み出すために合理的に活用されている。 
 
効率性のレベルを高める要因としては、次のものがあげられる。1) コミューン、郡、

および省レベルの関係者の巻き込みと活用。それによって効果的な連携が可能になっ

た。 2）「パッケージ･アプローチ」13によるサービを提供する保健施設の「即応力(レ
ディネス)」の促進、3)インプットの最大限の活用を促進した CHC への支援的モニタ

リング。 4)ゲアン省における現地調達あるいはベトナム国内調達というプロジェクト

の原則。さらに、大量の現地業務費用(71%)をコミューンと草の根レベルに投入する、

というようなコミュニティに照準を当てたプロジェクトのアプローチは、プロジェク

トによって生み出された便益を究極の受益者に届けるための効率を確実に強化した。 
 
一方、効率を阻害した要因としては次のものがある。 1）山岳部における地理的なア

クセスの問題。２）技量・意欲を持ったカウンターパートの他部局または団体への転

出。 
 
個々の領域に関する報告を以下に記す。 
 

3.3.1 専門家の派遣 
費用効果に関しては、プロジェクトの長期専門家たちの優れた実績は長期専門家の派

遣にかかる比較的高額のコストを相殺している。彼らは自分たちの技術専門領域の活

動だけではなく、以下の面でも効率性を確実にするための貢献をした。1) 与えられ

た状況に対するタイムリーかつ現場に即した対応 2) 自己の体験に基づいた最も適

切なインプットの選択 3)カウンターパートの研修や短期専門家の訪問の準備とフォ

ローアップの促進 4)カウンターパートとの間の相互信頼の構築。さらに、彼らが緊密

に職務を共にした人々に対して示した RH の課題への献身と勤勉さはカウンターパー

トの意欲の度合いを深め、プロジェクトに関係する諸団体の仕事に対する姿勢に確か

な変化をもたらした。また、中央と省の関係機関を連携させ、ゲアン省で効果を収め

た経験を中央政府だけでなく、他の省にも伝達するという点でも有益な仕事をしてい

る。 
 
同じ短期専門家を何回か派遣するということは技術上の知識/技能をカウンターパー

トに円滑に伝えるという点に関してだけでなく、専門家・カウンターパート間の相互

                                                   
13 ｢パッケージアプローチ｣とは、CHC レベルにおける１）施設の刷新、２)保健スタッフ再教育、３)機材・

薬品の供給、からなる包括的支援の供与である。 
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の信頼を構築するという面でも貢献していると思われる。 
 

3.3.2 日本における C/P(カウンターパート)研修 
日本で行われる C/P 研修の内容は妥当かつ実用性があり、有益なものであると考えら

れる。プロジェクトは、カウンターパート研修の参加者が自分の知識や経験を彼らの

同僚と共有し、その結果、研修を通して得た知識や技能を自分の仕事に応用できるよ

うにする、という点を意識して行っている。カウンターパートとの面接によると、日

本における研修は専門的な知識/技能を得るという点に関してだけではなく、彼らの思

考様式に刺激を与えるような実生活モデルに接することによって参加者の意欲を刺激

/高揚させるという点でも効果があることが確認できた。 
 
言語上の障害のために、カウンターパートを JICA が主催している現行の国際研修コ

ースに送り込むことが難しく、カウンターパートを単独のグループとしてベトナム語

によるコースを編成せざるを得なかった。しかし、この措置は効果を生み、外国で学

んでいる間にグループメンバーが互いに助け合って、共同で報告書の草稿を作り、行

動計画を作成することになった。それを通して、参加者間の協力が生まれ、より強い

チームスピリットが生まれた。 
 

3.3.3 機材の供与 
プロジェクトが供与した機材の量と質は適切であった。基本的な産科ケアのための機

材は、小規模な調査を通して慎重に「具体的な需要」を調べ、それに基づいて供与さ

れた。同時に保健省が勧告している標準機材リストにも沿ったものである。 
 

3.3.4 運用コスト 
プロジェクトの運用コストは全活動の実行のために効果的に活用された。 
 

3.3.5 プロジェクト外の財源の確保 
JICA の技術援助は、ゲアン省における全 CHC に対する基本的な RH 設備の供与を行

なうものであったが、トイレ施設と分娩室の改修は投入対象ではなかった。このため、

プロジェクトは草の根プロジェク援助基金への要請を行い、2001年には116のCHC、

2004 年には 88 の CHC の施設の改善のための資金を得ることができた。これによっ

てフェーズ I のプロジェクトが対象としたものを合わせると合計 469 カ所の CHC の

改修がなされたことになる。これによって CHC において良質のサービスを提供する

ための「備え（レディネス）」が大きく向上した。 
 

3.3.6 プロジェクトの現場の土地、建物および施設 
必要な施設は適正かつタイミングよく提供された。 
 

3.3.7 カウンターパートの配置 
開始時に任命された 26 名のカウンターパートのうち 8 名が退職、進学、あるいは他の

ポストへの転出のためにプロジェクトを離れた。しかし、後継者はすぐに任命された

ため、この人員不足からくる損失は最小限に留まった。 
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3.3.8 管理費用と試験的な費用と活動 

ベトナム側のプロジェクトに対するコミットメントは大きいが、それはプロジェクト

に対する財政的な貢献の形では十分に具体化されてはいない。出資総額は日本側の出

資額の 1.8％で、目標としている 3％には満たなかった。 
 

3.4 インパクト 
プロジェクトの介入はゲアン省における女性のリプロダクティブヘルスの改善に貢献

していることが明らかになった。これは避妊普及率の増加だけでなく、妊産婦死亡率、

妊娠合併症発生件数、乳児死亡率および吸引法による初期中絶を含む妊娠中絶件数の

減少という面にも反映されている。施設改修、設備機材供与とロジスティックスの改

善、保健サービス提供者の再教育など、プロジェクトの主要構成要素はサービス提供

側だけでなく、施設利用者の間にも知識や意識の向上を促し、行動に顕著な変容が見

られた。プロジェクトは他省の RH 事業の実施に対して非常に良い模範例となってい

る。このプロジェクトの経験は国家リプロダクティブヘルス・ケア戦略(2001-2010)
の策定にも貢献している。 
 
上記に加えて、プロジェクトは以下の面でも貢献した： 
 
(a) MCH/FP センターは業務費を投下して、待合場所への日よけやベンチの設置、

広々したカウンセリング・スペース、および掲示板を使ってその事業内容の透明

性を向上させるなど、クライアントの立場に立って、利用しやすいよう施設を改

良した。 
(b) RH 問題に関する社会的動員を促進するために、主要な組織を巻き込むことによ

って、参加した組織が保健問題の「社会化」を具体化する方法について認識する

ようになり、活動に弾みがついた。特に、女性連合の果たした役割が大きい。 
(c) ゲアン省でプロジェクト専門家の手によって開発された HMIS ソフトウエア

（MCH/FP ソフトウエア）の実用性は中央の保健省の RH 局でも認められてい

る。保健省はこれを他の省でも導入する計画である。 
(d) 郡のRTI調査やMCH/FPセンターにおけるRTI治療サービスに従事したことで

検査部門の地位が高まった。 
(e) カウンターパートの中には、日本人専門家との仕事上の接触を通して、所属組織

内に仕事に対する姿勢の変化が見られるようになったことを指摘するものもあ

る。 
 
大きな負のインパクトは見られなかった。HMIS スタッフに関して、いく人か配置転

換が必要となったものがあり、その当事者と、それを説得しなければならなかったス

タッフにいくぶんわだかまりが生じたことはありうる。 
 
インパクトを高めた要因と考えられるものは、1)省・郡・コミューンの運営委員会活

動の重要性を早くから認識し、継続的に関わってきたリーダーたちの政治的コミット

メント、2)ゲアン省での経験を中央の保健省およびドナーに伝えたプロジェクト側の
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努力、および 3)プロジェクトの方法と内容の妥当性である。 
 
プロジェクトのインパクトを阻害した要因には、1)地域住民の教育レベルの低さ、2)
男児偏重などに見られる根強い伝統的信念、および 3)家族計画の推進や妊娠中絶の権

利の保証と対立するいくつかの宗教的価値観がある。 
 

3.5 自立発展性 
プロジェクトの自立発展性は総合的に見て非常に高い。過去５年間に、スタッフの多

く、特に MCH/FP センターのスタッフは、技術的専門性を高め、さらに重要なことと

して、受益者のために働くという使命感を高める動機づけを得て、組織としての能力

をより高めた。また、草の根レベルに見られる高いオーナーシップもプロジェクト活

動の自立発展を進めている。プロジェクト運営委員会の継続とリプロダクティブヘル

スの領域の活動のために、地域の政治的、社会的指導者のコミットメントも表明され

ている。今後、プロジェクトが生み出した成果に対してだけでなく、将来に関わる活

動を自立的に発展させるためにも、リプロダクティブヘルス関連の基本的な活動に対

して財源の確保が期待される。 
 

3.5.1 組織的観点 
4 つの組織（人民委員会、MCH/FP センターを含む郡保健サービス、女性連合、なら

びに、人口家族子ども委員会）によるセクター間の連携を可能とするプロジェクト運

営管理システムは有効に機能している。合同委員会と運営委員会は実際、プロジェク

トの推進力であり、意思決定機関としてその能力を発揮してきた。各組織の長はこの

ような連携が自分たちの目標を達成するための効果的な手段であると認識しており、

将来にわたって一つのチームとして継続させる意志を示している。 
 
 

3.5.2 技術的観点 
組織的な能力を持続させ、さらに高める可能性は非常に高い。その根拠の一つはプロ

ジェクトが人材養成活動に力点を置いていることにある。とりわけ、知識/技術の移転

とそれらを活用するレベルと奥行きは深く、これは、新しいアイデアや方法を採用し

たいというカウンターパートの熱意によるところが大きい。集計ソフトウエアのメン

テナンスに関しては、HMIS 担当スタッフに一層の技術的改善が求められる。 
 
郡のモニタリング・チームと MCH/FP センタースタッフは支援的なモニタリング活動

の外に、リフレッシャー研修によって継続的に能力を強化してゆく重要性を認識した。 
 
自立発展性の推進に寄与した要因には次のものがある。 
 
(a) RH 関連情報を受け取った時点で、その内容に関する行動計画を内在化している

主要な政治的･社会的組織を参画させること 
(b) 定期的に支援的モニタリングを行うことによって改善を継続させる仕組みであ

る「サイクルマネジメント」は、医療職の技術水準を維持し、習得した技能と技
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術が確実に活用されるようにする 
(c) MCH/FP センターの能力の発展 
(d) より良質の RH サービスを提供するために既存の制度・体制を改善する実際的な

アプローチ 
(e) 地域指導者と MCH/FP センターの献身的な関与 
 
自立発展性のレベルを制限することになった要因は、研修やモニタリング活動に対す

る予算確保の難しさと、より多くの医療従事者の態度を、意欲の高い行動指向的なも

のに変える難しさがある。 
 

3.5.3 財政的観点 
財源は限られているが、ゲアン省およびベトナム全域において、RH の向上を目指す

活動の推進は優先事項の一つと考えられている。それに伴い、活動を継続させるため

に適切な財源が動員されることが期待される。     
 
V．結論 
プロジェクトの総合的な実績は優れたものである。地理的･経済的な環境の難しさと財

源上の制限を考えると、6 つのプロジェクト成果の達成水準、とりわけ、安全で清潔

な分娩、モニタリング、妊娠中絶件数の減少、生殖器系感染症(RTI)治療、IEC 活動お

よび保健管理情報システム(HMIS)の改善については賞賛に値する。 
 
プロジェクトはリプロダクティブヘルス活動を拡大・継続させるためにゲアン省の全

セクターから、これまでに例のないような政治的コミットメントを引き出し、RH 向

上のための他省の実用モデルともなっている。ゲアン省における女性のためのリプロ

ダクティブヘルス・サービスの改善を進めるために、多様な、特に草の根レベルの住

民組織や個人の参加を促した。合同評価チームは、ゲアン省 JICA・RH プロジェクト

は、RH サービスの向上にのみならず、ベトナムの社会・経済的発展に対しても非常

に効果的なモデルであると認める。日本におけるカウンターパートの研修と長期･短期

の日本人専門家との協力の結果取り入れられ、プロジェクトに採用された運営管理シ

ステムとさまざまな実践は MCH/FP センターの運営管理の改善に寄与しただけでな

く、ベトナム全体の他の MCH/FP センターおよびゲアン省の他部局のための有益なモ

デルともなった。このプロジェクトは決められた期間内に設定された当初の目標を上

回る成果を上げた。合同評価チームはプロジェクトから得た経験がベトナムとゲアン

省におけるリプロダクティブヘルス事業のためになお一層活用されるべきであると確

信する。 
 
合同評価チームはゲアン省におけるリプロダクティブヘルス事業が解決すべき一つの

重要な問題は、山岳部にも、他の地域にもたらすことのできた便益と同等のものを提

供するためにさらに努力することであると指摘する。 
 
合同評価チームはリプロダクティブヘルスの概念は多くの相互依存関係にある構成要

素を包含していることを再確認する。したがって、女性の健康を守るために望ましい
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効果を生み出すには産前ケア、避妊法、および RTI 治療などの要素を統合する必要が

あり、その一つが、妊娠中絶発生率の低減である。ゲアン省の強力な政治的コミット

メントを得て、プロジェクトはさまざまな成果（アウトプット）の融合を進め、良い

結果を生み出している。 
 
ゲアン省の経験を他省と共有するために、合同評価チームは「コミュニティを基盤に

した RH 推進を普及させるための能力構築プロジェクト」を支援し、ベトナム人の RH
を一層向上させるためにはリプロダクティブヘルス・ケア・センターが有益であると

いうことを再確認する。合同評価チームはまた、このセンターがベトナムとその近隣

諸国との間の南南協力、特にリプロダクティブヘルスに関する人材開発の面での協力

を進めるために役割を果たすと確信する。 
 
合同評価チームはまた、プロジェクトを通して培われたベトナムと日本の間の純粋で

強固な相互信頼は最も重要な効果の一つであると評価する。 
 
VI. 提言と教訓 
 
１．提 言 
プロジェクトの実施が高い成功を収め、有意義な結果を生んだことを認め、合同評価

チームは、ゲアン省さらにはベトナム全体のリプロダクティブヘルス事業が将来の進

展のために行うべき以下の提言を行う。 
 

1.1 プロジェクトに対する提言 
1.1.1 安全で衛生的な分娩 

(a) 郡運営委員会(DSC)とコミューン運営委員会(CSC)は保健所で行われるすべての

分娩が安全で衛生的なものであることを保証するべきであり、そのためには訓練

された保健スタッフを効果的に配置し、必要な施設･設備を適正に整備する必要

がある。 
(b) DSC と CSC は訓練された保健スタッフ（ハムレット保健ワーカー、助産スタッ

フ）に対し、継続的に財政上、技術上の支援を行う必要がある。とりわけ山岳･

遠隔地域において、全ての自宅分娩が確実に、安全で衛生的に行われるために支

援的なモニタリングとリフレッシャーコース実施に対する支援が必要である。 
(c) DSC と CSC は、MCH/FP センターの指導と助言の下に、保健スタッフに必要

な支援を提供し、産後ケアの向上のために彼らが少なくとも 2 回の家庭訪問を行

うことができるようにすべきである。 
(d) DSC と CSC は、女性連合その他の社会組織を通じて、女性のリプロダクティブ

ヘルスのためにより多くの男性が参加できるようにすべきである。 
(e) 将来は、省の保健局は保健省が公布した決定第 385 号に従って CHC に対しリプ

ロダクティブヘルス・サービスを実施できるように指導・整備すべきである。 
 

1.1.2 モニタリング 
(a) MCH/FP センターは適切なフィードバックをするためのモニタリング目標と技能
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に関する研修を継続する必要がある。 
(b) 郡とコミューンの運営委員会は関係するモニタリング・チームのメンバーがより効

果的に参加できるよう措置をとるべきである。 
(c) 郡とコミューンの運営委員会はモニタリング活動に対し十分な財政的･技術的な支

援を保障すべきである。 
(d) 郡運営委員会はモニタリング活動を補うために毎月および四半期毎の会合を利用

することを検討すべきである。 
(e) MCH/FP センターはモニタリング活動を支援するために HMIS データとその分析

をより広範囲に活用する必要がある。 
 
1.1.3 妊娠中絶件数の削減 
(a) 省・郡・コミューンの運営委員会およびその他の関係社会組織は女性のリプロダ

クティブヘルスを向上させるために、避妊の受容と中絶件数の低減との間の緊密

な関連性を再確認する必要がある。 
(b) MCH/FP センターは、保健スタッフが出産前・出産後サービスや RTI サービス

を含む全ての RH ケア・サービスの場で、クライアントに対して家族計画と中絶

に関するカウンセリングを提供できるように再教育の内容を改善すべきである。 
(c)  保健スタッフと家族計画コラボレーター(ボランティア)はカウンセリングの際

に中絶のリスクを過度に強調するよりは、予期しないあるいは望まない妊娠を避

けるための近代的な避妊手段の利点を強調すべきである。 
(d)  省・郡・コミューンの運営委員会およびその他の関係社会組織は思春期の青少

年の RH 問題に対してより深く注意を払い、彼らに対する適切なプログラムを開

発するべきである。 
 
1.1.4 RTI(生殖器系感染症)の診断と治療 

（a） MCH/FP センターは省立病院や Tu Du 病院のような他の保健機関による技術

的な助言を受けながら、センターと DHC による質の高い RTI サービスの提供

を続ける必要がある。 
（b） 省・郡・コミューンの運営委員会は RTI の予防に関する保健教育を強化する必

要がある。 
 

1.1.5 IEC 活動 
（a) 女性連合およびその他の社会組織はいつ、どこで、家族計画を含む良質のリプ

ロダクティブヘルス・サービスが受けられるか、そのようなサービスをどのよう

にして受けるか、に関する情報を常にはっきりわかるようにしておく必要がある。 
（b) 山岳部においては、郡とコミューンの運営委員会およびその他の社会組織はそ

の地域の伝統的な行事を住民のための RH 教育やサービスを提供するために利用

すべきである。 
（c) MCH/FP センターは省の女性連合と省の人口家族子ども委員会の協力を得て、

CHC スタッフ、女性連合メンバー、家族計画コラボレーターおよびハムレット保

健ワーカーなどコミューンとハムレット・レベルの関係スタッフを対象にして、

リプロダクティブヘルスに関する彼らの IEC活動を向上させるための訓練を継続
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して支援すべきである。 
（d) MCH/FP センターは女性のリプロダクティブヘルスを向上させるための IEC

活動の内容を点検し、改善すべきである。 
 

1.1.6 HMIS 管理 
（a)  MCH/FP センターは省の保健局と DHC の協力の下に、郡およびコミューンレ

ベルで追加的な研修を行い、HMIS データ（総合的保健統計報告ソフトウエアと

MCH/FP 統計報告ソフトウエア）の質を確保すべきである。 
（b) MCH/FP センターは、特に CHC レベルにおいて、HMIS とリプロダクティブ

ヘルス・ケア・サービスのモニタリングとの間により緊密な関連性をもたせるよ

うにすべきである。例えば、MCH/FP センターと DHC がデータの分析結果を

CHC に提供して RH サービスを強化することもできる。 
 

1.2 他省との経験の共有に関する提言 
(a) ゲアン省におけるプロジェクトで得られた実質的成果に照らして、合同評価チーム

は、リプロダクティブヘルス・ケア・センターを国家モデルとして建設し、プロジ

ェクト終了後もその活動を継続させ、プロジェクトの経験を他省にも広げることは

有益である、という中間評価調査団(2003 年 8 月 29 日)の認識を再確認する。 
(b) 次期 3 年間の技術援助プロジェクトに関して、関係実施機関が確実にその円滑か

つ効果的な実施を行うよう勧告する。 
(c) 政府関係部局に対して、MCH/FP 統計報告ソフトウエアの利用を早期に実現させ

るよう勧告する。 
(d) 省運営委員会は、主要な訓練マニュアルと IEC 資料を収集して保管し、ユーザー

が利用しやすいフォーマットの形にして保存しておくことによって、組織として蓄

積した経験を将来利用できるようにしておく必要がある。 
 
２．教 訓 

合同評価チームは、以下の事柄は将来、他の同様のプロジェクトの参考になると考え

る。 
 
(a) プロジェクト実施当初からカウンターパートにプロジェクトに対する高いオー

ナーシップがあったために、プロジェクトの将来における持続と一層の発展が助

長された。 
(b) 省、郡およびコミューンのレベルで、主要な組織を巻き込んだ運営委員会という

有効な運営管理組織を設立したことで、政治的なコミットメントを実際の行動に

具体化させることが可能になった。 
(c) プロジェクトが外部による客観的な評価を採用・実施したことにより、プロジェ

クトの介入の妥当性が確保され、それによって、成果も実質的なものになった。

ポピュレーション・カウンシルが行った第三者機関による評価はプロジェクト活

動の見直しのために実際的で信頼性の高い情報を提供した。また、プロジェクト

は外部モニタリング活動と内部で継続的に行っている実績評価とを統合して、運

営に関する 4 回の調査を行ったが、そのすべては活動のより良い計画策定に有効
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に活用された。 
(d) IEC とリプロダクティブヘルス・サービスの連携を高めることによって、より好

ましい方向の行動変容が見られた。 
(e) 「クリティカル・マス（必要最小限）」の専門家の投入、すなわち目標達成のた

めの十分な量の人材を最も適切な時期に投入したことは、プロジェクトに顕著な

効果をもたらすことにつながった。 
(f) ニーズに基づく、体系的な日本におけるカウンターパート研修事業は知識･技能

を効果的に伝達しただけでなく、ベトナム帰国後の活動の中に形を変えて取り入

れられており、役立っている。また、参加者の間のチームワーク形成にも貢献し

ている。 
(g) 「即応力（レディネス）」あるいは「パッケージ」アプローチによって、資機材

の供与、施設改善および保健スタッフの再教育という 3 つの本質的な構成要素が

効果的に機能した。施設の改善は、保健サービスの提供者の技能の改善とあいま

って、リプロダクティブヘルス・サービスの利用者を惹きつけるのに大いに効果

を上げている。それによって施設利用者の間にサービスならびにサービス提供者

に対する安心感と信頼感を生み、CHC レベルでの施設分娩の普及を推進する。

このアプローチは技術協力プロジェクトと草の根プロジェクト援助を相補的に

協働させることで効果を高めることができた。 
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ベトナム・ゲアン省 

JICA リプロダクティブヘルス・プロジェクト・フェーズ II 
2000 年 9 月～2005 年 8 月 

総括 
（2005 年 6 月現在） 

 

～ 現場からの報告 ～ 

 

 上位目標： ゲアン省の出産可能年齢の女性の RH が向上する 

 プロジェクト目標： ゲアン省の RH サービスが向上する 
 

Ⅰ．背景 

JICA リプロダクティブヘルス（RH）・プロジェクト・フェーズ II（2000 年 9 月～2005 年 8
月）は、RH プロジェクト・フェーズ I（1997 年 6 月～2000 年 5 月）の成果と課題を踏まえ

て開始された。フェーズ I では、ゲアン省の 8 郡を対象に、コミューンでの安全で清潔なお

産ができる環境づくりに焦点をあて、産前ケアの充実、施設の改善、助産技術の向上を柱と

していた。フェーズⅡでは対象地域をゲアン省全域に拡大しフェーズ I の方針を継承しつつ、

新たな課題に対処するため、RH サービスの質の向上にも目を向けた。フェーズⅠの活動に加

え、産後ケア、生殖器系感染症予防、中絶軽減、保健管理情報システム整備などの活動も加

えられた。 
 
ゲアン省は、1 市、１町、1７郡、469 コミューン、人口約 300 万人からなる、ベトナムで 2
番目に大きい面積と 4 番目に多い人口を有する省であり、経済状態は全国 64 省（5 直轄市、

59 省）で下方から４分の１よりやや上程度に位置する貧困地域である。省内の 3 分の２が山

岳地域、3 分の１が平地と海岸地域である。河川も多く、船が移動手段のひとつとなっている。 
 
プロジェクト・フェーズ I 開始当時のゲアン省の保健指標は、全般に全国の水準以下であり、

コミューンヘルスセンター（CHC）で働く助産スタッフは十分な専門的教育を受けていない

初級助産師が圧倒的に多く、また山岳地域においては、助産スタッフが配置されていないCHC
も少なくなかった。CHC の施設は老朽化が進み、最低限の医療器材もなく、多くの保健スタ

ッフは学校卒業後の再教育を受ける機会がないため知識・技術のレベルは低く、従ってコミ

ューンでの保健サービスの質は非常に低かった。 
 
地理的条件が著しく厳しく移動が困難で、極度に貧困な一部山岳地域では自宅分娩率が 100％
という地域もあったが、ベトナム政府が CHC をはじめとする施設分娩を奨励するなかで、ゲ

アン省の平野部や貧困レベルの比較的緩やかな地域では、CHC での分娩率が 40％～80％に

上っていた。従って、不十分な妊産婦ケアの改善、特に妊産婦健診と指導を向上すること、

母子の生命に関わる出産のリスクを未然に予防して、安心して子どもを産むことができる安

全で清潔なお産の環境を整えることが急務であった。ゲアン省指導者も、RH 向上のニーズの

高さを認識し、プロジェクトへの強いコミットメントを示していた。その政治的なコミット

メントの強さは、フェーズ I の開始から 8 年を経過し、当時の指導者がすべての交替した現

在も揺るぎがない。 
 

Ⅱ．「人間の安全保障」の視点にたったプロジェクト 
 
プロジェクト運営組織： 
省、郡、コミューンレベルに 4 機関（人民委員会、保健センター、女性連合、人口家族子ど

も委員会）の代表が参加するプロジェクト運営委員会を設置し、各地域のプロジェクト活動

６．JICA リプロダクティブヘルスプロジェクトフェーズ２総括（2005 年６月現在）
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の運営・実施の責任を担っている。RH プロジェクトでは、省・19 郡・469 コミューンの運

営員会メンバー全員(総勢約 2,000 人)をカウンターパート、すなわち活動の主体的な担い手と

意識して活動を推進してきた。さらに、運営員会メンバーとの連携を強化することで、4 機関

以外の重要な政府組織や大衆組織の指導者層からも、プロジェクトへの幅広い支持を得て、

男性指導者の巻き込みも推進してきた。 
 
RH を含む地域保健の向上には、住民の意識の変化や地域全体の保健環境の改善が求められ、

そのためには保健セクターと他の組織の連携･協力が必要とされる。プロジェクトを通して、

行政、保健セクター、人口家族計画分野の専門機関、住民の代表がひとつの目標を目指して

活動し、経験を共有してきた。プロジェクトの活動を担ってきた組織は、今後も、地域が一

体となって持続的な発展を実現する基礎となることが期待できる。 
 
コミューンレベルを対象としたプロジェクト： 
RH プロジェクトは、コミューンレベルに重点を置いた活動を推進し、人材養成、機材供与、

施設改善などプロジェクト活動資金の 70％以上がコミューンレベルの活動に使われた。プロ

ジェクトの直接の裨益者は、村（コミューン）で生活を営む人々、女性とその子ども・家族

であり、裨益者に最も近いコミューンヘルスセンターでのRHサービスを向上させる支援は、

もっとも必要としている人々に確実に届いている。 
 
人材養成 ～ 人づくりのプロジェクト： 
プロジェクトでは、既存の組織で活動する人材の側面的支援が重要であると考えた。保健省

は、省・郡・コミューン各レベルの保健医療施設の機能と、保健医療従事者の役割・責任分

野等を規定しているが、各レベルにおいて期待されている機能を果たすための能力・知識・

技術不足が大きな課題である。従って、本来業務の質を向上させるため、能力強化を目的と

した研修・ワークショップ・セミナーや知識・情報の普及活動を、各レベルで数多く実施し

てきた。CHC のサービス向上・維持を目的とした助産スタッフ再教育やモニタリング手法研

修、地域住民への保健教育推進のための IEC 技術研修、カウンターパートの運営管理能力の

向上を目指した参加側計画立案ワークショップ、超音波診断、RTI 検査などの専門技術研修、

保健管理情報システム推進のためのコンピュータ操作やソフトウエア活用の研修などである。

プロジェクトの様々な人づくりの活動に直接参加した延べ人数は、5 年間で約 4 万人を超えて

いる。 
 

Ⅲ．プロジェクトの特徴 
 
ベトナム国家 RH ケア戦略推進の実践モデル： 
政府の保健政策に沿い、国家 RHC10 年戦略(2001～2010)に沿った活動を推進することで、政

府の政策・戦略の実施をサポートし、経験を蓄積し、現場の Evidence を保健省に上げること

を目指してきた。保健省 RH 局は、RH プロジェクトの運営組織において、アドバイザーとし

ての地位を保持している。コミューンレベルを重視したプロジェクトの活動と成果は、保健

省、計画投資省からも支持され、プロジェクト終了後も RH 推進モデルとして期待されてい

る。 
 
生かされる日本の経験： 
四十数年前の日本の保健指標を見ると、当時の状況がベトナムの現状に良く似ていることが

わかる。日本は、途上国から発展したプロセスを、生きた経験として持つ唯一の先進国とし

て、ベトナムに伝えるものは多い。ゲアン省女性連合を中心としてモデル活動が推進されて

いる愛育班活動は、戦後日本の母子保健の向上に大きな役割を果たした経験のひとつの事例

である。プロジェクトでは、愛育班をモデルとした活動を３ヶ所のコミューンで推進してき

たが、2005 年 5 月に女性連合自身の手によって、他のコミューンに拡大され、愛育班員の研

修が開始されたとのことである。プロジェクトでは、多岐にわたる専門分野の日本人専門家

が派遣され、さまざまな角度から技術支援を行い複合的にRHサービスの向上を図ってきた。
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また、カウンターパート研修は、日本の経験を直接学ぶだけでなく、長期・短期専門家の活

動の意義が一層理解され、持続的な活動への原動力となっている。 
 
日本の NGO との連携・協力： 
草の根レベルを重視し、地域住民を担い手とする活動の推進に経験豊かな NGO と、国家レベ

ルで国づくりを支援しベトナム政府からの信頼も厚い JICA が連携したことで、面積・人口

ともに大きく、地理的・民族的にも多様なゲアン省全域を対象とする規模のプロジェクトに

おいて、草の根で住民を巻き込む活動を省内のすべての 469 コミューンで展開することが可

能になった。RH プロジェクト活動推進の主要機関を保健セクターに限らず、地域社会に張り

巡らされたネットワークを持つ女性連合の役割を重視し、関係機関の連携の維持強化を継続

的に行った。 
 
様々な連携： 
ゲアン省の郡レベルヘルスセンターには、2001 年以降、通算 7 人の青年海外協力隊（JOCV）

の助産師隊員、ゲアン省保健局に 2 名のシステムエンジニアが派遣され、RH プロジェクトと

の連携を行ってきた。セミナーワークショップ・トレーニングなどプロジェクトの活動への

JOCV の参加、プロジェクト専門家との定期的な情報交換などを通して、双方の活動にとっ

て相乗効果をもたらすことができた。ヴィン市内にプロジェクトオフィスが設置され、専門

家が住居を構えていることで、ゲアン省の郡レベルに派遣された隊員同士も集まりやすい環

境が作られていたと考えられる。 
 
プロジェクトでは、CHC の施設改善（トイレ・シャワールームの建設）のために草の根無償

資金協力による支援を申請し、現時点で 5 郡 88 コミューンの CHC において、最後の建設が

進行中である。 
 
他の援助機関との連携や連絡を密に行い、支援の重複や競合がないように常に注意を払う努

力がされてきた。 
 
 

Ⅳ．プロジェクトの活動・成果と評価 

 

RH サービスの向上を目標としてゲアン省内で実施された人材養成の活動（技術研修、セミ

ナー、ワークショップ）への投入の比率を行政レベル別に見ると、コミューンレベル 76％、

郡レベル 19％、省レベルが 5％となる。機材供与等も含めた投入全体では、コミューンレベ

ルへの投入は 70％強、郡レベル 20％弱、省レベルが 10％となっており、コミューンレベル

に重点が置かれたことが数値からも読み取れる。しかし、同時に、プロジェクトの多岐にわ

たる活動は、互いに関連しあって相乗効果を上げるように計画され実施されてきた。複数の

関連機関が連携してひとつの活動に関わり、省・郡・コミューンレベルの運営委員会が協同

して実施された活動が多い。 
 
プロジェクトでは、RH サービス提供者である助産スタッフの知識・技術を向上するための

研修を実施すると同時に、RH サービスを受ける当事者の女性への保健教育推進と、女性の

周囲にいて支える夫や家族、RH 分野の推進に社会的・政治的なコミットメントを行う指導

者に対する啓蒙・啓発の活動を、草の根にネットワークを張る大衆組織との連携で展開した。

CHC サービスのモニタリングも、保健セクターに加えて、地域の組織を実施責任者として参

加することを推進した。保健管理情報システムの整備は、コンピュータソフトの導入による

データの正確性を向上させることの意義、すなわち、情報やデータを RH サービスの向上の

ために管理分析し活用することが重要であることを関係者が理解することを大きな課題とし

た。正確性を増したデータは、コミューン・郡の保健スタッフの研修・リフレッシャーコー

スの計画づくりに活用されるようになってきている。 
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DHC および MCH/FP センターでのコンピュータソフトの導入は、現場の状況(統計データに

関する知識、コンピュータ操作に関する知識・技術など)を把握した上で、現実的で確実な実

施計画が検討され実施された。基礎から研修段階を踏み、さらに柔軟性をもったフォローア

ップを行うことで、着実な知識・技術の定着を目指した。現実的な方法を取ることは、遠回

りに見えることもあるが、それは現状に妥協することではない。次のステップアップにつな

げるために、ひとつひとつの段階を確実に固めることが、いかに重要であるかをプロジェク

トが示したと自負している。コミューンレベルへのコンピュータ導入が必要であるとの声も

聞かれるが、それは、少なくとも今現在においては、現場の状況を無視した無謀な意見であ

る。 
 
現場の状況を把握し、常に変化する現場や人に対応しながらカウンターパートとのパートナ

ーシップによって活動を推進する姿勢は、プロジェクト全体に貫かれてきた。こうした姿勢

は、成果の達成に大きく寄与している。 
 
ゲアン省内のプロジェクト地域を対象に、多くの調査も実施された。RH の現状とニーズ、

大衆組織調査、中絶の現状調査、CHC 活動調査、キン族の産俗風習に関する調査、山岳民族

の妊娠・出産慣習調査、生殖器感染症調査、が主なものである。活動推進に役立てるために、

調査の結果は、活動計画策定や方向性の確認、実施のために活用された。 
 
プロジェクト開始当初から、プロジェクトの成果を客観的に評価することが計画され、実施

機関の 5 年間に、外部国際機関のポピュレーションカウンシルに委託して、3 回の現状調査

（Situation Analysis）が実施された。2001 年 5 月に省全域の 19 郡の DHC、CHC 計 137
ヶ所を対象にベースラインサーベイ、2003 年４月に 4 郡で実施されたが中間アセスメント、

2005 年 3 月に、全 19 郡 77 ヶ所の DHC、CHC を対象にプロジェクト評価へ向けた終了時

アセスメントである。終了時アセスメントの報告書では、ゲアン省内での RH サービスの現

状について、量的・質的な変化を 2001 年の結果と比較すると同時に JICA の評価 5 項目の

うち、妥当性、有効性、効率性、持続性についての分析がされた。 
 
終了時アセスントの報告書は現在作成中であるが、暫定的な報告書の中で、プロジェクトが

期待された成果を上げたことが報告された。 
 

コミューンレベルの清潔で安全な出産を実現するための基本的な条件は、2001 年当時と
比較して向上した。基本的な機材も揃い、妊産婦健診回数が増え、早期健診も進んでい
る。健診には母親手帳（HBMR）の活用率も向上した。カウンセリングの内容にも注意
が払われるようになっている。 
モニタリングについても、CHC での RH サービスの向上を支援するという目的が大変良
く理解され、保健セクターに人民委員会、女性連合、人口家族子ども委員会が参加する
ことによって、CHC の問題点の解決につながっている。モニタリング実施者、CHC 共
に、モニタリングは CHC のサービスの改善のみならず、実施者側の能力向上にも役立
っていると認識している。 
ほぼすべての保健・医療機関で避妊方法が手に入るようになっており、中絶件数の減少
が見られた。様々な手法を取り入れた地域での保健教育活動も、男性を含む参加者から
支持されて、知識・情報の普及に効果を上げている。MCH/FP センター、郡ヘルスセン
ターで生殖器系感染症（RTI）の検査技術の向上が見られた。 
地域での保健教育・IEC 活動は、保健センター、女性連合、FP コラボレーター、ハムレ
ットヘルスワーカーのネットワークを活用して実施されている。ロールプレイ、コンテ
ストなど多様なメディアが活用され、住民に理解されやすく魅力的なものになっている。 
コンピュータ集計ソフトの導入によって、DHC でのデータの集計･報告書作成の作業が
効率化され、郡レベルでのより早く、より正確な報告がされるようになった。 
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報告書によれば、プロジェクトは、ベトナム国家 RH ケア戦略に沿っており、その運営組織、

アプローチ、投入において、妥当である。プロジェクトによる投入は、サービスの質を向上

させるために基本的な要素を揃えており、地域における女性の RH 向上を促進するために有

効であった。プロジェクトの活動は、RH サービス向上のニーズに応える内容を抱合したア

プローチ（パッケージアプローチ）など成果の達成に適切であり、効率的であった。地域の

指導者のプロジェクトに対するコミットメントは高く、女性の RH サース向上によって得ら

れる恩恵を理解しており、プロジェクトの成果の維持と継続に意欲的である。 
 

Ⅴ．プロジェクトのインパクト 
 
ゲアン省 MCH/FP（RHC）センターの成長 ～ ベトナム RH 推進の発信地として 
MCH/FP センターは、ゲアン省の RH 分野のサービスの向上の責任を担う機関として、郡・

コミューンレベルの指導的立場にある。センターには、RH プロジェクト推進の実質的な事

務局である省運営委員会が設置され、コミューンでの RH サービス向上にかかわるプロジェ

クトのほぼすべての活動の運営を行ってきた。プロジェクトの活動の焦点はコミューンに置

かれたが、同時にコミューンの RH サービスを指導監督する機関である MCH/FP センターの

能力向上が求められた。CHC スタッフの再教育実施、CHC 活動のモニタリング、各種人材

養成研修・セミナー等の計画立案・実施、など、JICA 専門家の技術指導を受けながらプロジ

ェクトの活動を運営管理することで、着実な能力の向上が見られた。プロジェクト実施の前

半においては、こうした CHC に対する支援活動を実施し経験を積むことによって、センタ

ーのスタッフは、地道に力をつけていった。 
 
その MCH/FP センターがそれまで蓄えた力を放出するかのように、フェーズⅡの半ばから飛

躍的な発展をはじめた。例えば、生殖器系感染症（RTI）の実態調査が実施され、調査に必

要な検査技術、診断技術、調査技術の研修を MCH/FP センターのスタッフを中心に行ったこ

とで、検査室の技術が向上してセンター内の地位も明らかに向上し、医師との連携も良くな

った。検査項目が増え、感染症対策にも積極的に乗り出し、郡への指導も行うようになるな

ど、プロジェクトが予想しなかった展開である。 
 
MCH/FP センター内でのクライアントフレンドリーサービスの推進についても、プロジェク

トの予想をはるかに超えている。クライアントが心地よく質の良いサービスを受けられるセ

ンターを目指すという目標が徹底され、すべてのスタッフが実践しようと努力している。セ

ンター内の施設の改善、改修、待ち時間を短縮する工夫、丁寧な説明、スタッフの態度の改

善、フリースタイル出産の導入、両親学級での沐浴指導、センタースタッフの研修等々、長

期専門家も目を見張る変化が起きている。 
 
ベトナムでは、研修の講師などは従来医師の役割とされているが、MCH/FP センターの助産

師、補助医師のほとんどがプロジェクトの活動に関わり、CHC 再教育の講義を担当するよう

にもなっている。女性連合と協力して実施する RH 知識普及の IEC 活動でも、大勢の聴衆を

前に、その興味を逸らさず講義できるセンタースタッフが増えた。 
 
こうしたセンターの目覚しい能力向上には、日本でのカウンターパート研修の成果も大きい。

研修参加者が組織の中で少数派である場合、研修成果を発揮することは難しいが、ひとつの

組織（MCH/FP センター）から多くの研修参加者（指導者レベルから実務者まで）を出すこ

とによって、経験と学びが組織に蓄積され、日本の経験の応用が可能になった。研修の成果

が制度化され、組織的に共有されることで、サービス提供者の意識改革・行動変容に繋がっ

た。 

 

MCH/FP センターに妊産婦健診数や産婦人科健診に訪れるクライアントの数も急速に増え

た。プロジェクト開始当初のセンターの状況を知る人は、現在のセンターのスタッフが忙し

く、生き生きと仕事をする様子に例外なく驚きを隠さない。ベトナム全国でも、正常分娩の
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介助サービスをはじめ、妊産婦健診、各種検査、両親学級、CHC の再教育・モニタリング、

ホットラインによる思春期相談を含む RH 相談など、幅広い RH サービスを提供するセンタ

ーは少ない。中北部地域６省では、ゲアン省の MCH/FP センターだけである。 
 
ゲアン省の MCH/FP センターは、地域での RH サービス推進のための DHC や CHC への指

導能力においても、センターがクライアントに直接提供するサービスにおいても、RH 推進

ノウハウをゲアン省の枠を超えて発信するセンターとして相応しい成長を遂げたと言えよう。 
 
蓄積された経験の普及 
ゲアン省で蓄積された RH サービスの推進の経験は、ゲアン省内のみに留まることなく、他

省に普及されることが期待されている。プロジェクトの活動で得られた経験と成果は、これ

までに以下のセミナーを実施して近隣の他省と交流を通して普及が図られた。 
 
1) RH 経験普及セミナー 2002 年 8 月 北部 30 省の MCH/FP センター代表 
2) HMIS 集計ソフト普及経験交流セミナー 2004 年 3 月 近隣 14 省保健局 
3) IEC 活動推進経験普及セミナー 2005 年 4 月 近隣 11 省の女性連合、保健局、MCH/FP

センター。 
 
上記セミナー参加者からは、ゲアン省で実施された活動を評価し、自分たちも実践してみた

いという声が多くよせられた。 
 
現在、プロジェクト終了後に、保健省リプロダクティブ（RH）局の支持を得て、CHC 再教

育・モニタリング、女性連合との連携による IEC 活動の推進、クライアントフレンドリーサ

ービスなどの実施ノウハウを、他省に普及する現地国内研修を主としたフォローアッププロ

ジェクトを具体化するための計画を策定中である。また、保健省 RH 局は、プロジェクトで

開発しゲアン省で導入して DHC と MCH/FP センターのデータ処理能力を向上させる成果

を上げた MCH/FP データコンピュータ集計ソフトを、ベトナム全国全省で導入することを決

定した。ベトナム中央女性連合は、ゲアン省女性連合が実施してきた IEC 教材の有効な活用

技術を他省の女性連合に普及したいという希望を表している。 
 
 

Ⅵ．国家リプロダクティブヘルスケア 10 年戦略の実践 

国家 RHC10 年戦略（2001～2010）では、10 年を２期に分け、前半の 2001～2005 年に８分

野の活動計画を策定している。ゲアン省の RH プロジェクトでは、この 8 分野の推進に貢献

する活動が実践されてきた。 
 
活動 1 IEC・アドボカシー活動の継続、現行のサービスの提供、RH ケア推進に有利な環境

づくり 
 

RH プロジェクトでは、RHC 推進にとって望ましい支援的な環境作りを実施し

てきた。省・郡・コミューンの行政指導者をはじめとする地域保健活動推進の中

核となる複数組織の代表をプロジェクト運営委員会メンバーに擁して、オリエン

テーション、連携強化等のワークショップを定期的に開催し、プロジェクト活動

への理解と支持を維持し、活動推進の主体者としての意識を育ててきた。女性連

合のネットワークによって、ゲアン省全域のハムレットレベルのメンバーにもメ

ッセージを届ける IEC ワークショップを開催、同時に、男性指導者の巻き込み

と RH 推進への指示を得るために、運営委員会参加機関を通して、共産党、農民

連合、祖国人民戦線等も対象に IEC 活動を実施し、広く認知を得た。指導者対

象のアドボカシーセミナー、マスメディアセミナー等の開催によって、RH 関連

課題の理解を広めた。 
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活動２ 現行の政策・規則、教育用教材、サービス提供に関する規定の見直しと修正、人材

養成戦略の執行、専門的な管理・モニタリングシステム及び財政・資源管理の強化 
 

ベトナム国家 RHC10 年戦略に、RH プロジェクトフェーズⅠの経験が反映され、

2003 年に保健省が承認した RHC ガイドライン策定に関しては、関連諸機関と

協力・連携してプロジェクトの経験や地域の情報を提供した。RH 分野のドナー・

NGO が組織し、RH 分野の支援活動の調整を行い、同時に RH 関連分野の政策

提言を行う RH Affinity Group に参加し、プロジェクトの知見を提供することに

努めてきた。 
 

活動３ 現行の RH サービスに順次新規の RH 要素を追加 
 

ゲアン省のRHサービスを指導し推進する役割を担うMCH/FPセンターがDHC、

CHC のモデルとなるように、新しい試みを積極的に取り入れている。クライア

ントフレンドリーの概念に基づいたサービス向上のために、現行の妊産婦ケアの

質を向上し、両親学級を開催し、沐浴指導などの新しい内容を盛り込んでいる。

カウンセリングの質の向上、乳房マッサージのサービス実施、検査室の技術の向

上に伴い、検査項目の拡大や不妊治療への取り組みなど、意欲的な展開を見せて

いる。 
 
活動４ RHC 活動を全てのレベルで実施するため、パートナー間を調整する機能をもつメカ

ニズムを作る 
 

プロジェクト推進のために設立された運営委員会は、4 機関の代表で構成されて

いるが、プロジェクトの順調な運営に欠かせない組織として確立している。機関

の間の調整役を担い、活動推進の実質的な事務局となっている MCH/FP センタ

ーの調整機能も向上している。この運営組織は、国家レベルのモデルとされた。 
 
活動５ モニタリング・評価用に選択された指標から、ジェンダー・RH 分野の指標を基礎

にした情報システムを構築 
 

プロジェクト地域において、保健省が推進する保健管理情報システムの導入を行

い、その成果を中央にフィードバックしている。保健一般のデータ集計のための

コンピュータソフトウエアを全郡で導入し、ゲアン省保健局も認めるデータの質

が向上した。また、保健省推進の病院管理ソフトを、モデル郡で導入し、そのソ

フトを活用することで、経験を蓄積し、ソフトの継続的改善に貢献している。ま

た、プロジェクトでは、現行の手書きの MCH/FP データの集計用紙からコンピ

ュータソフトを開発し、すべての郡と MCH/FP センターでの活用をし成功させ

た。保健省 RH 局は、この MCH/FP ソフトの全国展開を決定した。 
 
活動６ RHC で幾つかの重要なテーマに関するフィールド調査を行い、国レベルに応用でき

る成功モデルをつくる 
 

プロジェクトでは、国家戦略に沿った活動を実施、保健省はゲアンモデルとして、

他省への普及を期待している。国家 RHC10 年戦略の中間評価の現場として調査

対象となることが期待されている。 
 

活動７ 思春期の RHC ニーズに応える活動を増やし、RH における男性の参加促進 
 

IEC ワークショップには、コミューンレベルの青年同盟のメンバーも参加し、コ

ミューンの指導者とともに、思春期 RH 関連の問題（10 代の妊娠）などのテー
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マを扱った。ゲアン省においても、すでに現実の問題として取り上げるべきであ

ることが、コミューンレベルの男性を含む指導者の前で議論された。女性連合は

草の根レベルで思春期保健を扱った健康教育を開始している。MCH/FP センタ

ーにおいても、ホットライン電話相談は思春期 RH 相談にも対応できるとし、ま

た、思春期クラスの開催も計画されている。 
 
活動８ 隔地や少数民族居住地域に対する情報・サービスの提供を促進 
 

プロジェクトでは、山岳地域における妊産婦ケア・分娩ケアの実態調査を実施し、

状況の把握に努めた。隔地や少数民族居住地域での RH サービスには、ハムレッ

トヘルスワーカーによるサービスの充実・向上が必要であるという実態に合わせ

て、プロジェクトでは、DHC に対する TOT 研修の後に、DHC 主催でハムレッ

トヘルスワーカーのリフレッシャートレーニングの開催を支援した。CHC、DHC
との連携の強化も推進。IEC ワークショップは、少数民族の言語の通訳を準備し

て行った。 
 

Ⅶ．結 論 
 
ゲアン省の RH サービスの向上への課題は多い。しかし、プロジェクト開始当時の状況から

比較して、ゲアン省の RH サービスは、確実に向上した。現在の課題は、これまでの成果と

発展の結果、次の段階に進むために認識され、あるいは、以前は遠くにあった課題が身近に

なったものである。サービスの質を向上し維持する努力に、これで十分というゴールはない

と言える。 
 
プロジェクトの経験から学ぶものは多い。プロジェクトの持続発展性とは、プロジェクトで

蓄積されたノウハウを、必要なときに応用し活用できることである。上位目標の達成は、ゲ

アン省のカウンターパートの目標であり、今後も RH 向上への努力が継続されることは疑い

ない。 
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―
成
果
（
P
D
M
の
ア
ウ
ト

プ
ッ

ト
）

の
達

成
状

況
―

 
－

2
0
0
5
年
終
了
時
に
期
待
さ
れ
る
達
成
状
況
－

 

０
 

運
営

委
員
会
：

 

省
・
郡
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
各
レ
ベ
ル
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
運
営
委

員
会

は
、
そ
れ

ぞ

れ
の

地
域
に
お
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
動
を

支
え
る
中

心
的

役
割

を
担
い

続
け

て
き
た
。
草
の
根
レ
ベ
ル
の
指
導
者

の
間
で

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

の
知

名
度
が

高
い

こ
と
か
ら
、
各
レ
ベ
ル
の
運
営
委
員

会
が
実

体
を
持
っ

た
組

織
と

し
て
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
関
わ
り
続
け
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ

れ
は
、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
が

コ
ミ

ュ
ー
ン
レ
ベ
ル
を
重
視
し
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
活
動
と

運
営

委
員

会
の
主

体
的

役
割
の
周
知
に
努
め
た
結
果
で
あ
る

と
思
わ

れ
る
。
多

く
の

活
動

を
草
の

根
を

対
象
と
し
て
実
施
し
て
き
た
こ
と
で

、
人
事

異
動
に
よ

る
メ

ン
バ

ー
の
交

替
も

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
関
わ
り

、
理
解

し
て
い
る

元
メ

ン
バ

ー
が
、

共
産

党
な
ど
の
他
の
重
要
な
機
関
の
責
任

あ
る
ポ

ス
ト
に
移

る
こ

と
で

、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の
裾
野
が
広
が
る
利
点
と
し
て

受
け
止

め
ら
れ
て

き
た

。
ゲ

ア
ン
省

人
民

委
員

会
副

委
員

長
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ベ

ト
ナ

ム
側

最
高

責
任

者
で

あ

る
ホ

ア
ン
・
キ
ー
氏
（
M
r
. 
H
o
a
n
g
 K
y）

が
示
す

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

の
円

滑
な
実

施
と

成
果
達
成
へ
の
強
い
意
思
に
象
徴
さ

れ
る
よ

う
に
、
ゲ

ア
ン

省
の

ト
ッ
プ

の
指

導
者
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
も
常
に
高

く
保
た

れ
て
き
た

。
 

 R
H
推

進
に

か
か

わ
る

人
民
委

員
会
、

保
健
セ

ン
タ
ー

、
女

性
連
合

、
人
口

家

族
子

ど
も
委

員
会
の
４
機
関
の
連
携
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
組
織
は
、
ベ

ト
ナ

ム
政
府

に
対
し
て
、
国
家

R
H
ケ
ア

1
0
年
戦
略
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
、
関

連
機
関

の
協
力
体
制
作
り
が
可
能
で
あ
り
必
要
で
あ
る
こ
と
、
機
能
し

た
場

合
の
効

果
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
郡
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
レ
ベ
ル
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

運
営
委
員
会
は
、
女
性
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
向
上
を
目

指
す

関
連
機

関
と
し
て
の
認
識
を
強
め
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
存

続
す

る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
質
的
な
事

務
局

と
し
て

機
能
し
て
い
る
省
レ
ベ
ル
運
営
委
員
会
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

後
の

フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
国
内
研
修
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、

省
運
営

委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る

M
C
H
/
F
P
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の

多
く

が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運

営
管

理
の
裾

野
が
ひ
ろ
が
る
と
も
期
待
さ
れ
る
。
 

１
 

村
で

の
安
全
で
清
潔
な
お
産
の
実
現
：

 

ゲ
ア

ン
省
内
に
も
地
域
格
差
が
あ
る
が
、
一

部
の

郡
で
は
、
モ

デ
ル
と

し
て
推

奨
す

る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
・
施
設

等
の
基

準
を
満
た

す
と

指
定

さ
れ
た

C
H
C
が

増
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
H
u
n
g
 N
g
u
y
en

郡
な
ど
は

、
郡

の
指

導
も
行

き
届

き
、
指
導
レ
ベ
ル
も
高
い
。
H
u
n
g
 N
g
u
y
en

郡
ヘ
ル
ス

セ
ン

タ
ー

の
院
長

は
、
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
研
修
参
加
者
で

あ
る

。
助

産
ス
タ

ッ
フ

の
再

教
育
は

、

7
月

と
1
1
月
に
第

1
2
回
、
13

回
コ
ー
ス

を
開
催

し
、
C
H
C
ス

タ
ッ

フ
の

知
識
・

技
術

向
上
を
図
っ
た
。
C
HC

ス
タ
ッ
フ
に

対
す
る

各
郡
主
導

の
リ

フ
レ

ッ
シ
ャ

ー
コ

ー
ス
は
、
8
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
第
２

～
第
３

四
半
期

に
か

け
て

、
そ

れ

ぞ
れ

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
実
施
さ

れ
て
い

る
。
山
岳
・
遠

隔
地

に
お
い

て
は

、
自
宅
分
娩
率
が
高
く
、
ハ
ム
レ
ッ

ト
ヘ
ル

ス
ワ
ー
カ

ー
な

ど
に

頼
ら
ざ

る
を

得
な
い
た
め
、
山
岳

10
郡
の

D
H
C
で

は
、

ハ
ム

レ
ッ

ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー
カ

ー
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

実
施
し

た
。

 

 平
野

部
に
お

い
て
は
、
安
全
で
清
潔
な
お
産
の
状
況
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
基
本

的
な

投
入

を
行

っ
た
こ

と
、
ま

た
今

後
の
終

了
時
ま

で
に
、

M
C
H
/
FP

セ
ン
タ

ー
、
D
HC

へ
の

側
面
的
支
援
を
続
け
る
こ
と
で
、
ベ
ト
ナ
ム
側
の
継
続
的
な
努

力
に

よ
り
着

実
に
向
上
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
一
方
、
山
岳
地
域
に

お
け

る
状
況

は
厳
し
い
。
し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
草
の
根
の
ヘ
ル
ス
ワ

ー
カ

ー
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
重
視
す
る
方
針
で
あ
り
、
ゲ
ア
ン
省
で
も
、
山
岳

郡
の

D
H
C
へ

の
働
き
か
け
を
継
続
し
、
C
H
C
ス
タ
ッ
フ
の
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
実

施
と

共
に

ハ
ム

レ
ッ

ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

へ
の

ト
レ

ー
ニ

ン

グ
実

施
を

促
す

こ
と
に
よ

っ
て

、
R
H

サ
ー

ビ
ス
の

状
況
が

改
善
に

向
か
う

こ

と
が

期
待
さ

れ
る
。
 

1
.
1
 
村

で
の
産
前
ケ
ア
の
向
上
：
 

早
期

産
前
健
診
の
実
施
、
最
低

4
回
の
産

前
健
診

(
保

健
省

は
3
回
を

提
唱

)、

H
B
M
R
(
H
o
m
e-
b
a
s
e
d 

M
a
t
e
rn
a
l
 
R
e
c
o
r
d
：

妊
娠

記
録

-
母
親

手
帳

)
の

活
用

普

 平
野

部
に
お

い
て
は
、
産
前
健
診
回
数
の
増
加
と
共
に
早
期
産
前
健
診
の
重
要

性
が

認
識

さ
れ

、
初
回
の

健
診

の
時
期

が
早
ま

る
傾
向

が
顕

著
に
な

る
。

C
HC

７．2005 年５月現在「成果（PDM のアウトプット）の達成状況」および現状に基づいた「2005 年

    ８月終了時までに期待される達成状況」
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及
と

有
効
活
用
推
進
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
女

性
連

合
の
活
動

と
保

健
セ

ク
タ
ー

の
サ

ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
普
及
さ
れ
、
知
識

と
し
て

の
定
着
度

は
高

い
。
ど

の
地

域
に

お
い
て
も
、
妊
産
婦
ケ
ア
の
大
切
さ

は
理
解

さ
れ
て
い

る
。
平
野

部
や
市

内
で

の
産
前
健
診
回
数
は
増
え
て
い
る
。
山

岳
地

域
に
お
い

て
は

、
地

理
的
条

件
・
移
動
手
段
確
保
が
困
難
だ
と
い
う
理

由
か
ら

保
健
施
設

で
産

前
健

診
が
難

し
い

と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
健
診
回

数
が
低

い
C
HC

で
の

サ
ー
ビ

ス
の
質

の
向

上
は
継
続
的
な
課
題
で
あ
る
。
 

に
お

け
る
産

前
ケ
ア
の
内
容
が
充
実
し
、
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
婦
は

D
H
C
へ
早
期
に

レ
フ

ァ
ラ

ル
さ

れ
る

よ
う

に
な

る
。

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

へ
の

接
し

方
も

向
上

す

る
。
ク

ラ
イ
ア

ン
ト
側
の
知
識
も
向
上
し
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
よ

う
に

な
る
。
山
岳

地
域
で
は
、
D
H
C
に
よ
る

CH
C
ス
タ
ッ
フ
と
ハ
ム
レ
ッ
ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー
カ

ー
の
指
導
が
強
化
さ
れ
る
。
産
前
健
診
回
数
は
少
な
い
も
の
の
、

C
H
C
ス

タ
ッ

フ
が

そ
の
機
会
を
利
用
し
て
様
々
な
妊
産
婦
指
導
が
実
施
で
き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
山

岳
地

域
に

お
い

て
も

助
産

ス
タ

ッ
フ

が
す

べ
て

の

C
H
C
に

配
置

さ
れ
て
い
る
。
 

1
.
2
 
村

で
の
分
娩
ケ
ア
の
向
上
：
 

C
H
C
ス
タ
ッ
フ
の
再
教
育
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ャ
ー
コ

ー
ス
開
催

、
パ

ル
ト

グ
ラ

フ

の
活

用
指
導
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
し
た

C
H
C
環

境
整
備
へ

の
継

続
的

指
導
を

実
施

。
安
全
で
清
潔
な
分
娩
環
境
が
整
っ

た
モ
デ

ル
指
定
の

C
H
C
が
今

後
ゲ
ア

ン
省

内
の

R
H
サ
ー
ビ
ス
の
手
本
と
し
て

増
え
て

い
く
こ
と

が
期

待
さ

れ
る
。

 パ
ル

ト
グ
ラ

フ
が
よ
り
正
し
く
活
用
さ
れ
、
分
娩
の
進
行
状
況
が
把
握
で
き
る

こ
と

で
、
異

常
の
予
防
と
早
期
発
見
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
 

山
岳

地
域
で

は
、
C
H
C
ス
タ
ッ
フ
な
い
し
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
ヘ
ル
ス
ワ
ー

カ
ー

が
分
娩

に
立
会
い
、
異
常
分
娩
は
適
切
に
レ
フ
ァ
ラ
ル
さ
れ
る
。
 

1
.
3
 
村

で
の
産
後
ケ
ア
の
向
上
：
 

産
前

ケ
ア
と
比
較
す
る
と
、
産
後
ケ
ア
は

サ
ー
ビ

ス
や
保
健

教
育

の
徹

底
に
遅

れ
が

見
ら

れ
、

出
産

直
後

の
産

後
ケ

ア
に

問
題

意
識

が
集

中
す

る
傾

向
が

あ

る
。

産
後

4
2
日
間
の
ケ
ア
へ
の
意
識
向

上
を
図

る
こ
と
が

課
題

。
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

で
は
、
CH
C
再
教
育
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ャ
ー
コ

ー
ス

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等
を

通
し

て
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
保
健
省
も

母
性
と

新
生
児
ケ

ア
重

視
の

方
向
を

打
ち

出
し

て
お

り
、

M
CH
/
FP

セ
ン
タ

ー
に

お
け

る
産

後
ケ

ア
が

向
上

す
る

こ

と
に

よ
っ
て
、
C
HC

へ
の
指
導
も
強
化
さ

れ
て
い

く
と
期
待

さ
れ

て
い

る
。

 

 C
/
P
研

修
参

加
者
を
中
心
に
、
質
の
高
い
産
後
ケ
ア
の
モ
デ
ル
が

MC
H
/
FP

セ

ン
タ

ー
で
作

ら
れ
る
。
平
野
部
に
お
い
て
は
、
家
庭
訪
問
キ
ッ
ト
を
持
参
し
た

C
H
C
ス

タ
ッ
フ

に
よ
る
産
後
ケ
ア
（
2
回
/産

後
4
2
日
間
）
を
実
施
す
る

C
H
C

が
増

え
る
。

 

1
.
4
 
す

べ
て
の

C
H
C
に
お
け
る
基
本
医
療
器

材
の

使
用

：
 

す
べ

て
の

C
HC

に
対
す

る
基

本
医
療

器
材

供
与

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
前

半
期

に

終
了

、
C
H
C
の
設
備
の
向
上
に
寄
与
し
た

。
一

方
、
前

回
報

告
し

た
器

材
維
持

管
理

に
つ
い
て
の
諸
問
題
、
即
ち
、
ゲ
ア

ン
省
に

は
医
療
機

器
材

の
修

理
に
つ

い
て

基
準

に
達

す
る
技

術
を
持

つ
業
者

が
な

い
、

M
CH
/
FP

セ
ン

タ
ー

を
含

む

ほ
と

ん
ど
の
公
立
保
健
医
療
施
設
に
お
い

て
、
知

識
･
技
術
・
体

制
･予

算
等
あ

ら
ゆ

る
面
に
お
い
て
不
充
分
で
あ
る
、
な

ど
の
問

題
は
未
解

決
で

あ
る

。
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
日
常
の
保
守
管
理
に
よ

る
大
き

な
故
障
を

防
ぐ

努
力

を
す
る

こ
と

が
、

実
施

可
能

な
機

材
維

持
管

理
の

第
一

歩
で

あ
る

と
い

う
指

導
を

継

続
。

 

 C
H
C
で

必
要
十

分
な
基
本
医
療
器
材
が
揃
っ
て
お
り
、
CH
C
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ

て
維

持
管
理
・
有
効
利
用
さ
れ
て
い
る
。
機
器
材
管
理
・
保
守
の
責
任
が
認
識

さ
れ

て
お
り

、
D
HC

の
指
導
も
継
続
的
に
実
施
さ
れ
る
。
 

1
.
5
 
C
H
C
の

衛
生
施
設
（
分
娩
室
、
ト
イ
レ
、

シ
ャ

ワ
ー

等
）

の
向

上
：

 

草
の

根
無
償
資
金
の
支
援
に
よ
っ
て
、
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

、
フ
ェ

ー
ズ

Ⅱ
を

通
し
て

、

 1
7
郡

１
町

の
45
1
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
、
草
の
根
無
償
資
金
の
支
援
に
よ
り
衛
生

－244－



3
6
0
ヶ
所
の

C
H
C
に
お
い
て
、
分
娩
室
、
ト

イ
レ

、
シ
ャ
ワ

ー
、
井
戸

が
、
必

要
に

応
じ
て

改
善
、

改
修
さ
れ

た
。
（

フ
ェ

ー
ズ

Ⅱ
に

お
い

て
は

、
世

銀
の

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
る

C
H
C
の
建
物
の
建
設

が
進
ん

で
い
る
た

め
に

ト
イ

レ
、
シ

ャ
ワ

ー
ル
ー
ム
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。）

2
0
04

年
度
の
日

本
大

使
館

に
よ
る

草
の

根
無
償
資
金
に
よ
っ
て
、
ま
だ
ト
イ

レ
・
シ

ャ
ワ
ー
の

整
備

支
援

が
さ
れ

て
い

な
い
山
岳

5
郡
の

88
C
H
C
を
対
象

と
し
た

活
動
へ
の

支
援

が
承

認
さ
れ

た
。

こ
れ
で
、
全

C
H
C
に
対
し
て
、
施
設

改
善
の

支
援
が
届

く
こ

と
に

な
る
。

施
設

の
改
善

が
な
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
山
岳

5
郡
の

88
C
HC

で
の
ト
イ
レ
・
シ

ャ
ワ

ー
ス
ペ

ー
ス
の
建
設
は
、
申
請
が
承
認
さ
れ
た
の
は

2
0
0
4
年
後
半
で
あ

り
12

月
に
調

印
式
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
全

C
HC

で
の
完
成
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
終

了
後
に

な
る
と
予
測
さ
れ
る
。
 

２
 

モ
ニ

タ
リ
ン
グ
能
力
の
向
上
：

 

M
C
H
/
F
P

セ
ン

タ
ー
の

モ
ニ
タ

リ
ン
グ

能
力

は
向

上
し

、
定

期
的

な
活

動
と

し

て
定

着
し
た
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
得
ら
れ

た
情
報
・
デ

ー
タ

を
分

析
し

、
そ

れ

を
元

に
C
HC

再
教
育
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

策
定

や
郡

が
行

う
リ

フ
レ

ッ
シ

ャ
ー

コ

ー
ス

の
内
容
へ
の
指
導
を
行
う
な
ど
、
次

の
段
階

の
指
導
が

長
期

専
門

家
に
よ

っ
て

行
わ
れ
た
。
今
後
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
質
を

維
持
す
る

よ
う

に
意

識
す
る

こ
と

が
一
層
重
要
と
な
る
。
ま
た
、
将
来

的
に

、
モ

ニ
タ
リ

ン
グ

技
術

を
広
く

普
及

す
る
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と
が
課

題
。

 

 M
C
H
/
F
P
セ

ン
タ

ー
で
は

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
活

動
が
定

着
し

て
い

る
。

M
C
H
/F
P

セ
ン

タ
ー
は

、
D
H
C
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
人
材
養
成
の
指
導
を
す
る

こ
と

が
で
き

る
。
D
H
C
で
も
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
た
内
容
の
充
実
し

た
C
H
C
へ
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
現
場
に

は
、
C
H
C
ス

タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、
人
民
委
員
会
、
女
性
連
合
、
人
口
家
族
子

ど
も

委
員
会

も
参
加
し
、
行
政
の
支
援
や
、
IE
C
活
動
の
推
進
と
い
う
観
点
か

ら
も

モ
ニ
タ

リ
ン
グ
が
活
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
他
省
に
対
し
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
シ

ス
テ
ム

を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
 

人
工

妊
娠
中
絶
件
数
の
低
減
：

 

指
導

者
や

男
性

へ
の

働
き

か
け

を
重

視
し

た
活

動
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き

た
。

1
9
郡
に
お
け
る

4
69

コ
ミ
ュ
ー
ン

運
営
委

員
会
の
連

携
強

化
ワ

ー
ク
シ

ョ
ッ

プ
で
、
中
絶
低
減
と
避
妊
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
を

設
け
、
2
0
0
4
年

8
月

上
旬

に
実

施
し
た
指
導
者
対
象
の
ア
ド
ボ
カ
シ

ー
セ
ミ

ナ
ー
で
は

、
運

営
委

員
会
メ

ン
バ

ー
の
、
省
・
郡
レ
ベ
ル
の
共
産
党

、
祖

国
人
民

戦
線
、
農

民
連

合
、
青
年

同
盟

、
文
化
・
情
報
局
か
ら
ひ
ろ
く
指
導

者
レ
ベ

ル
を
招
き

、
中
絶

の
み
な

ら

ず
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
紹
介
を
通
し

て
RH

関
連
問
題

に
つ

い
て

の
意
識

の
向

上
を
図
り
、
9
月
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ミ

ナ
ー
で

は
省
・
郡

の
テ

レ
ビ

局
、
各

種
新

聞
社
等
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
対
象

に
、
同

様
の
意
識

向
上

を
目

指
し
た

内
容

を
盛
り
込
ん
だ
。
参
加
者
の
反
応
は

良
く
、
プ

ロ
グ
ラ

ム
は

好
評

で
興
味

を
も

っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
男
性
へ
の

働
き
か

け
は
、
今

後
も

継
続

し
て
い

く
。

 

 関
係

者
の
間

で
人
工
妊
娠
中
絶
の
危
険
性
な
ど
が
正
し
く
理
解
さ
れ
、
中
絶

を

目
的

と
し
た

月
経
調
節
（
M
R）

す
な
わ
ち
吸
引
も
含
め
て
、
望
ま
な
い
妊
娠
を

防
ぐ

た
め
の

F
P
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
と
正
し
い
実
行
が
中
絶
件
数
の
低
減
に
直

結
し

て
い

る
こ

と
が
認
識

さ
れ

る
。
同

時
に
、

F
P

サ
ー
ビ

ス
・
知

識
の
普

及

活
動

が
関
連

機
関
の
連
携
に
よ
っ
て
向
上
す
る
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、

MC
H
/
FP

セ
ン
タ

ー
の
ス

タ
ッ

フ
が
模

範
的
な

サ
ー
ビ

ス
を

行
う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る
。

M
C
H
/F
P

セ
ン
タ

ー
の
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

サ
ー
ビ

ス
の

向
上

と
と
も

に
、
中
絶
後
の
保
健
指
導
と

F
P
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
が
見
ら

れ
る

。
女

性
連

合
を
中
心
と
し
て
、
望
ま
な
い
妊
娠
を
防
ぐ
た
め
の
保
健
活
動

が
継

続
的
に

実
施
さ
れ
る
。
人
民
委
員
会
が
、
中
絶
の
実
態
と
そ
の
低
減
を
重

要
課

題
と
し

て
扱
う
よ
う
に
な
る
。
 

４
 

生
殖

器
系
感
染
症
（
R
T
I
）
の
発
見
技
能

と
予

防
戦

略
の

向
上

：
 

R
T
I

調
査

の
分

析
結

果
に

基
づ

い
て

、
調

査
対

象
コ

ミ
ュ

ー
ン

と
郡

に
よ

る

R
T
I
予
防
戦
略
策
定
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し

て
各
郡
ご

と
に

戦
略

実
施
計

画
が

策
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
ゲ
ア
ン
省
内

の
関
係

者
、
ま
た

、
ハ

ノ
イ

に
お
い

 M
C
H
/
F
P
セ

ン
タ
ー

の
RT
I
診
断
技
術
の
向
上
に
伴
っ
て
、
適
切
な
予
防
指
導

と
治

療
が
行

わ
れ
る
。
R
T
I
調
査
対
象
地
域
に
お
け
る

RH
I
予
防
戦
略
が
継
続

的
に

実
施
さ

れ
る
。
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て
関

連
諸
機
関
に
対
し
て

RT
I
調
査
結
果

の
報
告

セ
ミ
ナ

ー
を

行
っ

た
。
調

査

報
告

書
が
広
く
関
係
機
関
に
配
布
さ
れ
て

、
有
益

な
調
査
結

果
で

あ
る

と
の
評

価
を

得
る

こ
と

が
で
き

た
。
M
C
H
/
F
P
セ

ン
タ

ー
の

検
査

部
門

の
レ

ベ
ル

が
向

上
し

、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

 

５
 

I
E
C
活
動
の
向
上
：

 

保
健

知
識
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
普
及
の
重
要
な

役
割
を

担
う
女
性

連
合

を
中

心
に
、

地
域

で
の
保
健
活
動
を
継
続
。
I
E
C
技
術

指
導
に

よ
っ
て
、

C
H
C
ス
タ

ッ
フ
と

女
性

連
合
の
協
力
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

供
与
し

た
マ
ギ
ー

エ
プ

ロ
ン

、
妊
娠

シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
等
の
教
材
が
有
効
に
活

用
さ
れ

て
い
る
。
愛

育
班
活

動
も
継

続
し

て
実
施
さ
れ
、
省
女
性
連
合
が
、
活

動
地

域
を

2
0
05

年
～

2
0
06

年
に
か

け
て

拡
大

し
て
い

き
た
い
と
い

う
目
標

を
掲

げ
て

い
る

。
R
H
知

識
普

及
ワ

ー

ク
シ

ョ
ッ
プ
に
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
共
産
党

、
祖

国
人
民

戦
線

、
農
民

連
合
、
青

年
同

盟
、
文
化
情
報
局
な
ど
か
ら
多
く
の

組
織
か

ら
男
性
の

参
加

者
を

募
り
、

R
H
活

動
の
支
持
層
を
拡
げ
た
。
9
,
3
0
0
人

近
い
草

の
根
レ

ベ
ル

の
指

導
者
に

妊

産
婦

ケ
ア
、
中
絶
の
リ
ス
ク
と
予
防
、
正

し
い

避
妊
法

、
と

い
う

主
要

メ
ッ
セ

ー
ジ

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
思
春
期

R
H
の

課
題
も
提

示
し

、
思

春
期
の

若
者

に
向
け
た

RH
ケ
ア
対
策
の
必
要
性

と
緊
急

性
は
ゲ
ア

ン
省

に
お

い
て
も

例
外

で
な
い
こ
と
を
認
識
で
き
た
。
こ
う

し
た
女

性
連
合
の

I
E
C
ワ
ー

ク
シ
ョ

ッ
プ

で
は
、
M
CH
/
F
P
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
が

必
ず
協
力
・
連

携
し

て
い

る
。

M
C
H
/
F
P
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定
期
的
に
開
催

さ
れ
る

両
親
学
級

で
、
C
/P

研
修

で

作
成

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
実

費
配

布
し

て
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
に

喜
ば

れ
る

な

ど
、
効

果
的
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
す
る
た
め

の
工
夫

が
継
続
し

て
い

る
。
こ

れ
ら

の
経

験
は
、
2
0
0
5
年

4
月
末
に
中
央
女

性
連
合

、
保
健
省

Ｒ
Ｈ

局
、

近
隣

1
1

省
の

代
表
（
女

性
連

合
・
省
保

健
局

・
M
C
H
/
FP

セ
ン

タ
ー

）
に

対
し

て
I
E
C

経
験

普
及
セ
ミ
ナ
ー
の
場
で
披
露
さ
れ
支

持
さ
れ

た
。

 

 ゲ
ア

ン
省
で

の
I
EC

推
進
活
動
が
、
ベ
ト
ナ
ム
中
央
女
性
連
合
に
支
持
さ
れ
た

こ
と

に
よ
り

、
女

性
連
合
全
国
大
会
で
も
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
ゲ

ア
ン
省

女
性
連
合
に
対
し
て
、
経
験
普
及
の
要
請
が
出
る
こ
と
も
期
待

さ
れ

る
。
マ

ギ
ー
エ
プ
ロ
ン
、
妊
娠
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
等
を

活
用

し
た

IE
C
活
動
が
、
女
性
連
合
を
中
心
と
し
た
関
連
組
織
の
連
携
･
協
力

に
よ

っ
て

、
活

発
に
実

施
さ
れ

る
。

M
C
H/
F
P

セ
ン

タ
ー
で

の
両

親
学
級

が
定

期
開

催
さ

れ
る

。
ま
た

、
MC
H
/
F
P

セ
ン
タ
ー

ス
タ

ッ
フ
が

外
部

機
関
の

要
請

を
受

け
て

I
E
C
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
る
機
会
が
増
え
る
。
D
H
C
に
お
け
る
健
康

教
育

が
定
期

的
に
実
施
さ
れ
、
D
H
C
ス
タ
ッ
フ
が

CH
C
で
健
康
教
育
の
セ
ッ
シ

ョ
ン

を
開
催

す
る
よ
う
に
な
る
。
愛
育
班
活
動
が
地
域
保
健
推
進
の
有
効
な
活

動
と

し
て
定

着
す
る
。
 

6
.
1
 
ゲ

ア
ン
省
に
お
け
る
保
健
情
報
管
理
シ

ス
テ

ム
（

H
M
I
S
）

の
導

入
：

 

ゲ
ア

ン
省
に
お
け
る
保
健
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
（

H
M
IS
）
の

導
入
：
保

健
省

が

U
N
F
P
A
と
開
発
・
推
進
し
て
い
る

H
M
I
S
病

院
管
理

ソ
フ
ト

を
3
郡
（

C
u
a
 L
o
, 

V
i
n
h
,
 Y
e
n
 T
h
a
nh
）
に
導
入
し
、
更
に

2
郡

(N
g
h
i
 L
oc
,
 D
i
e
n
 C
h
a
u
)で

導

入
準

備
を
進
め
て
い
る
。
D
HC

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
管

理
者
同
士

の
繋

が
り

が
で
き

、

情
報

交
換
が
で
き
る
関
係
が
築
か
れ
て
い

る
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
長

期
専

門
家
が

作
成

し
た

M
CH
/
F
P
デ
ー
タ
の
集
計
ソ
フ

ト
（

C
HC
－

D
H
C－

M
C
H
/
F
P
セ
ン

タ
ー
）

の
普

及
が
ゲ
ア
ン
省
内
で
着
実
に
進
み
、

こ
の
集

計
ソ
フ
ト

を
保

健
省

R
H
局

 保
健

情
報

管
理

シ
ス
テ

ム
の
基

礎
が

整
備
さ

れ
る
。

M
C
H
/F
P

セ
ン
タ

ー
及

び

全
D
H
C
に

、
R
H
関

連
デ
ー
タ
の
集
計
ソ
フ
ト
を
は
じ
め
、
C
H
C
デ
ー
タ
の
集
計

ソ
フ

ト
が
導

入
さ
れ
、
そ
の
他
の
保
健
統
計
報
告
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て

パ
ソ

コ
ン
な

い
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
デ
ー
タ
が
一
元
化
さ
れ
る
。
C
H
C
に
お

い
て

は
、
記

録
簿
の
統
一
が
進
み
、
記
録
簿
へ
の
記
入
の
も
統
一
さ
れ
る
。
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が
高

く
評

価
し
た

。
R
H

局
の

依
頼
に

よ
り

、
同

専
門

家
が

こ
の

集
計

ソ
フ

ト

の
全

国
普
及
版
を
開
発
中
で
あ
る
。
C
HC

で
正
確

な
記
録
と

集
計

が
実

施
さ
れ

る
よ

う
に
、
T
O
T
研
修
を
受
け
た

D
H
C
ス

タ
ッ
フ

が
C
HC

ス
タ

ッ
フ
へ

の
研
修

を
各

D
H
C
で
実
施
し
た
。
 

6
.
2
 
H
M
I
S
関
連
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
向
上
：

 

保
健

局
・
M
C
H
/
FP

セ
ン
タ
ー
・
1
9
D
HC

に
対
し

て
、
活

動
内

容
に

応
じ

て
サ
ー

バ
ー

、
端
末
機
が
供
与
・
設
置
さ
れ
、
活

用
さ
れ

て
い
る
。

 

 保
健

局
と

M
C
H
/F
P
セ
ン
タ
ー
、
お
よ
び
５
ヶ
所
の

D
H
C
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

設
置

さ
れ
る

。
各

D
HC

に
は
、
最
低
限
必
要
な
端
末
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
配
置
さ

れ
H
M
I
S
向
上

の
た
め
に
有
効
活
用
さ
れ
る
。
 

6
.
3
 
H
M
I
S
担
当
者
の
能
力
向
上
：

 

D
H
C
担
当
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
に
合
わ
せ
た

研
修
の

実
施
の
成

果
が

上
が

り
、
報

告
書

作
成
担
当
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作

能
力
が

向
上
し
、
デ

ー
タ
集

計
報
告

用
ソ

フ
ト
活
用
状
況
も
良
好
で
、
郡
か
ら

の
デ
ー

タ
の
質
が

向
上

し
た

と
省
保

健
局

も
認
め
て
い
る
。
実
力
の
向
上
に
よ

り
、
コ

ン
ピ
ュ
ー

タ
管

理
等

の
問
題

解
決

の
必
要
も
見
え
て
き
て
い
る
が
、
確

実
に
階

段
を
上
っ

て
い

る
と

い
う
手

ご
た

え
が
あ
る
。
中
絶
デ
ー
タ
の
分
析
指

導
も
行

い
、
中
絶

軽
減

活
動

と
の
連

携
も

行
っ
て
い
る
。
 

 保
健

局
は

D
H
C
へ
の
技
術
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
管
理
が
で
き

る
よ

う
に
な

る
。

MC
H
/
FP

セ
ン
タ
ー
は
、
D
HC

か
ら
の

R
H
関
連
デ
ー
タ
を
デ

ー
タ

ベ
ー
ス

で
管
理
で
き
、
さ
ら
に
、
病
院
管
理
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
セ
ン
タ
ー

業
務

の
管
理

の
基
礎
が
で
き
る
。
デ
ー
タ
を
扱
う
各

D
H
C
の
担
当
ス
タ
ッ
フ
も

コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
操
作
・
メ
ン
テ
知
識
を
持
ち
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア

を
使
う

こ
と
が
で
き
る
。
 

6
.
4
 
H
M
I
S
の
定
期
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
：

 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
専
門
家
が
、
現
在
の

D
HC

で
の
コ

ン
ピ
ュ
ー

タ
使

用
状

況
、
研

修
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
継
続
し
て
い

る
。

 

 保
健

局
と

M
C
H
/
FP

セ
ン
タ
ー
で
は
、
DH
C
か
ら
の
統
計
報
告
の
デ
ー
タ
チ
ェ

ッ
ク

が
で
き

、
D
H
C
に
対
す
る
集
計
方
法
の
指
導
が
で
き
る
。
モ
デ
ル
郡
の

D
HC

で
は

、
C
H
C
か

ら
の
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
C
H
C
に
対
し
て
記
録
の
と
り

方
、

集
計
方

法
の
指
導
が
で
き
る
。
 

6
.
5
 
H
M
I
S
デ
ー
タ
の
有
効
活
用
：

 

他
の

専
門
家
の
活
動
分
野
に
参
考
と
な
る

デ
ー
タ

の
活
用
が

始
ま

っ
て

い
る
。

 保
健

局
、

MC
H
/
FP

セ
ン
タ
ー
、
数
ヶ
所
の

DH
C
で
デ
ー
タ
分
析
が
で
き
、
結

果
を

報
告
書

と
し
て
ま
と
め
、
D
H
C
な
い
し

C
H
C
へ
統
計
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク

す
る
よ

う
に
な
る
。
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Major achievements of the project inputs and activities  
in the field of HMIS 

 
 
JICA Reproductive Health Project expanded its activities to the field of Health 
Information Management System (HMIS) during Phase II.  The objective is to attain 
reliable database on reproductive health so that managers and decision-makers can 
understand the reproductive health situation precisely, make action plans based on 
the evidence, and access the effectiveness of the actions taken place.  Since 
Tomomichi Yamada, a long-term expert in HMIS, was assigned in September 2002, 
various activities in the field of HMIS have been implemented and achieved some 
positive results at commune, district, provincial and national levels.  The narrative of 
the HMIS activities and their accomplishments at each level are as follows: 
  
1. District level 

1)  Major focus of the project: capacity building of the DHCs 

Most of HMIS activities have been targeted at the district level because of several 
reasons.  Statistical reports from CHCs could be easily computerized, which would 
make report preparation at DHC easier and less time consuming.  In order to 
computerize the reporting system, DHC personnel would need to acquire sufficient 
knowledge and skills of using and maintaining computer.  They would require a lot of 
training because their computer knowledge and experience were generally low and 
DHCs away from Vinh City cannot get technical assistance easily so that they need 
to be self-dependent as much as possible to solve computer-related problems.  DHC 
personnel in charge of statistical report work would need to understand clearly about 
report indicators, proper record keeping, and record summarization because they 
were responsible to check report data from CHCs and guide CHC personnel on 
proper recording and reporting work. 
 
2) Training: computer operation and maintenance 

The Project provided comprehensive computer training to DHC personnel in charge 
of report preparation before computerizing the reporting system.  Lack of Vietnamese 
Windows Operation System (OS) made them extremely difficult to learn even basic 
computer operation.  Only way to overcome the difficulty was to give them 
comprehensive hands-on training in a small class setting and teach them 
continuously.  We also made sure that the person in charge of report preparation 
would be suitable for the task because the new method of preparing statistical reports 
using computer and software would be completely different from doing so by hand.  
The task would require computer operation so that young persons having computer 
experience or willing to learn it would be preferable.  In case of finding inappropriate 
personnel assigned for the duty, we requested to their DHC for personnel change.  In 
fact, even though a few of them had experienced in using computer, their knowledge 

８．保健管理情報システム分野の達成状況

　　（Major achievements of the project inputs and activities in the field of HMIS）
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was inadequate (for example, they did not know how to format a floppy disk or how to 
copy a file).  Thus, the training had to cover every aspect of basic computer operation 
including how to start computer and how to use a mouse.  In addition, we found that 
almost all the computers at DHCs had no or little protection against computer viruses 
so that the training must have included installation and operation of an anti-virus 
application.  As a result, all the DHCs have maintained their computer in good 
condition and there have been no major mishaps such as data loss or critical damage 
in computer.  Virus infections have been kept at minimum as well. 
 
3) Introduction and application of computer software 

(1) Two software applications 
After the comprehensive computer training, we introduced two statistical reporting 
software applications to all the 19 DHCs.  They are: 
(a) Software for the overall health statistical report (3/6/9/12-month report) 

This software was originally developed by Planning and Finance Department 
of MOH and revised in Nghe An Province to improve user friendliness (Later 
on, we gave a copy of the revised one to MOH and MOH revised their 
software based on Nghe An). 

(b) Software for monthly MCH/FP statistical report 
This software was developed by the RH Project with the technical assistance 
of the JICA long-term expert. 
 

(2) Training for software 
Learning how to use those software applications were not difficult but typing 
report data into computer was.  At the beginning, simple typing errors were 
frequent (for example, typing “27” instead of “72”, or typing a number into a wrong 
box, or typing “1250” into a box instead of “12” and “50” into two succeeding 
boxes).  Or DHC personnel did not check the report data from CHCs thoroughly 
so that incorrect value was entered into the software.  That was the reason why 
we conducted follow-up training to check the report from CHCs as well as report 
data in the computer. After the training, more DHC personnel started to pay more 
attention to data checking.  As a result, the data errors have been reduced 
noticeably and it is apparent that the database in 2004 is better in terms of data 
quality than the one in 2003. 

 
(3) Improvement of the software 

The report preparation software applications were revised in three phases.  First, 
we did the initial revision of the overall health statistical reporting software before 
applying it to DHCs.  The original version contained many mistakes and it was 
difficult to understand how to use it properly.  Second, we revised the overall 
health statistical report and MCH/FP statistical report software in such a way that 
two software applications would share the common data so that DHC personnel 
would not need to input the same data separately into two software applications.  
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Third, we revised the overall health statistical report software in such a way that 
DHC personnel input 3-month totals every quarter, instead of inputting 3/6/9/12-
month totals, and the software would consolidate 3/6/9/12-month totals using 3-
month totals.  These revisions intended to be beneficial to both the commune and 
district levels since CHC would no longer need to compute 3/6/9/12-month totals 
by hand and DHC would have single data entry for the common indicators found 
both in the overall health statistical report and MCH/FP statistical report.  Our 
efforts to improve the reporting software and to make reporting task efficient paid 
off significantly.  Even some DHC personnel who opposed to computer and 
software at the beginning realized the benefits of computerization and software 
improvement. 

 
(4) Efforts towards improvement of the data quality 

Training of trainers (TOT) on recording and summarizing CHC data aimed at 
developing DHC’s ability to monitor recording and reporting work at CHC as well 
as conducting training for CHC on the same topic.  During the TOT, the 
participants were able to learn about the standardized record books, report forms, 
definitions and computation of indicators, and how to use the health information 
board provided to all the CHCs by the Project.  Performance of training for CHC 
personnel varied from one DHC to another, but the participants benefited from 
attending it because training on this matter had never conducted for CHC 
personnel before. 

 
(5) Data analysis and utilization 

Training on data analysis was conducted in order to motivate DHC personnel to 
utilize report data in their computers and feed back results of analysis to CHCs.  
Among several statistical analysis softwares, we learned that Epi Info is designed 
for easy translation into non-English languages.  So we translated a large part of 
Epi Info interface into Vietnamese and use it for the training.  Epi Map, the 
mapping component of Epi Info, is designed to show data from Epi Info files on 
map files (called Shapefiles).  Using this feature, numeric data can be displayed 
as colored maps.   We created a map of Nghe An Province with district and 
commune boundaries so that commune or district level data can be displayed on 
colored maps.  It is still difficult for the participants to analyze data on their own, 
but it is a start to utilize report data they have been collecting.  This training 
helped them understand the importance of accurate data as well. 

 
4) Hospital management system 

The Minister of Health (MOH) approved the use of a hospital management system, 
which had been developed by the Planning and Finance Department of MOH with 
UNFPA support.  We tried to collaborate with MOH and UNFPA and planned to 
install it to 3 DHCs (Vinh City, Cua Lo, and Yen Thanh DHCs) and MCH/FP 
Center in 2003 and added 3 more DHCs (Dien Chau, Nghi Loc, and Nam Dan 
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DHCs) in 2004.  However, the progress of the system development was seriously 
delayed and the former 3 DHCs finally began installation of the system after 
training for network administrators in August 2004.  At this moment, those DHCs 
are applying the system progressively.  The latter 3 DHCs completed their training 
in March 2005 and are currently in process of setting up network cabling in their 
facilities.  In spite of the fact that managing the system requires relatively high 
level of computer knowledge and those network administrators cannot easily get 
assistance from its programmers in Hanoi, they are trying to apply the system 
step by step to improve the management of their hospitals. 

 
2. Commune level 

In the past, circumstances regarding on HMIS at the commune level were far from 
ideal ones.  Many problems with respect to HMIS resulted from numerous statistical 
reporting, little practice of using standard record books and report forms, and lack of 
knowledge on recording, summarizing and utilizing statistics. 
 
Originally the project did not have a plan to make interventions at the commune level 
due to time and capacity constrains.  But we expanded our activities and conducted 
training of CHC staff on recording and reporting statistical data in order to improve 
the knowledge of CHC staff and prevalence of standardized record books and report 
forms at CHCs.  In addition, we provided statistics information board to all the CHCs, 
which was intended for CHC personnel to familiarize health statistics in their own 
commune.  Indicators included in both MCH/FP statistical report and overall health 
statistical report were removed from one of the report.  It eliminated duplicated 
reporting between two reports and helped to reduce redundant work for CHC 
personnel.  We also changed reporting periods for the overall health statistical report 
from 3/6/9/12-month reporting to 3-month total reporting (3/6/9/12-month totals would 
be consolidated at the district level using a reporting software).  This reduced work 
for CHC personnel considerably because they no longer needed to calculate 6/9/12-
month totals by hand, which was one of the reasons why CHC reports contained 
many mistakes. 
 
3. Provincial level 

1) Role of Provincial Health Services and MCH/FP Center 
Nghe An Provincial Health Service (PHS) is the Vietnamese counterpart of HMIS 
component of the Project while MCH/FP Center is the counterpart of the Project, 
therefore, we have worked closely with these two offices to plan and implement 
HMIS activities.  Roles of PHS and MCH/FP Center with respect to HMIS 
activities are: 1) plan and implement training for DHC personnel; 2) operate the 
reporting software to prepare statistical reports;3) check statistical reports from 
DHCs and provide them feedbacks; and 4) monitor HMIS related activities at the 
district level.  While conducting these activities together with the Project, HMIS 
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personnel at PHS and MCH/FP Center were expected to gain knowledge and 
skills to carry on HMIS activities that the Project initiated. 

 
2) Tangible benefit of utilization of two software applications at the provincial level 

PHS and MCH/FP Center are using the overall health statistical reporting 
software and MCH/FP reporting software accordingly.  They can receive report 
data from DHCs in a USB memory and copy them to the reporting software used 
at the provincial level.  Since they do not need to input report data manually, the 
reporting duty became much easier and more efficient than before.  They also 
understand how to check the report data and correct them using the software.  

 
The utilization of reporting software has made it much easier for PHS and 
MCH/FP Center to check report data than doing it by hand.  Since PHS staff 
checks the report data from DHC thoroughly and inquire DHCs about erroneous 
or missing data, the overall health statistical report prepared by PHS became 
more reliable in terms of data quality (MOH recognized excellent use of reporting 
software and data quality in Nghe An).  The quality of MCH/FP statistical report 
improved significantly since we applied its reporting software.  MCH/FP Center 
can improve it further by careful data checking when it receives statistical reports 
from DHC. 

 
2) Networking at the provincial level 

Aside from the above-mentioned accomplishments, PHS and MCH/FP Center are 
in process of setting up own network.  Network in PHS is supposed to be used for 
sharing files, sharing devices such as printers, managing e-mail and messaging 
services and hosting a web site.  MCH/FP Center is planning to set up the 
hospital management system.  PHS also plans to establish telecommunication 
network among health facilities in the province.  All the DHCs will be able to send 
statistical report data to PHS on line within this year and it is expected to improve 
statistical reporting significantly. 

 
4. Impact at the National level 

The Project has been collaborating with Reproductive Health (RH) Department and 
Planning and Finance Department of MOH.  We have supported to improve the 
overall health statistical reporting software developed by Planning and Finance 
Department.  We revised the software in order to improve its usability and user 
friendliness.  MOH changed the original one based on our revision.  We examined 
the software changes thoroughly and gave some more comments on the software so 
that MOH can improve it further.   
 
The RH Department decided to apply the nation wide application of the MCH/FP 
software, which was developed by the Project and has been used in the Nghe An 
Province since 2003.  We have been working on the software for the nationwide 
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application.  Compared with the one applied in Nghe An, the new software contain 
more data checking functions, usability improvement and easy installation feature.  
The follow-up project intends to support Reproductive Health Bureau for its 
nationwide application. 
 
5. Collaboration with other agencies  
We also attempted to coordinate and collaborate with other international donors 
active in the field of HMIS.  WHO, EU, JICA RH Project and some other agencies 
met regularly to discuss about development of a health information system, which 
would be suitable to Vietnamese settings and all of the involved agencies could 
contribute to apply it nationwide.  However, the HMIS donor meeting ceased early 
2004 due to personal changes in its key member and termination of another project. 
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い
セ

ン
タ

ー
の

感
染

対
策

強
化

へ
向

け
て

の
対

策
準

備
が

進
ん

だ
。

 
23

．
東

香
代

子
 

15
～

23
/1

2/
20

02
 

地
域

保
健

指
導

 
地

域
保

健
活

動
推

進
の

た
め

に
保

健
・
医

療
機

関
と

地
域

社
会

が
連

携
す

る
日

本
で

の
取

り
組

み
の

具
体

例
を

紹
介

し
、

地
域

保
健

活
動

推
進

の
可

能
性

を
提

示
す

る
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
し

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

は
、

愛
育

班
と

い
う
日

本
の

経
験

に
加

え
て

、
別

の
形

の
地

域
保

健
活

動
の

方
法

に
つ

い
て

学
ん

だ
。

 
24

．
堀

口
貞

夫
 

05
～

15
/0

1/
20

03
 

妊
産

婦
管

理
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
及

び
１

９
郡

ヘ
ル

ス
セ

ン
タ

ー
（

D
H

C
）
ス

タ
ッ

フ
を

対
象

と
し

、
産

後
ケ

ア
技

術
の

向
上

を
目

的
と

し
た

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
参

加
者

の
、

産
後

ケ
ア

に
つ

い
て

の
知

識
と

技
術

が
向

上
し

た
。

 
25

．
渡

辺
恵

美
子

12
～

21
/0

1/
20

03
 

母
子

保
健

と
住

民
参

加
 

Ye
n 

Th
an

h
郡

の
愛

育
班

モ
デ

ル
コ

ミ
ュ

ー
ン

の
指

導
グ

ル
ー

プ
お

よ
び

愛
育

班
の

地
区

リ
ー

ダ
ー

（
分

班
長

）
、

コ
ミ

ュ
ー

ン
ヘ

ル
ス

セ
ン

タ
ー

の
ス

タ
ッ

フ
を

対
象

と
し

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
し

、
母

子
愛

育
班

の
活

動
実

施
に

お
け

る
助

言
と

技
術

指
導

を
行

っ
た

。
参

加
者

は
、

自
分

た
ち

で
地

域
の

問
題

を
提

起
し

、
解

決
策

を
考

え
る

プ
ロ

セ
ス

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

 
26

．
竹

内
正

人
 

12
～

21
/0

1/
20

03
 

保
健

サ
ー

ビ
ス

と
運

営
管

理
 

ゲ
ア

ン
省

の
R

H
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

の
た

め
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

・指
導

者
を

対
象

と
し

て
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
・
フ

レ
ン

ド
リ

ー
・
サ

ー
ビ

ス
へ

の
理

解
を

深
め

る
目

的
の

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
。

ま
た

今
後

の
向

上
へ

の
提

言
の

た
め

に
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
の

サ
ー

ビ
ス

の
状

況
を

観
察

・把
握

し
た

。
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

へ
の

基
礎

固
め

が
で

き
た

。
 

27
．

長
屋

祥
子

 
04

～
17

/0
3/

20
03

  
母

子
保

健
行

政
 

 
母

子
保

健
行

政
を

担
当

し
、

将
来

は
R

H
全

般
の

行
政

を
担

う
こ

と
を

期
待

さ
れ

て
い

る
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

の
中

心
幹

部
（
所

長
・
副

所
長

）
に

対
し

て
、

行
政

と
し

て
の

活
動

に
つ

い
て

必
要

な
助

言
を

行
っ

た
。

国
家

R
H

C
10

年
戦

略
に

よ
っ

て
期

待
さ

れ
る

R
H

C
推

進
の

ゲ
ア

ン
省

と
し

て
の

戦
略

づ
く

り
と

モ
デ

ル
事

業
の

ま
と

め
作

業
（ゲ

ア
ン

省
は

、
20

05
年

の
国

家
10

年
戦

略
中

間
評

価
時

－
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

と
重

な
る

－
に

保
健

省
に

対
し

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

経
験

に
基

づ
い

た
提

言
を

期
待

さ
れ

て
い

る
。

）
を

実
施

す
る

重
要

性
が

理
解

さ
れ

、
具

体
的

な
作

業
を

開
始

す
る

ベ
ト
ナ

ム
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
側

の
意

思
を

確
認

し
た

。
 

28
．

浅
村

里
紗

 
08

～
17

/0
3/

20
03

  
広

報
教

育
（

IE
C

教
材

活
用

技
術

指
導

）
 

 
省

レ
ベ

ル
女

性
連

合
と

５
郡

の
郡

レ
ベ

ル
女

性
連

合
メ

ン
バ

ー
を

対
象

に
、

マ
ギ

ー
エ

プ
ロ

ン
の

有
効

な
活

用
法

に
つ

い
て

の
Ｔ

Ｏ
Ｔ

研
修

を
行

っ
た

。
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
を

活
用

し
た

女
性

連
合

の
技

能
を

生
か

し
た

IE
C

技
術

向
上

が
図

ら
れ

た
。

ま
た

、
残

り
１

４
郡

の
女

性
連

合
に

対
し

て
同

様
の

研
修

を
実

施
す

る
た

め
の

教
材

と
計

画
案

も
同

時
に

作
成

さ
れ

た
。

 
29

．
後

藤
あ

や
 

12
～

26
/0

4/
20

03
 

生
殖

器
系

感
染

症
（

RT
I）

RT
Iの

実
態

を
把

握
し

、
RT

I罹
患

率
低

減
へ

の
対

策
を

提
言

す
る

た
め

の
調

査
を

実
施

す
る

に
あ

た
り

、
事

前

－257－



調
査

 
研

修
の

成
果

の
確

認
と

、
調

査
手

順
の

確
認

の
た

め
に

予
備

調
査

を
実

施
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

予
定

の
RT

I調
査

の
実

行
可

能
性

が
確

認
さ

れ
、

本
調

査
の

結
果

が
RT

I感
染

予
防

対
策

立
案

へ
の

重
要

な
基

礎
資

料
と

な
る

こ
と

が
示

唆
さ

れ
、

本
調

査
へ

の
準

備
が

整
っ

た
。

 
30

．
阿

部
裕

子
 

12
～

26
/0

4/
20

03
 

臨
床

検
査

 
環

境
調

査
の

実
施

の
結

果
に

基
づ

い
た

感
染

予
防

対
策

指
導

が
実

施
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
感

性
予

防
の

具
体

策
に

着
手

し
よ

う
と

す
る

意
識

が
高

ま
っ

た
。

進
行

中
の

RT
I調

査
の

有
効

性
、

セ
ン

タ
ー

の
サ

ー
ビ

ス
向

上
へ

も
寄

与
し

た
。

 
31

．
竹

内
正

人
 

04
～

15
/0

7/
20

03
 

保
健

サ
ー

ビ
ス

と
運

営
管

理
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

上
位

目
標

で
あ

る
ゲ

ア
ン

省
の

女
性

の
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

の
向

上
を

実
現

す
る

た
め

に
は

、
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

改
善

・
向

上
が

不
可

欠
で

あ
る

。
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

の
た

め
に

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
・
フ

レ
ン

ド
リ

ー
・
サ

ー
ビ

ス
と

い
う

考
え

方
が

本
質

的
に

理
解

し
実

践
す

る
た

め
に

、
Ｍ

Ｃ
Ｈ

／
Ｆ

Ｐ
セ

ン
タ

ー
に

対
し

て
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

と
お

し
て

指
導

を
行

っ
た

。
 

32
．

後
藤

あ
や

 
19

/0
7～

12
/0

8/
20

03
 

生
殖

器
感

染
症

調
査

 
RT

Iの
実

態
を

把
握

し
、

RT
I罹

患
率

低
減

へ
の

対
策

を
提

言
す

る
た

め
の

本
調

査
を

10
コ

ミ
ュ

ー
ン

に
於

い
て

実
施

中
で

あ
る

。
RT

I感
染

予
防

対
策

立
案

へ
の

有
効

な
デ

ー
タ

が
得

ら
れ

つ
つ

あ
る

。
 

33
．

杉
山

厚
子

 
21

/0
7～

09
/0

8/
20

03
 

 

助
産

婦
教

育
 

D
H

C
ス

タ
ッ

フ
を

対
象

と
し

て
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

開
催

し
、

リ
フ

レ
ッ

シ
ャ

ー
コ

ー
ス

(C
H

C
の

妊
産

婦
ケ

ア
・
出

産
ケ

ア
の

知
識

・
技

術
向

上
を

目
的

と
し

て
実

施
す

る
一

ヶ
月

の
再

教
育

実
施

後
に

、
再

教
育

の
効

果
を

定
着

・
維

持
す

る
た

め
の

コ
ー

ス
)の

計
画

立
案

か
ら

実
施

に
い

た
る

技
術

を
指

導
し

た
。

D
H

C
参

加
者

は
基

本
的

な
手

法
を

理
解

し
、

各
D

H
C

で
の

具
体

的
な

実
施

計
画

が
策

定
さ

れ
た

。
 

34
．

中
澤

港
 

05
～

16
/0

8/
20

03
 

保
健

統
計

情
報

管
理

シ
ス

テ
ム

 
H

M
IS

の
普

及
を

推
進

す
る

に
あ

た
り

、
重

要
な

課
題

で
あ

る
収

集
デ

ー
タ

の
品

質
管

理
状

況
の

改
善

を
目

的
と

し
て

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
必

要
な

指
導

を
行

っ
た

。
ま

た
、

現
場

の
状

況
を

視
察

し
、

統
一

H
M

IS
を

ゲ
ア

ン
省

で
実

験
的

に
適

用
す

る
こ

と
の

妥
当

性
に

つ
い

て
長

期
専

門
家

と
と

も
に

検
討

を
加

え
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

し
て

H
M

IS
分

野
の

活
動

方
針

に
助

言
を

与
え

た
。

 
35

．
高

橋
佳

子
 

22
/1

1～
11

/1
2/

20
03

 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・評

価
PC

M
手

法
 

省
お

よ
び

郡
レ

ベ
ル

の
運

営
委

員
会

メ
ン

バ
ー

を
対

象
に

PC
M

手
法

に
よ

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・評

価
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

2
コ

ー
ス

実
施

し
た

。
参

加
者

は
、

現
段

階
で

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

実
施

状
況

を
把

握
し

、
進

捗
レ

ベ
ル

を
把

握
す

る
手

法
を

学
ぶ

と
同

時
に

、
自

分
た

ち
の

実
施

す
る

活
動

が
成

果
を

生
み

、
成

果
の

積
み

重
ね

に
よ

っ
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

目
標

が
達

成
さ

れ
る

と
い

う
PD

M
の

論
理

を
再

確
認

し
た

。
 

36
．

浅
村

里
紗

 
 

06
～

15
/0

3/
20

04
 

広
報

教
育

（
IE

C
）
 

こ
れ

ま
で

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

女
性

連
合

を
中

心
と

す
る

地
域

で
の

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
向

上
の

た
め

の
健

康
教

育
推

進
を

目
的

と
し

て
、

IE
C

教
材

活
用

技
術

、
特

に
供

与
教

材
を

中
心

と
し

て
活

用
技

術
移

転
を

進
め

て
き

た
が

、
そ

の
成

果
を

見
極

め
今

後
の

活
動

の
指

針
作

り
の

た
め

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
実

施
し

た
。

参
加

者
は

、
IE

C
活

動
を

効
果

的
に

実
施

し
て

い
く

た
め

の
計

画
策

定
、

実
施

、
評

価
の

一
連

の
流

れ
を

習
得

で
き

た
。

 
37

．
石

井
澄

江
 

 
03

～
15

/0
3/

20
04

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
管

理
 

省
運

営
委

員
会

メ
ン

バ
ー

と
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

の
指

導
者

レ
ベ

ル
を

対
象

に
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

実
施

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

目
標

達
成

へ
の

進
捗

状
況

を
レ

ビ
ュ

ー
し

、
達

成
な

い
し

未
達

成
の

理
由

の
分

析
を

行
っ

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

経
験

に
基

づ
き

国
家

R
H

C
10

年
戦

略
へ

の
提

言
を

す
る

た
め

の
必

要
な

準
備

と
し

て
、

自
主

的
に

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

す
る

必
要

性
が

認
識

さ
れ

た
。

 
38

. 
後

藤
あ

や
 

17
～

30
/0

4/
20

04
 

生
殖

器
感

染
症

（
Ｒ

Ｔ
Ｉ）

予
20

03
年

8
月

に
実

施
さ

れ
た

R
H

I調
査

の
結

果
を

も
と

に
、

調
査

実
施

コ
ミ

ュ
ー

ン
と

D
H

C
担

当
者

を
対

象
に

－258－



防
戦

略
 

R
H

I
予

防
戦

略
策

定
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
地

域
に

よ
っ

て
異

な
る

調
査

結
果

が
分

析
さ

れ
、

自
分

た
ち

が
所

属
す

る
保

健
施

設
の

管
轄

地
域

の
実

態
が

わ
か

っ
た

こ
と

で
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
参

加
者

の
RT

Iの
状

況
に

対
す

る
興

味
と

意
識

が
高

ま
っ

た
。

ま
た

、
ゲ

ア
ン

省
側

の
希

望
に

よ
り

、
20

03
年

度
の

調
査

指
導

を
行

っ
た

Tu
 D

u 
病

院
医

師
で

微
生

物
学

専
門

家
に

よ
る

19
郡

の
検

査
技

師
の

研
修

も
合

わ
せ

て
実

施
さ

れ
た

。
ま

た
、

ハ
ノ

イ
で

R
H

関
係

機
関

（政
府

機
関

、
関

連
支

援
機

関
）を

対
象

と
し

た
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
調

査
結

果
を

広
く

報
告

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

回
の

一
連

の
活

動
に

対
し

て
も

、
RT

I調
査

を
指

導
し

た
ベ

ト
ナ

ム
人

専
門

家
２

名
 （

Tu
 D

u 
病

院
医

師
・医

科
薬

科
大

学
病

院
産

婦
人

科
医

医
師

）の
協

力
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

39
.竹

内
正

人
 

12
～

19
/0

6/
20

04
 

保
健

サ
ー

ビ
ス

と
運

営
管

理
 

R
H

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
改

善
・向

上
の

一
環

と
し

て
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

が
進

め
て

い
る

サ
ー

ビ
ス

の
質

向
上

へ
の

努
力

に
対

し
て

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
・
フ

レ
ン

ド
リ

ー
・
サ

ー
ビ

ス
の

本
質

に
つ

い
て

確
認

し
、

セ
ン

タ
ー

に
定

着
さ

せ
る

た
め

の
活

動
を

行
っ

た
。

講
義

、
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
、

短
期

専
門

家
の

観
察

と
指

導
が

行
わ

れ
、

20
03

年
1

月
か

ら
始

め
た

短
期

専
門

家
に

よ
る

ク
ラ

イ
ア

ン
ト
・
フ

レ
ン

ド
リ

ー
・
サ

ー
ビ

ス
実

践
指

導
の

総
合

的
な

振
り

返
り

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
セ

ン
タ

ー
指

導
者

と
ス

タ
ッ

フ
が

、
現

状
に

満
足

し
な

い
と

い
う

考
え

を
持

ち
、

今
後

も
継

続
し

て
サ

ー
ビ

ス
の

質
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

目
標

設
定

が
可

能
と

な
っ

た
。

 
40

．
阿

部
裕

子
 

26
/0

6～
09

/0
7/

20
04

 
臨

床
検

査
・
感

染
予

防
対

策
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
ス

タ
ッ

フ
の

感
染

予
防

対
策

に
関

す
る

意
識

調
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
感

染
予

防
対

策
の

必
要

性
に

つ
い

て
、

重
要

で
あ

る
が

基
本

的
な

こ
と

で
あ

り
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
ス

タ
ッ

フ
の

多
く

は
、

す
で

に
十

分
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
で

あ
る

と
考

え
て

い
た

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

滅
菌

状
況

検
査

や
環

境
調

査
を

実
施

し
た

結
果

、
滅

菌
方

法
は

正
し

い
が

管
理

過
程

の
問

題
点

が
把

握
さ

れ
た

。
さ

ら
に

、
感

染
予

防
の

必
要

性
に

つ
い

て
専

門
家

の
講

義
が

行
わ

れ
、

実
際

の
予

防
対

策
の

改
善

点
を

再
認

識
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
41

．
角

井
信

弘
 

16
～

26
/0

7/
20

04
 

疫
学

的
調

査
と

人
口

妊
娠

中
絶

 
ベ

ト
ナ

ム
人

口
保

健
調

査
（D

H
S)

の
結

果
を

も
と

に
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
、

Ye
n 

Th
an

h、
N

gh
ia

 D
an

、
Th

an
h 

C
hu

on
g 

の
D

H
C

ス
タ

ッ
フ

を
対

象
に

、
デ

ー
タ

分
析

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
デ

ー
タ

の
意

味
を

読
み

取
り

、
Ev

id
en

ce
に

基
づ

い
て

ベ
ト
ナ

ム
の

人
工

妊
娠

中
絶

の
状

況
に

つ
い

て
説

明
す

る
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
ス

タ
ッ

フ
に

対
し

て
は

、
Ep

iIn
fo

を
使

っ
た

デ
ー

タ
分

析
を

行
う

た
め

の
指

導
を

行
っ

た
。

 
42

．
大

森
昭

子
 

31
/0

7～
09

/0
8/

20
04

 
助

産
師

教
育

・
看

護
管

理
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
ス

タ
ッ

フ
を

対
象

と
し

た
看

護
管

理
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
適

切
で

効
率

的
な

看
護

管
理

の
実

施
に

よ
っ

て
、

妊
産

婦
の

ケ
ア

の
向

上
、

技
術

面
で

の
能

力
評

価
や

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

、
セ

ン
タ

ー
と

し
て

組
織

的
に

効
果

的
に

行
え

る
こ

と
を

い
学

ん
だ

。
ま

た
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

通
し

て
、

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

が
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
フ

レ
ン

ド
リ

ー
の

精
神

で
今

以
上

の
向

上
を

目
指

す
こ

と
を

希
望

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
今

後
の

課
題

は
、

個
々

の
ス

タ
ッ

フ
の

仕
事

を
遂

行
す

う
上

で
の

満
足

度
を

上
げ

る
た

め
に

ど
う

す
る

か
、

ま
た

、
す

べ
て

の
基

盤
と

な
る

サ
ー

ビ
ス

を
よ

り
確

か
な

も
の

に
す

る
か

、
で

あ
り

、
こ

れ
ら

を
セ

ン
タ

ー
自

ら
模

索
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
こ

と
に

気
づ

く
こ

と
が

で
き

た
。

 
43

．
中

澤
港

 
04

～
14

/0
8/

20
04

 
保

健
情

報
管

理
 

デ
ー

タ
活

用
の

推
進

の
た

め
、

M
C

H
/F

P
デ

ー
タ

分
析

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

モ
デ

ル
D

H
C

の
う
ち

３
ヶ

所
と

比
較

的
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
使

用
が

進
ん

で
い

る
２

郡
に

対
し

て
実

施
し

た
。

単
に

、
デ

ー
タ

の
入

力
と

集
計

だ
け

で
は

な
く

、
デ

ー
タ

を
活

用
す

る
と

い
う
段

階
へ

進
む

手
ご

た
え

を
得

て
い

る
。

 
44

．
浅

村
里

紗
 

14
～

23
/1

2/
20

04
 

IE
C

技
術

研
修

 
女

性
連

合
は

、
こ

れ
ま

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

指
導

し
て

き
た

IE
C

技
術

研
修

に
よ

っ
て

、
本

来
実

施
し

て
き

た
保

健
教

育
の

方
法

を
向

上
さ

せ
て

き
た

。
今

後
も

継
続

し
て

行
動

変
容

を
目

的
と

し
て

有
効

な
活

動
を

展
開

す
る

メ
カ

－259－



ニ
ズ

ム
づ

く
り

と
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

得
た

経
験

と
技

術
を

広
く

普
及

し
て

い
く

た
め

に
必

要
な

材
料

と
し

て
の

記
録

（
活

動
経

緯
や

ア
プ

ロ
ー

チ
、

セ
ッ

シ
ョ
ン

・ツ
ー

ル
の

解
説

な
ど

）を
ま

と
め

る
た

め
の

枠
組

つ
く

り
を

行
っ

た
。

 
45

．
錦

織
京

子
 

31
/0

8～
14

/0
9/

20
04

 
住

民
参

加
と

保
健

行
政

(地
域

保
健

推
進

) 
省

・
郡

運
営

委
員

会
メ

ン
バ

ー
に

対
し

て
、

地
域

行
政

と
住

民
参

加
に

よ
る

地
域

保
健

推
進

活
動

の
セ

ミ
ナ

ー
を

行
い

、
須

坂
市

の
保

健
補

導
員

の
活

動
を

例
に

と
っ

て
日

本
の

経
験

を
紹

介
し

た
。

地
域

保
健

推
進

の
実

例
は

説
得

力
を

も
っ

て
受

け
止

め
ら

れ
、

参
加

者
の

多
く

が
、

行
政

が
住

民
の

健
康

を
守

る
立

場
に

あ
る

と
い

う
こ

と
や

住
民

が
積

極
的

に
参

画
す

る
こ

と
が

不
可

欠
で

あ
る

な
ど

理
解

し
、

特
に

女
性

連
合

の
メ

ン
バ

ー
は

共
感

を
持

っ
て

今
後

の
活

動
へ

の
意

欲
向

上
に

繋
が

っ
た

。
愛

育
班

モ
デ

ル
コ

ミ
ュ

ー
ン

を
含

む
６

つ
の

コ
ミ

ュ
ー

ン
（

Ye
n 

Th
an

h
郡

内
）
に

対
す

る
保

健
計

画
策

定
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
に

お
い

て
も

同
様

の
講

義
を

行
い

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

っ
た

。
 

46
．

早
乙

女
智

子
18

～
25

/0
9/

20
04

 
産

婦
人

科
 

ゲ
ア

ン
省

内
の

省
・
郡

レ
ベ

ル
の

テ
レ

ビ
局

、
新

聞
記

者
、

雑
誌

記
者

な
ど

を
対

象
と

し
て

メ
デ

ィ
ア

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
し

て
、

人
工

妊
娠

中
絶

の
基

本
的

知
識

、
リ

ス
ク

に
つ

い
て

、
避

妊
の

必
要

性
等

の
普

及
、

中
絶

防
止

へ
の

啓
蒙

を
目

的
に

メ
デ

ィ
ア

セ
ミ
ナ

ー
を

実
施

し
た

。
産

婦
人

科
医

師
ま

た
女

性
の

健
康

を
守

る
活

動
を

日
本

で
実

践
し

て
い

る
専

門
家

に
よ

っ
て

、
科

学
的

な
知

識
も

交
え

て
講

義
が

行
わ

れ
た

。
ほ

と
ん

ど
の

メ
デ

ィ
ア

関
係

の
参

加
者

に
と

っ
て

、
こ

れ
ま

で
具

体
的

に
知

り
え

な
か

っ
た

内
容

の
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

で
き

た
の

で
、

イ
ン

パ
ク

ト
は

大
き

か
っ

た
。

今
後

、
参

加
者

が
実

施
す

る
メ

デ
ィ

ア
活

動
の

中
に

、
こ

の
セ

ミ
ナ

ー
参

加
の

経
験

が
影

響
を

与
え

る
こ

と
を

期
待

し
た

い
。

ま
た

、
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

内
の

中
絶

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

専
門

家
が

観
察

し
、

現
状

を
把

握
し

た
う

え
で

将
来

へ
向

け
て

の
ア

ド
バ

イ
ス

が
な

さ
れ

た
。
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.石
井

澄
江

 
 

 
27

/3
～

05
/0

4/
20

05
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
運

営
管

理
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
後

の
活

動
の

継
続

計
画

及
び

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
現

地
国

内
研

修
の

計
画

策
定

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
、

計
画

策
定

の
指

導
を

行
っ

た
。

参
加

し
た

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
は

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

現
地

国
内

研
修

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
案

と
研

修
内

容
案

を
自

分
た

ち
で

検
討

す
る

過
程

を
通

し
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

に
期

待
さ

れ
て

い
る

役
割

を
し

っ
か

り
と

認
識

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

終
了

す
る

ま
で

の
準

備
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
が

作
ら

れ
た

。
同

時
に

、
参

加
者

は
R

H
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
の

国
内

的
意

義
や

位
置

づ
け

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
た

。
 

4
8
．

浜
野

け
い

子
 

 
 
 

(派
遣

中
) 

09
/0

5‐
07

/0
6/

20
05

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
管

理
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
運

営
管

理
の

最
終

段
階

で
あ

る
評

価
に

向
け

て
、

省
運

営
委

員
会

メ
ン

バ
ー

を
対

象
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
責

任
機

関
と

し
て

必
要

な
準

備
を

す
る

た
め

の
指

導
を

行
う

。
ま

た
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

実
施

者
で

あ
る

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
が

、
評

価
結

果
を

今
後

の
活

動
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

た
め

の
指

導
を

行
う

。
 

4
9
．

石
井

澄
江

 

 
 

（
予

定
）
 

09
-1

6/
07

/2
00

5 
住

民
参

加
型

・
広

域
展

開

普
及

ア
プ

ロ
ー

チ
 

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
（R

H
)プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
JI

C
A

が
N

G
O

と
の

信
頼

関
係

に
基

づ
く

全
面

的
な

パ
ー

ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
に

よ
っ

て
実

施
す

る
こ

と
を

英
断

し
た

ベ
ト
ナ

ム
で

最
初

の
草

の
根

に
焦

点
を

あ
て

た
広

域
展

開
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

あ
る

。
JI

C
A

だ
か

ら
実

現
で

き
た

地
域

住
民

に
密

着
し

た
広

域
R
H

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

全
容

を
、

ベ
ト
ナ

ム
関

連
省

庁
お

よ
び

、
ベ

ト
ナ

ム
に

支
援

を
行

う
国

際
機

関
、

国
際

N
G

O
に

対
し

て
広

報
す

る
た

め

の
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

に
あ

た
り

、
ベ

ト
ナ

ム
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
・
長

期
専

門
家

に
対

し
て

準
備

・
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

う
と

共
に

、
セ

ミ
ナ

ー
の

ス
ピ

ー
カ

ー
と

し
て

講
演

す
る

。
 

 I
 
-
3
 
第

1
回
運
営
指
導
調
査
団
、
２
０
０
１
年
８
月
１
９
日
～
２
５
日
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調
査
団
構
成
員
 

目
的
 

成
果
 

1
.
 団

長
：
安
藤
博
文
氏
、
日
本
大
学
国
際

学
部
教
授
 

2
.
 団

員
：
鈴
木
良
一
氏
ジ
ョ
イ
セ
フ
総
務

部
長
兼
広
報
部
長
 

3
.
 団

員
：
小
林
尚
行
氏
、
J
I
CA

医
療
協
力

部
医
療
協
力
第
１
課
課
長
代
理
 

4
.
 団

員
（
通
訳
）
：
永
井
蘭
氏
 

1
.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

開
始

後
約

１
年

を
経

た
現
在
の
進
捗
状
況
の
確
認
 

2
.
 今

後
の

課
題

の
確

認
と

必
要

に
応

じ
た

当
初
活
動
計
画
の
修
正
 

3
.
 P
D
M
修
正
案
に
関
す
る
協
議
 

1
.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

は
ほ

ぼ
順

調
に

進
捗

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た
 

2
.
 P
D
M
の
必
要
な
修
正
を
行
っ
た
。
 

3
.
 家

族
計
画
分
野

の
投
入
が
弱
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
今
後
、
人
工
妊
娠
中

絶
軽
減
活
動
推

進
に
も
重
要
な
点
で
あ
る
の
で
、
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。
 

4
.
 保

健
省
、
計
画

投
資
省
と
も
に
、
ゲ
ア
ン
省
の
経
験
を
ゲ
ア
ン
モ
デ
ル
と
し

て
国

家
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
ヘ

ル
ス

ケ
ア

戦
略

に
し

資
す

る
こ

と
を

期
待

し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
 
 

I
 
-
3
 
第
２
回
運
営
指
導
調
査
団
、
２
０
０
２
年
８
月
２
０
日
～
３
０
日
 

調
査
団
構
成
員
 

目
的
 

成
果
 

1
.
 
団
長
：
安
藤
博
文
氏
、
国
内
委
員
会
委

員
長
、
日
本
大
学
国
際
学
部
教
授
 

2
.
 
団
員
：
枡
森
と
も
子
、
葛
飾
赤
十
字
産

院
看
護
部
長
 

3
.
 
団
員
：
鈴
木

良
一
氏
ジ
ョ
イ
セ
フ
事
務

局
長
補
、
総
務
部
長
兼
広
報
部
長
 

4
.
 
団
員
：
竹
内
清
佳
氏
、
J
I
CA

医
療
協
力

部
医
療
協
力
第
１
課
 

5
.
 
団
員
（
通
訳
）
：
永
井
蘭
氏
 

1
.
 
開

始
か

ら
２

年
の

活
動

期
間

を
経

た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
の
確
認
 

2
.
 
今

後
の

課
題

の
確

認
と

必
要

に
応

じ
た

当
初
活
動
計
画
の
修
正
 

3
.
 
P
D
M
修
正
案
（
指
標
）
に
関
す
る
協
議
 

4
.
 
Ｆ

Ｐ
サ

ー
ビ

ス
と

の
連

携
強

化
に

向
け

て
の
協
議
 

1
.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

は
ほ

ぼ
順

調
に

進
捗

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た
。
 

2
.
 今

後
の
課
題
と

し
て
、
山
岳
地
域
へ
の
対
応
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
意
識
改

革
を
目
指
し
た

IE
C
活
動
強
化
、
H
MI
S
指
導
な
ど
に
つ
い
て
方
向
性
を
確

認
し
た
。
 

3
.
 P
D
M
の
指
標
の
検
討
を
行
っ
た
。
 

4
.
 家

族
計
画
サ
ー

ビ
ス
と
連
携
を
強
化
す
る
た
め
に
、
省
・
郡
・
コ
ミ
ュ
ー
ン

各
レ

ベ
ル

の
人

口
家

族
子

ど
も

委
員

会
を

運
営

委
員

会
メ

ン
バ

ー
に

加
え

る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。
 

I
 
-
3
 
中
間
評
価
指
導
調
査
団
、
２
０
０
３
年
８
月
２
０
日
～
9
月
２
日
 
 

調
査
団
構
成
員
 

目
的
 

成
果
 

1
.
 団

長
：
安
藤
博
文
氏
、
国
内
委
員
会
委

員
長
、
日
本
大
学
国
際
学
部
教
授
 

2
.
 団

員
：
鈴
木
良
一
氏
、
ジ
ョ
イ
セ
フ
事

務
局
次
長
 

3
．
団
員
：
加
藤
良
子
氏
、
葛
飾
赤
十
字
産

院
N
I
CU

看
護

婦
長
 

4
．
団
員
：
高
島
恭
子
氏
、
ジ
ュ
ニ
ア
専
門

員
J
I
C
A
医
療
協
力
部
医
療
協
力
第
１
課
 

5
．
団
員
（
通
訳
）：

永
井
蘭
氏
 

1
.
 
開

始
か

ら
３

年
を

経
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
状

況
と

成
果

の
確

認
と

評
価

を
行
う
。
 

2
.
 
評

価
結

果
に

基
づ

い
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

ま
で

の
実

施
計

画
の

協
議

・
確
認
を
行
う
。
 

1
.
 
３
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
実
施
の
進
捗
状
況
が
把
握
さ
れ
、
量

的
・

質
的
両
面
に
お
け
る
評
価
が
な
さ
れ
、
現
在
ま
で
に
達
成
さ
れ
た
成
果
と

現
状
に
お
い
て
、
終
了
時
ま
で
に
期
待
さ
れ
る
成
果
が
把
握
さ
れ
た
。
 

2
．
 現

時
点
で
の
課
題
が
確
認
さ
れ
、
越
・
日
双
方
の
合
意
が
得
ら
れ
た
。
 

3
．
 評

価
結
果
に
基
づ
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
の
活
動
実
施
お
よ
び

ベ
ト
ナ
ム
側
に
よ
る
活
動
継
続
へ
の
指
針
が
示
さ
れ
た
。
 

I
 
-
4
 
終
了
時
評
価
調
査
団
、
２
０
０
５
年
６
月
１
２
日
～
２
４
日
 
(
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
：
６
月
４
日
～
２
４
日
)
 
(
予
定
)
 

調
査
団
構
成
員
 

目
的
(案

) 
期
待
さ
れ
る
成
果
(案

) 
1
.
 団

長
：
安
藤
博
文
氏
、
国
内
委
員
会
委

員
長
、
日
本
大
学
国
際
学
部
教
授
 

2
.
 団

員
：
鈴
木
良
一
氏
、
ジ
ョ
イ
セ
フ
事

1
.
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
に

際
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
、

上
位

目
標

の
達

成
状

況
を
把
握
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
妥
当
性
、

1
.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
達
成
度
に
つ
い
て
、
量
的
・
質
的
両
面
に
お
け
る

評
価
に
必
要
な
デ
ー
タ
・
情
報
が
収
集
さ
れ
、
達
成
さ
れ
た
成
果
と
現
状

が
把
握
さ
れ
、
総
合
的
か
つ
公
平
な
評
価
が
行
わ
れ
る
。
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務
局
次
長
 

3
．
団
員
：
早
乙
女
智
子
氏
、
横
浜
ふ
れ
あ

い
ホ
ス
ピ
タ
ル
 産

婦
人
科
医
 

4
．
団
員
：
佐
々
木
健
太
氏
、
J
I
C
A
人
間
開

発
部
母
子
保
健
チ
ー
ム
 

5
．
飯
山
さ
ち
え
：
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ン
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
 

5
．
団
員
（
通
訳
）：

永
井
蘭
氏
 

有
効

性
、

効
率

性
、

持
続

性
、

イ
ン

パ
ク
ト
等
の
観
点
か
ら
評
価
す
る
。
 

2
.
 
評

価
結

果
に

基
づ

い
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

に
つ

い
て

、
ベ

ト
ナ

ム
側

に
対
し
て
実
行
可
能
な
提
言
を
行
う
。
 

3
.
 

今
後

、
同

種
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
資

す
る
た
め
の
教
訓
を
ま
と
め
る
。
 

2
.
 
ベ
ト
ナ
ム
国
家

RH
C
戦
略
の
展
開
に
と
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
ア

プ
ロ
ー
チ
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
 

3
．
 評

価
の
結
果
に
基
づ
き
、
ベ
ト
ナ
ム
側
に
対
し
て
、
今
後
の

R
H
推
進
・

向
上
に
有
効
か
つ
実
行
可
能
な
提
言
が
行
わ
れ
る
。
 

4
．
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
験
に
基
づ
き
、
今
、
同
種
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営

に
資
す
る
よ
う
に
、
越
・
日
双
方
に
と
っ
て
有
効
な
教
訓
が
ま
と
め
ら
れ

る
。
 

 Ⅱ
 
資
機
材
供
与
 
 

 

 2
0
0
0
年
度
供
与
機
材

 
 
(U
S
$ 
2
0
6
,
57
4
)
 

供
与
先
 

内
容
 

総
額
 

母
子
保
健
/家

族
計
画
 (
M
C
H/
F
P
)
セ
ン
タ
ー
 

 
車
両

2
台
 
(
内
 
1
台
は
専
門
家
用
)
、
オ
ー
ト
バ
イ

5
台
 

（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
付
）
 

コ
ピ
ー
機
 
1
台
 

U
S
$
6
2
,1
3
0
 

郡
保
健
セ
ン
タ
ー
(
D
H
C)
 
 
(
新
規
 
1
1
郡
)
 

 
O
H
P
及
び
ス
ク
リ
ー
ン
 
1
1
セ
ッ
ト
、
T
OA

拡
声
装
置
 
11

セ
ッ
ト
、
 

オ
ー
ト
バ
イ
 
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
付
）
 
 
1
1
台
、
 
 

C
H
C
用
医
療
機
材
一
式
：
2
セ
ッ
ト
(
Qu
y
n
h 
L
u
u、

H
un
g
 
Ng
u
y
e
n
 
DH
C
s
)
 

U
S
$
3
7
,5
0
6
 

コ
ミ
ュ
ー
ン
保
健
セ
ン
タ
ー
 (
C
H
C
)
 
 

医
療
機
材
 
（
婦
人
検
診
台
、
ベ
ッ
ド
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
滅

菌
器
、
血
圧
計
他
）
 

5
6
セ
ッ
ト
 (
4
2
 C
H
C
s 
i
n
 Q
u
y
n
h
 
Lu
u
、
1
4
 
CH
C
s
 H
u
n
g 
N
g
u
y
e
n 
d
i
st
r
i
ct
s
)
 

U
S
$
1
0
6,
9
3
4
 

 2
0
0
1
年
度
供
与
機
材
 
 
 
(
U
S
$
 
49
3
,
96
7
)
 

供
与
先
 

内
容
 

総
額
 

郡
保
健
セ
ン
タ
ー
(
D
H
C)
 
（
1
1
郡
）
 

1
1
品
目
 
（
コ
ル
ポ
ス
コ
ー
プ
､
自
動
手
洗
い
機
な
ど
）
 
 

及
び

CH
C
用
機
材
一
式
 
９
セ
ッ
ト
 

コ
ミ
ュ
ー
ン
保
健
セ
ン
タ
ー
 (
C
H
C
)
  
 

１
６
６
 
C
HC

向
け
１
６
６
セ
ッ
ト
 
（
Q
ue
 P
h
o
n
g,
 Q
u
y
 C
h
a
u
、
Qu
y
 H
op
, 
K
y 
S
o
n,
 T
u
on
g
 

D
u
o
n
g
,
 
Hu
n
g
 
N
gu
y
e
n,
 
A
n
h 

S
o
n
,
 
T
a
n
 
K
y
、

Cu
a
 
L
o
,
 
Q
u
y
n
e
 
L
uu
,
 
a
n
d
 
Y
e
n
 
T
h
an
h

D
i
s
t
r
ic
t
s）

及
び

Y
en
 T
h
an
h
以
外
の

9
郡

D
HC

に
１
セ
ッ
ト
ず
つ

9
セ
ッ
ト
、
合
計

1
7
5

セ
ッ
ト
 

U
S
$
 
4
93
,
9
67
 

 2
0
0
2
年
度
供
与
機
材
 
 
(
U
S$
 
1
6
4
,
05
1
)
 

供
与
先
 

内
容
 

総
額
 

省
病
院
 

1
コ
ル
ポ
ス
コ
ー
プ
 

U
S
$
1
5
6,
1
4
5
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郡
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
 

新
規
１
１
郡
向
け
医
学
書
１
１
セ
ッ
ト
 

モ
デ
ル
郡
保
健
セ
ン
タ
ー
(
D
HC
)
,
 
保
健
局
：
５

台
、
V
i
nh
,
 H
N,
 C
L：

各
２
台
,
 Y
T
、
 
N
g
D
、
T
C
：

各
１
台
 

1
4
セ
ッ
ト
 
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
プ
リ
ン
タ
ー
）
 

コ
ミ
ュ
ー
ン
保
健
セ
ン
タ
ー
 (
C
H
C
)
 

D
H
C
（
家
庭
訪
問
キ
ッ
ト
）
 

2
2
2
セ
ッ
ト
 
（
マ
ギ
ー
エ
プ
ロ
ン
、
医
学
書
、
掛
時
計
）、

5
0
9
家
庭
訪
問
キ
ッ
ト
（
乳
児

体
重
計
、
血
圧
測
定
器
等
）、

水
害
地
域
Ｃ
Ｈ
Ｃ
へ
の
基
礎
機

材
 

C
H
C
、
DH
C
 

機
材
保
守
管
理
工
具
（
４
８
８
セ
ッ
ト
）
 

U
S
$
4
,
31
3
 

家
庭
訪
問
キ
ッ
ト
用
バ
ッ
グ
製
作
 

5
0
9
バ
ッ
グ
 

U
S
$
3
,
59
3
 

 2
0
0
3
年
度
供
与
機
材
 

U
S
$
1
6
0,
1
2
8 
 

供
与
先
 

内
容
 

総
額
 

Ｍ
Ｃ
Ｈ
／
Ｆ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
 

2
情
報
関
連
機
器
、
１
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
１
超
音
波
診
断
装
置
、
2
ビ
デ
オ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
1
プ
リ
ン
タ
ー
、
1
超
音
波
診
断
装
置
、

 

郡
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
（
D
H
C）

 
1
9
発
電
機
、
1
9
顕
微
鏡
、
１
エ
ン
ジ
ン
付
き
ボ
ー
ト
（
T
uo
n
g
 
D
u
on
g
）
 

保
健
統
計
情
報
整
備
用
端
末
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

13
セ
ッ
ト
 

郡
女
性
連
合
 

1
9
妊
娠
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
 

コ
ミ
ュ
ー
ン
保
健
セ
ン
タ
ー
 (
C
H
C
)
  
 

3
セ
ッ
ト
基
本
医
療
機
材
（
3
新
設
コ
ミ
ュ
ー
ン
）、

保
健
情
報
用
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
 

2
5
3
ポ
ン
プ
（
Ｇ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｐ
で
ポ
ン
プ
を
供
与
さ
れ
て
い
な
い
Ｃ
Ｈ
Ｃ
対
象
）
 

電
話
（
電
話
回
線
が
す
で
に
引
か
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ー
ン
対
象

）
 

U
S
$
1
6
0,
1
2
8 
 

 2
0
0
4
年
度
供
与
機
材
 

供
与

先
 

内
容

 
総

額
 

Ｍ
Ｃ

Ｈ
／

Ｆ
Ｐ

セ
ン

タ
ー

 
IU

D
挿

入
抜

去
用

器
材

4
セ

ッ
ト
 

産
婦

人
科

用
器

材
（
点

滴
用

ス
タ

ン
ド

、
会

陰
切

開
用

医
療

鋏
、

抜
糸

用
医

療
鋏

、
会

陰
縫

合
用

手
術

針
、

他
）
 

U
S$

 4
86

.8
2 

 

郡
ヘ

ル
ス

セ
ン

タ
ー

（
D

H
C

）
 

IU
D

挿
入

抜
去

用
器

材
5
7

セ
ッ

ト
（１

９
郡

ヘ
ル

ス
セ

ン
タ

ー
） 

サ
ー

バ
ー

用
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
附

属
品

付
3

セ
ッ

ト
（
3

郡
 
N

gh
i 
L
o
c,

 N
am

 D
an

, 
D

ie
n
 C

ha
u

各
1

セ
ッ

ト
)、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

設
置

用
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
1
0

台
U

P
S

付
（病

院
管

理
用

ソ
フ

ト
設

置
郡

）
 

 U
S$

 2
9,

03
1.

95
 

 

コ
ミ
ュ

ー
ン

保
健

セ
ン

タ
ー

 
(C

H
C

) 
 
 

3
セ

ッ
ト
家

庭
訪

問
キ

ッ
ト
（
3

新
設

コ
ミ

ュ
ー

ン
）
 

6
8
 

分
娩

台
・婦

人
科

検
診

台
用

踏
み

台
（
N

gh
i 
L
o
c 

3
4

コ
ミ
ュ

ー
ン

各
2

個
）
 

4
6
9
 

IU
D

挿
入

抜
去

用
器

材
セ

ッ
ト
 

U
S$

10
,2

03
.3

2 
 

女
性

連
合

 
省

 
教

材
書

籍
 

(U
S$

 1
,2

11
.2

6 
(¥

13
1,

74
0)

 
U

S$
10

4,
22

7.
86
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郡
 

教
材

書
籍

 
U

S$
2,

25
9.

04
 

(¥
24

5,
69

3.
19

) 
コ

ミ
ュ

ー
ン

 
4
6
9
 

拡
声

器
（
ア

ン
プ

1
、

マ
イ

ク
2
、

ス
ピ

ー
カ

ー
2
、

無
線

装
置

1
）
 

教
材

書
籍

 
U

S$
 5

5,
72

5.
44

 
(¥

6,
06

0,
69

9)
 

ハ
ム

レ
ッ

ト
 

教
材

書
籍

 
U

S$
45

,0
32

.1
2 

(¥
4,

89
7,

69
3)

 
 

合
計

 
U

S$
14

3,
94

9.
95

 
 Ⅲ

 
 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
研
修
 
 
（
44

人
う
ち

4
人
は

2
0
05

年
度
研
修
予
定
）
 

 

氏
名
 

研
修
期
間

 
研
修
内
容
/成

果
 

20
00

年
度
研
修
 

１
．
グ
エ
ン
・
バ
・
タ
ン
 

D
r
.
 
N
gu
y
e
n 
B
a
 T
a
n
 

２
．
ブ
イ
・
デ
ィ
ン
・
ロ
ン
 

D
r
.
 
B
ui
 
D
in
h
 
Lo
n
g
 

1
8
/
0
6
/2
0
00

～

1
9
/
0
7
/2
0
0
0
 

日
本
の
母
子
保
健
行
政
を
中
心
に
研
修
。
東
京
で
国
家
レ
ベ
ル
の
母
子
保
健
行
政
と

NG
O
の
家
族
計
画
活
動
に
つ
い

て
学
ん
だ
後
、
群
馬
､
福
島
、
山
梨
､鹿

児
島
県
を
訪
問
し
た
。
訪
問
先
で
は
ベ
ト
ナ
ム

R
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
短
期
専

門
家
が
受
け
入
れ
窓
口
と
な
り
、
地
方
行
政
、
地
区
組
織
活
動
、
GO
/
N
GO

連
携
、
人
材
育
成
、
病
院
運
営
・
管
理
等

に
つ
い
て
学
ん
だ
。
 

20
01

年
度
研
修
 

３
．
ホ
ア
ン
・
キ
ー
 
 

M
r
.
 
H
oa
n
g
 K
y
 

2
0
/
0
2
/2
0
02

～

1
2
/
0
3
/2
0
0
2
 

日
本
の
母
子
保
健
行
政
を
中
心
に
研
修
。
東
京
で
国
家
の
母
子
保
健
行
政
と

N
GO

の
家
族
計
画
活
動
に
つ
い
て
学
ん

だ
後
、
山
梨
県
を
訪
問
し
、
地
方
行
政
、
地
区
組
織
活
動
、
G
O
/
NG
O
連
携
、
学
校
保
健
等
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
 

４
．
グ
エ
ン
・
ズ
イ
・
ケ
ー
 

D
r
.
 
N
gu
y
e
n 
D
u
y 
K
h
e
 

５
．
チ
ャ
ン
・
ク
ワ
ン
・
フ
ォ
ン
 

D
r
.
 
T
ra
n
 
Qu
a
n
g 
P
h
on
g
 

東
京
で
国
の
母
子
保
健
行
政
と

N
GO

の
家
族
計
画
活
動
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
山
梨
県
、
鹿
児
島
県
を
訪
問
し
、
地

方
行
政
、
地
区
組
織
活
動
、
GO
/
N
G
O
連
携
、
学
校
保
健

、
人
材
育
成
、
病
院
運
営
・
管
理
等
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
 

６
．
チ
ャ
ン
・
ン
ゴ
ッ
ク
・
ハ
イ
ン
 

D
r
.
 
T
ra
n
 
Ng
o
c
 H
a
n
h 
 

７
．
フ
ァ
ム
・
テ
ィ
・
ホ
ア
イ
 

M
s
.
 
P
ha
m
 
Th
i
 
Ho
a
i
 

2
0
/
0
2
/2
0
02

～

2
2
/
0
3
/2
0
0
2
 

東
京
で
国
の
母
子
保
健
行
政
と

N
GO

の
家
族
計
画
活
動
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
山
梨
県
、
群
馬
県
を
訪
問
し
、
愛
育

班
活
動
や
、
婦
人
会
活
動
を
中
心
と
し
て
、
日
本
の
草
の
根
レ
ベ
ル
に
お
け
る
母
子
保
健
・
家
族
計
画
推
進
の
経
験

に
つ
い
て
学
ん
だ
。
 

－264－



20
02

年
度
研
修
 

8
．
 
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
ホ
ア
 

M
s
.
 
N
gu
y
e
n 
T
h
i 
H
o
a
 

0
7
/
2
0
02
 

～

0
3
/
2
0
03
 

妊
産
婦
教
育
お
よ
び
妊
産
婦
ケ
ア
分
野
の
研
修
と
し
て
、
葛
飾
赤
十
字
産
院
で
の
長
期
研
修
を
通
し
て
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
基
づ
い
た
妊
産
婦
ケ
ア
全
般
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
個
人
の
助
産
師
が
経
営
す
る
助

産
院
で
の
研
修
で
は
、
小
規
模
な
が
ら
、
助
産
師
と
必
要
な
場
合
に
連
携
で
き
る
レ
フ
ァ
ラ
ル
シ
ス
テ
ム
に
支
え
ら

れ
た
安
全
で
清
潔
な
自
宅
で
の
分
娩
が
ど
の
よ
う
に
可
能
で
あ
る
か
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。
研
修
後
半
に
は
、
他
の

4
名
の
研
修
員
と
と
も
に
、
母
子
保
健
行
政
、
統
計
、
地
区
組
織
活
動
、
G
O/
N
GO

連
携
、
学
校
保
健
、
人
材
育
成
、

病
院
運
営
・
管
理
等
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。
 

9
．
 
カ
オ
・
フ
ィ
・
テ
ィ
・
ガ
 

D
r
.
 
C
ao
 
P
hi
 
N
ga
 

1
0
．
 ダ

オ
・
チ
ョ
ン
・
ズ
ン
 

D
r
.
 
D
ao
 
T
ro
n
g
 D
u
n
g
 

1
1
．
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
リ
エ
ン
 

M
s
.
 
N
gu
y
e
n 
T
h
i 
L
i
en
 

1
2
．
 グ

エ
ン
・
ス
ア
ン
・
ホ
ン
 

D
r
.
 
N
gu
y
e
n 
X
u
an
 
H
on
g
 

1
1
/
02

～

1
5
/
0
3
/2
0
0
3
 

東
京
で
国
の
母
子
保
健
行
政
、
統
計
シ
ス
テ
ム
な
ら
び
に

N
G
O
の
家
族
計
画
活
動
、
さ
ら
に
産
院
で
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
実
践
に
つ
い
て
学
び
、

山
梨
県
、
鹿
児
島
県
を
訪
問
し
、
地
方
行
政
、
東
京
で
国
の

母
子
保
健
行
政
と

N
G
O
の
家
族
計
画
活
動
に
つ
い
て
学

ん
だ
後
、
山
梨
県
、
鹿
児
島
県
を
訪
問
し
、
地
方
行
政
、
地

区
組
織
活
動
、
G
O/
N
GO

連
携
、
学
校
保
健
、
人
材
育
成

、
サ
ー
ビ
ス
の
質
、
病
院
運
営
・
管
理
等
に
つ
い
て
学
ん
だ
。 

20
03

年
度
研
修
 

1
3
．
ホ
ア
ン
・
ク

オ
ッ
ク
・
キ
ェ
ウ

D
r
.
 
H
oa
n
g
 Q
u
o
c 
K
i
eu
 

1
4
．
ホ
ア
ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
 

D
r
.
 
H
oa
n
g
 T
h
i
 T
u
u
 

1
5
．
グ
エ
ン
・
テ

ィ
・
ト
ゥ
イ
・
ア

イ
ン
 

M
s
.
 
N
gu
y
e
n 
T
h
i 
T
h
uy
 
A
nh
 

1
6
．
フ
ァ
ム
・
テ
ィ
・
ハ
イ
 

M
s
.
 
P
ha
m
 
Th
i
 
Ha
i
 

0
3
/
06

～

1
9
/
0
7
/2
0
0
3
 

妊
産
婦
教
育
お
よ
び
妊
産
婦
ケ
ア
分
野
の
研
修
と
し
て
、
葛
飾
赤
十
字
産
院
で
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
サ

ー
ビ
ス
に
基
づ
い
た
妊
産
婦
ケ
ア
、
個
人
の
助
産
師
が
経
営
す
る
助
産
院
で
の
研
修
で
は
、
小
規
模
な
が
ら
、
助
産

師
と
必
要
な
場
合
に
連
携
で
き
る
レ
フ
ァ
ラ
ル
シ
ス
テ
ム
に
支
え
ら
れ
た
安
全
で
清
潔
な
自
宅
で
の
分
娩
が
ど
の
よ

う
に
可
能
で
あ
る
か
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。
鹿
児
島
県
を
訪
問
し
、
地
区
組
織
活
動
、
病
院
運
営
・
管
理
等
に
つ
い

て
学
ん
だ
。
 

帰
国
後
、
研
修
成
果
を
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
発
表
す
る
報
告
会
が
開
か
れ
た
。
ま
た
、
研
修
参
加
者
に
よ
る
セ
ン

タ
ー
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
と
す
る
定
期
的
な
院
内
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
院
内
研
修
の
来
年
度
計
画

も
策
定
さ
れ
た
。
 

17
. 
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
フ
ッ
ク

 
 

D
r. 

N
gu

ye
n 

Th
i P

hu
c 

18
. 
フ
ァ
ム
・
シ
ュ
ア
ン
・
ホ
イ
 

 
 

M
r. 

Ph
am

 X
ua

n 
H

oi
 

2
7
/
0
1～

2
2
/
0
2
/2
0
0
4
 

東
京

で
の

セ
ッ

シ
ョ
ン

、
お

よ
び

群
馬

県
を

訪
問

し
、

地
方

行
政

、
地

区
組

織
活

動
、

G
O

/
N

G
O

連
携

、
学

校
保

健
、

人
材

育
成

、
サ

ー
ビ

ス
の

質
等

に
つ

い
て

学
ん

だ
。

 

1
．

 プ
ラ

イ
マ

リ
ヘ

ル
ス

ケ
ア

の
視

点
に

た
っ

た
地

域
組

織
（
住

民
参

加
）に

よ
る

地
域

展
開

型
R
H

推
進

活
動

と
行

政
の

役

－265－



19
. 
グ
エ
ン
・
ザ
イ
ン
･
リ
ン
 

 
 

D
r. 

N
gu

ye
n 

D
an

h 
Li

nh
 

 20
. 
ズ
オ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ラ
ム

 
 

M
r. 

D
uo

ng
 V

an
 L

am
 

21
. D

r. 
D

an
g 

M
an

h 
B

in
h 

 
ザ
ン
・
マ
イ
ン
・
ビ
ン
 

2
2
.
 
M
s.
 
T
ra
n
 
Ki
m
 
Ng
u
y
en
 

 
チ
ャ
ン
・
キ
ム
・
グ
エ
ン
 

2
3
.
 
D
r.
 
N
gh
i
e
m 
T
h
i 
X
u
an
 
H
a
n
h
 

 
 
ギ
エ
ム
・
テ
ィ
・
ス
ア
ン
・

ハ
イ
ン
 

2
4
.
 
M
r.
 
T
ru
o
n
g 
Q
u
oc
 
C
hi
e
n
 

チ
ュ
オ
ン
・
ク
ォ
ッ
ク
・
チ
ェ

ン
 

割
お

よ
び

連
携

：
草

の
根

レ
ベ

ル
で

R
H

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

実
現

し
継

続
・維

持
を

可
能

に
す

る
活

動
の

実
際

を
日

本
の

経
験

を
学

ぶ
と

と
も

に
、

国
家

R
H

戦
略

を
具

体
的

に
展

開
し

て
い

く
た

め
に

中
央

と
地

方
行

政
の

役
割

を
理

解

し
、

住
民

に
裨

益
す

る
連

携
を

学
ん

だ
 
 

2
．

 中
絶

予
防

を
目

指
し

た
F
P

強
化

推
進

：
中

絶
の

リ
ス

ク
に

つ
い

て
理

解
し

、
日

本
に

お
け

る
中

絶
予

防
を

目
指

し
た

家

族
計

画
普

及
に

お
け

る
取

り
組

み
に

つ
い

て
学

ん
だ

 

3
．

 R
H

の
質

の
向

上
～

ク
ラ

イ
ア

ン
ト
フ

レ
ン

ド
リ

ー
サ

ー
ビ

ス
：
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
、

特
に

女
性

の
視

点
に

立
っ

た
R
H

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

具
体

的
に

学
ん

だ
 

4
．

 思
春

期
R
H

ケ
ア

：
思

春
期

R
H

ケ
ア

を
推

進
す

る
た

め
の

支
援

環
境

作
り

、
地

域
社

会
の

役
割

、
学

校
保

健
な

ど
に

つ

い
て

学
ん

だ
 

参
加

者
の

所
属

先
：
 

グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
フ
ッ
ク
：
ゲ
ア
ン
省
保
健
局
局
長
、
フ
ァ
ム
・
シ
ュ
ア
ン
・
ホ
イ
：
人
口
家
族
子
ど
も
委
員
会
委

員
長
、
グ
エ
ン
・
ザ
イ
ン
･
リ
ン
：
ゲ
ア
ン
省
病
院
副
院
長
、
ズ
オ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ラ
ム
：

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
人

材
・

調
達
課
長
、
グ
エ
ン
・
ク
ア
ン
・
ヴ
ィ
ン
：
フ
ン
グ
エ
ン
郡
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
院
長
、
チ
ャ
ン
・
キ
ム
・
グ
エ
ン
：

計
画
投
資
省
労
働
社
会
文
化
局
、
ギ
エ
ム
・
テ
ィ
・
ス
ア
ン
・
ハ
イ
ン
：
保
健
省

U
N
FP
A
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
、
チ
ュ
オ
ン
・
ク
ォ
ッ
ク
・
チ
ェ
ン
：
ホ
ア
ビ
ン
省
保
健
局

 
25

. D
r. 

N
gu

ye
n 

Q
ua

ng
 V

in
h 

 
グ
エ
ン
・
ク
ア
ン
・
ヴ
ィ
ン

 
 

ツ
ー
ズ
ー
病
院
医
師
 

26
. 

D
r. 

Ph
am

 N
gh

ie
m

 M
in

h 
 

フ
ァ
ム
・
ギ
ィ
エ
ム
・
ミ
ン

 
ツ
ー
ズ
ー
病
院
医
師
 

1
2
/
0
1～

8
/
0
2
/
20
0
4
 

1
. 

E
vi

de
n
ce

 
B

as
ed

 
P
u
b
lic

 
H

ea
lt
h
/
M

ed
ic

in
e（

根
拠

に
基

づ
く

公
衆

衛
生

･医
療

）
の

推
進

：
公

衆
衛

生
が

地
域

の
疾

病
予

防
と

健
康

増
進

を
目

標
と

す
る

実
践

科
学

で
あ

り
、

地
域

の
人

々
の

健
康

向
上

に
貢

献
す

る
デ

ー
タ

の
提

供
、

そ

し
て

、
地

域
に

貢
献

で
き

る
医

師
・
研

究
者

育
成

を
行

う
こ

と
を

学
ん

だ
。

 

2
. 

地
域

展
開

型
R
H

推
進

活
動

と
行

政
・
大

学
の

役
割

お
よ

び
連

携
：
大

学
（
病

院
）
・
行

政
が

連
携

し
て

、
地

域
住

民
参

加
型

を
基

本
に

実
施

し
て

い
る

地
域

保
健

計
画

立
案

・
保

健
活

動
の

実
践

例
か

ら
、

地
域

保
健

活
動

を
理

解
し

、
そ

こ

で
大

学
（
病

院
）が

果
た

す
役

割
を

学
ん

だ
。

 

3
. 

R
H

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
：地

域
の

中
枢

医
療

機
関

の
産

婦
人

科
・臨

床
検

査
部

の
診

療
体

制
・
技

術
、

そ
し

て
地

域

と
の

連
携

を
学

ん
だ

。
 

4
. 

R
T

I
感

染
の

疫
学

お
よ

び
予

防
対

策
：ゲ

ア
ン

省
で

得
た

デ
ー

タ
を

詳
細

に
分

析
・検

討
し

、
１

－
３

で
学

ん
だ

こ
と

を
応

用
し

て
、

R
T

I
予

防
対

策
案

を
た

て
た

。
 

20
04

年
度
研
修
 

27
. 

 D
r. 

B
ui

 T
hi

 C
ha

u 
 

  
  

ブ
イ
・
テ
ィ
・
チ
ャ
ウ

 
28

. 
 D

r. 
Tr

an
 P

ho
ng

 
  

  
チ
ャ
ン
・
フ
ォ
ン

 

2
1
/
0
6～

1
6
/
0
7
/2

0
0
4
 

 

R
H

サ
ー

ビ
ス

の
改

善
へ

の
具

体
的

取
り

組
み

と
環

境
作

り
を

目
指

し
た

、
妊

産
婦

教
育

お
よ

び
妊

産
婦

ケ
ア

分
野

の
研

修

と
し

て
、

前
年

度
の

研
修

経
験

を
踏

ま
え

て
葛

飾
赤

十
字

産
院

で
は

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

フ
レ

ン
ド

リ
ー

サ
ー

ビ
ス

に
基

づ
い

た
妊

産
婦

ケ
ア

、
個

人
の

助
産

師
が

経
営

す
る

助
産

院
で

の
研

修
で

は
、

助
産

師
と

必
要

な
場

合
に

連
携

で
き

る
レ

フ
ァ

ラ
ル

シ

－266－



29
. 

 D
r. 

N
gu

ye
n 

Th
an

h 
Th

uy
 

 
 
グ
エ
ン
・
タ
イ
ン
・
テ
ュ
イ

 
30

. 
 D

oa
n 

Th
i T

hu
c A

nh
 

ダ
ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
ッ
ク
・
ア

イ
ン

 

ス
テ

ム
に

支
え

ら
れ

た
安

全
で

清
潔

な
自

宅
で

の
分

娩
が

ど
の

よ
う

に
可

能
で

あ
る

か
に

つ
い

て
学

ん
だ

。
両

親
学

級
・
学

校
で

の
思

春
期

保
健

指
導

の
視

察
、

鹿
児

島
県

を
訪

問
し

、
地

区
組

織
活

動
、

病
院

運
営

・
管

理
等

に
つ

い
て

学
ん

だ
。

帰
国

後
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
内

で
は

研
修

報
告

会
が

開
か

れ
た

。
両

親
学

級
で

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
配

布
な

ど
、

研
修

過
程

で
作

成
し

た
教

材
を

導
入

、
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
の

視
点

に
た

っ
た

改
善

等
が

進
ん

で
い

る
。

郡
ヘ

ル
ス

セ
ン

タ
ー

か
ら

の
参

加
者

に
つ

い
て

は
、

研
修

内
容

を
積

極
的

に
D

H
C

ス
タ

ッ
フ

と
共

有
し

よ
う

と
い

う
動

き
が

あ
る

と
、

D
H

C
に

配
属

さ
れ

て
い

る

JO
C

V
助

産
師

隊
員

か
ら

報
告

が
あ

っ
た

。
 

31
. 

 M
r. 

Tr
an

 V
an

 K
ho

i 
 

ト
ラ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ホ
イ

 
32

. 
M

s. 
N

gu
ye

n 
Th

i L
e 

 
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
レ

 
33

. 
 M

r. 
Tr

an
 V

an
 S

in
h 

ト
ラ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
シ
ン

 
33

. 
M

s. 
La

m
 T

hi
 T

hu
 

 
ラ
ム
・
テ
ィ
・
ト
ゥ

 
35

. 
 M

r. 
D

oa
n 

H
uu

 D
uc

  
ド
ア
ン
・
フ
・
ド
ゥ
ッ
ク

 
36

. 
 D

r. 
C

ao
 X

ua
n 

N
gh

ie
m

  
カ
オ
・
ス
ア
ン
・
ギ
エ
ム

 
37

. 
 M

s. 
Le

 T
hi

 T
am

  
レ
・
テ
ィ
・
タ
ム

 
38

. 
 D

r. 
Le

 T
hi

 H
oa

i C
hu

ng
  

レ
・
テ
ィ
・
ホ
ア
イ
・
チ
ュ
ン

 
39

. 
 D

r. 
N

gu
ye

n 
N

go
c 

K
ha

nh
  

グ
エ
ン
・
ゴ
ッ
ク
・
カ
イ
ン

 
40

. 
 M

s. 
Le

 T
hi

 H
a 

 
レ
・
テ
ィ
・
ハ

 

1
1
/
01

～

0
6
/
0
2
/2

0
0
5
 

 

1
．

  
 行

政
の

役
割

：プ
ラ

イ
マ

リ
ー

ヘ
ル

ス
ケ

ア
の

視
点

に
立

っ
た

R
H

・母
子

保
健

推
進

に
お

け
る

行
政

の
役

割
に

つ
い

て

理
解

す
る

：中
央

と
地

方
行

政
の

役
割

を
理

解
し

、
草

の
根

レ
ベ

ル
で

R
H

の
向

上
を

実
現

し
サ

ー
ビ

ス
の

継
続

・
維

持
を

可

能
に

す
る

活
動

の
実

際
と

日
本

の
経

験
を

学
ぶ

 

 2
．

  
地

域
組

織
（
住

民
）
の

役
割

：
地

域
組

織
参

加
に

よ
る

地
域

展
開

型
Ｒ

Ｈ
・
母

子
保

健
推

進
活

動
に

つ
い

て
理

解
す

る
：

住
民

参
加

に
よ

る
住

民
に

受
け

入
れ

や
す

く
、

効
果

的
か

つ
持

続
可

能
な

Ｒ
Ｈ

・
母

子
保

健
推

進
活

動
の

事
例

か
ら

学
ぶ

（
母

子
保

健
推

進
員

活
動

）
 

 3
．

  
R
H

の
質

の
向

上
～

ク
ラ

イ
ア

ン
ト
フ

レ
ン

ド
リ

ー
サ

ー
ビ

ス
：保

健
医

療
・妊

産
婦

ケ
ア

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

の
立

場
に

立
っ

た
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
、

中
絶

予
防

に
向

け
た

避
妊

の
推

進
に

つ
い

て
、

ま
た

、
思

春
期

Ｒ
Ｈ

ケ
ア

の
重

要

性
及

び
そ

の
方

法
か

ら
学

ぶ
。

 

 M
r. 

Tr
an

 V
an

 K
ho

i：
計

画
投

資
省

国
際

関
係

局
専

門
家

、
M

s. 
N

gu
ye

n 
Th

i 
Le

：
保

健
省

R
H

局
専

門
家

、
M

r. 
Tr

an
 

Va
n 

Si
nh
：

バ
ク

ザ
ン

省
保

健
局

人
事

課
長

、
M

s. 
La

m
 T

hi
 T

hu
：

ア
ン

ザ
ン

省
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

副
所

長
、

M
r. 

D
oa

n 
H

uu
 D

uc
：

ア
ン

ザ
ン

省
中

央
総

合
病

院
産

婦
人

科
部

長
、

D
r. 

C
ao

 X
ua

n 
N

gh
ie

m
：

ゲ
ア

ン
省

保
健

局
副

局
長

、
レ
・

テ
ィ
・
タ
ム
：
ゲ
ア
ン
省
女
性
連
合
副
会
長
、

D
r. 

Le
 T

hi
 H

oa
i C

hu
ng
：
ゲ
ア
ン
省

M
C

H
/F

P
セ
ン
タ
ー
副
所
長
、

D
r. 

N
gu

ye
n 

N
go

c 
K

ha
nh
：
ゲ
ア
ン
省

M
C

H
/F

P
セ
ン
タ
ー
産
婦
人
科
医
師
、

M
s. 

Le
 T

hi
 H

a：
ゲ
ア
ン
省

M
C

H
/F

P
セ
ン
タ
ー
産
婦
人
科
準
医
師

 

20
05

年
度
研
修
 
(予

定
) 

41
. 

D
r. 

Vo
 T

hi
 V

in
h 

ヴ
ォ
・
テ
ィ
・
ヴ
ィ
ン

 
42

. 
M

s. 
Ph

am
 T

hi
 T

hu
 H

ie
n 

フ
ァ
ム
・
テ
ィ
・
ヒ
エ
ン

 

21
/0

6～
24

/0
7/

 
20

05
 

妊
産
婦
教
育
お
よ
び
妊
産
婦
ケ
ア
：
 

R
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
の
担
い
手
に
日
本
の
経
験
を

紹
介
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
質
的
向
上
を
図
り
、
ゲ
ア
ン
省
で

安
心
し
て
妊
娠
し
、
出
産
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

を
目
指
す
。
産
科
最
先
端
技
術
で
は
な
く
、
女
性
の
立
場
に

－267－



43
. 

M
s. 

D
uo

ng
 T

hi
 B

ic
h 

H
an

h 
ド

ゥ
オ

ン
・

テ
ィ

・
ビ

ッ
ク

・

ハ
イ
ン

 
44

. 
M

s. 
N

gu
ye

n 
Th

i T
uy

et
 

グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
テ
ゥ
エ
ッ
ト

 

立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
(
C
l
ie
n
t
 
F
r
ie
n
d
ly
 
S
er
v
i
ce
)
の
習
得
を
目
的
と
す
る
。
 

 Ⅳ
 
現

地
研

修
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
他

 
 
 
 

 
 

活
動

 
期

間
/日

時
 

場
所

 
参

加
者

 
成

果
 

JI
C

A
側

支
出

 
25

/1
1/

20
00

 
V

in
h 

C
ity

 
63

 D
SC

 M
em

be
rs

 
 

郡
レ

ベ
ル

対
象

者
：
 

76
人

 
実

績
：

 6
3

人
 

（
参

加
率

83
%

）
 

18
/1

2/
20

00
 

V
in

h 
 

40
 C

SC
 m

em
be

rs
  

19
/1

2/
20

00
 

H
un

g 
N

gu
ye

n 
C

SC
 

65
人

 
20

/1
2/

20
00

 
C

ua
 L

o 
C

SC
 

18
人

 
08

/0
2/

20
01

 
N

am
 D

an
 

C
SC

 
58

人
 

09
/0

2/
20

01
 

N
gh

ia
 D

an
 

C
SC

 
74

人
 

19
/0

2/
20

01
 

D
ie

n 
C

ha
u 

C
SC

 
10

2
人

 
19

/0
2/

20
01

 
N

gh
i L

oc
 

C
SC

 
90

人
 

20
/0

2/
20

01
 

D
o 

Lu
on

g 
C

SC
 

89
人

 
20

/0
2/

20
01

 
Ye

n 
Th

an
h 

C
SC

 
90

人
 

21
/0

2/
20

01
 

Ta
n 

K
y 

C
SC

 
53

人
 

22
/0

2/
20

01
 

Q
uy

nh
 L

uu
 

C
SC

 
10

9
人

 
23

/0
2/

20
01

 
A

nh
 S

on
 

C
SC

 
60

人
 

28
/0

2/
20

01
 

C
on

 C
uo

ng
 

C
SC

 
26

人
 

01
/0

3/
20

01
 

Tu
on

g 
D

uo
ng

 
C

SC
 

43
人

 
02

/0
3/

20
01

 
K

y 
So

n 
C

SC
 

39
人

 
05

/0
3/

20
01

 
Q

uy
 H

op
 

C
SC

 
47

人
 

06
/0

3/
20

01
 

Q
uy

 C
ha

u 
C

SC
 

32
人

 
07

/0
3/

20
01

 
Q

ue
 P

ho
ng

 
C

SC
 

39
人

 

1.
  

ｵ
ﾘｴ

ﾝ
ﾃ

ｰ
ｼ

ｮﾝ
ﾜ
ｰ

ｸ
ｼ

ｮｯ
ﾌ
ﾟ 

09
/0

3/
20

01
 

Th
an

h 
C

hu
on

g 
C

SC
 

10
4

人
 

 コ
ミ

ュ
ー

ン
レ

ベ
ル

対
象

者
：

 1
,3

98
人

 
実

績
：

 1
,1

78
人

 (
参

加
率

 
84

%
) 

  ゲ
ア

ン
省

全
郡

に
お

い
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

委
員

会
の

メ
ン

バ
ー

に
対

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

目
的

、
フ

ェ
ー

ズ
Ⅱ

の
活

動
内

容
等

に
関

す
る

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
と

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
ま

た
新

規
11

郡
に

お
い

て
は

JI
C

A
そ

し
て

日
本

の
O

D
A

の
一

環
と

し
て

の
R

H
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

説
明

も
実

施
。

 

U
S$

11
,9

84
 

(一
般

現
地

業
務

費
イ

ベ
ン

ト
経

費
) 

D
SC

 m
em

be
rs

 
(6

3
人

) 
C

SC
 m

em
be

rs
 

(1
,1

78
人

) 

02
/0

6/
20

03
 

K
y 

So
n 

人
民

委
員

会
(C

PC
):1

4,
 

女
性

連
合

(C
W

U
):1

4,
 C

H
C

:1
9,

 人
口

家
族

子
ど

も
委

員
会

(C
C

PF
C

):4
, 

計
:5

1 
(6

1%
) 

2. 
コ

ミ
ュ

ー
ン

運
営

委
員

会
（

C
SC

）
連

携
強

化
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
C

SC
W

S）
 

03
/0

6/
20

03
 

Tu
on

g 
D

uo
ng

 
C

PC
:8

, 
C

W
U

:1
5,

 
C

H
C

:8
, 

C
C

PF
C

:8
, 

計
:3

9 
(4

6%
) 

コ
ミ
ュ

ー
ン

レ
ベ

ル
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
推

進
責

任
機

関
と

し
て

の
意

識
の

向
上

と
実

態
の

維
持

の
た

め
に

、
新

メ
ン

バ
ー

（
人

口
家

族
子

ど
も

委
員

会
代

表
）
を

加
え

た
コ

ミ
ュ

ー
ン

運
営

委
員

U
S$

4,
55

7 
  

－268－



10
/0

6/
20

03
 

Q
uy

 H
op

 
C

PC
:1

3,
 C

W
U

:1
4,

 C
H

C
:1

6,
 

C
C

PF
C

:1
5,

 計
:5

8 
(9

1%
) 

10
/0

6/
20

03
 

Q
uy

 C
ha

u 
C

PC
:1

0,
 C

W
U

:1
1,

 C
H

C
:1

1,
 C

C
PF

C
:1

, 
計

:3
3 

(6
9%

) 
11

/0
6/

20
03

 
Q

ue
 P

ho
ng

 
C

PC
:1

1,
 C

W
U

:1
3,

 C
H

C
:1

3,
 C

C
PF

C
:5

, 
計

:4
2 

(8
1%

) 
13

/0
6/

20
03

 
V

in
h 

C
PC

:1
4,

 C
W

U
:1

8,
 C

H
C

:1
8,

 
C

C
PF

C
:1

8,
 計

:6
8 

(9
4%

) 
13

/0
6/

20
03

 
H

un
g 

N
gu

ye
n 

C
PC

:2
0,

 C
W

U
:2

2,
 C

H
C

:2
4,

 
C

C
PF

C
:2

3,
 計

:8
9 

(9
6%

) 
19

/0
6/

20
03

 
D

ie
n 

C
ha

u 
C

PC
:3

1,
 C

W
U

:3
4,

 C
H

C
:3

9,
 

C
C

PF
C

:3
3,

 計
:1

37
 (8

7%
) 

19
/0

6/
20

03
 

Ye
n 

Th
an

h 
C

PC
:1

5,
 C

W
U

:2
6,

 C
H

C
:4

0,
 

C
C

PF
C

:1
3,

 計
:9

4 
(6

3%
) 

01
/0

7/
20

03
 

N
gh

ia
 D

an
 

C
PC

:1
8,

 C
W

U
:2

6,
 C

H
C

:3
3,

 
C

C
PF

C
:2

0,
 計

:9
7 

(7
6%

) 
02

/0
7/

20
03

 
C

on
g 

C
uo

ng
 

C
PC

:8
, C

W
U

:1
2,

 C
H

C
:1

2,
 C

C
PF

C
:1

3,
 

計
:4

5 
(8

7%
) 

02
/0

7/
20

03
 

A
nh

 S
on

 
C

PC
:1

7,
 C

W
U

:1
7,

 C
H

C
:2

0,
 

C
C

PF
C

:2
0,

 計
:6

8 
(8

5%
) 

03
/0

7/
20

03
 

Q
uy

nh
 L

uu
 

C
PC

:3
1,

 C
W

U
:4

2,
 C

H
C

:4
3,

 
C

C
PF

C
:3

7,
 計

:1
53

 (9
0%

) 
16

/0
7/

20
03

 
Th

an
h 

C
hu

on
g 

C
PC

:2
8,

 C
W

U
:3

4,
 C

H
C

:3
7,

 
C

C
PF

C
:1

3,
 計

:1
12

 (7
2%

) 
17

/0
7/

20
03

 
C

ua
 L

o 
C

PC
:5

, C
W

U
:7

, C
H

C
:7

, C
C

PF
C

:7
, 

計
:2

6 
(9

3%
) 

22
/0

7/
20

03
 

D
o 

Lu
on

g 
C

PC
:2

4,
 C

W
U

:3
1,

 C
H

C
:3

1,
 

C
C

PF
C

:3
2,

 計
:1

18
 (9

2%
) 

29
/0

7/
20

03
 

N
am

 D
an

 
C

PC
20

:, 
C

W
U

:2
2,

 C
H

C
:2

2,
 

C
C

PF
C

:2
2,

 計
:8

6 
(8

3%
) 

08
/0

9/
20

03
 

Ta
n 

K
y 

C
PC

:2
0,

 C
W

U
:2

0,
 C

H
C

:1
9,

 
C

C
PF

C
:1

9,
 計

:7
8 

(9
3%

) 
09

/0
9/

20
03

 
N

gh
i L

oc
 

C
PC

:3
2,

 C
W

U
:2

9,
 C

H
C

:3
3,

 
C

C
PF

C
:3

4,
 計

:1
28

 (9
4%

) 

会
メ

ン
バ

ー
を

対
象

に
連

携
強

化
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
人

民
委

員
会

、
女

性
連

合
、

人
口

家
族

子
ど

も
委

員
会

、
C

H
C

の
４

機
関

の
メ

ン
バ

ー
が

各
郡

ご
と

に
集

ま
っ

た
。

省
レ

ベ
ル

か
ら

は
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
の

省
運

営
委

員
会

メ
ン

バ
ー

1
名

、
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

助
産

師
な

い
し

産
科

補
助

医
師

2名
、

省
人

口
家

族
子

ど
も

委
員

会
か

ら
1

名
、

省
女

性
連

合
、

JI
C

A
専

門
家

が
参

加
。

郡
運

営
委

員
会

と
共

に
実

施
し

た
。

省
SC

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
の

説
明

、
各

郡
ご

と
に

活
動

報
告

、
PC

PF
C

に
よ

る
R

H
推

進
に

お
け

る
人

口
・
FP

連
携

の
重

要
性

に
つ

い
て

の
発

表
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各
郡

人
民

委
員

会
の

SC
代

表
に

よ
る
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中

絶
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減
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す
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意
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発

表
を

行
っ

た
。

ま
た
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男

性
の

積
極

的
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促
す

こ
と

の
重

要
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す

る
た
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に

、
ビ

デ
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上
映

、
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ン
タ
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ス

タ
ッ
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る
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演
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っ

た
。

パ
ワ
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ポ

イ
ン
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、

ビ
デ

オ
等

の
視

聴
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機
器

を
活

用
す
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こ
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努
め
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加
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理

解
を

引
き

出
す

こ
と

が
で

き
た
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PC

PF
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代

表
が

コ
ミ
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ベ
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C
PF

C
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バ
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を
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PF
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プ
ロ
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営
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ン
バ

ー
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し
て

認
知

さ
れ
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自

覚
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た
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有

効
で

あ
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た
。
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年
4

月
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総

選
挙

後
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大
幅

な
人

事
異

動
が

あ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
委

員
会

メ
ン

バ
ー

に
も

異
動

の
影

響
が

あ
っ

た
。

コ
ミ
ュ

ー
ン

レ
ベ

ル
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

推
進

責
任

機
関

と
し

て
の

意
識

の
向

上
と

実
態

の
維

持
の

た
め

に
、

新
・
旧

メ
ン

バ
ー

に
対

し
て

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
人

民
委

員
会

、
女

性
連

合
、

人
口

家
族

子
ど

も
委

員
会

、
C

H
C

の
４

機
関

の
メ

ン
バ

ー
が

各
郡

で
に

集
ま

っ
た

。
省

レ
ベ

ル
か

ら
は

、
M

C
H

/F
P

ｾ
ﾝ

ﾀ
ｰ

の
省

運
営

委
員

会
メ

ン
バ

ー
1

名
、

M
C

H
/F

P
ｾ

ﾝ
ﾀ

ｰ
助

産
師

、
省

女
性

連
合

、
JI

C
A

専
門

家
が

参
加

。
郡

運
営

委
員

会
と

共
に

実
施

し
た

。
省

SC
に

よ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

全
体

の
説

明
、

郡
の

活
動

報
告

、
妊

産
婦

ケ
ア

に
関

す
る

ビ
デ

オ
上

映
、

中
絶

の
リ

ス
ク

と
予

防
、

現
代

的
避

妊
法

に
つ

い
て

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

に
よ

る
解

説
を

行
っ

た
。

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
、

ビ
デ

オ
等

の
視

聴
覚

機
器

を
活

用
し

た
。
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委
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メ
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ベ
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の

共
産

党
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祖
国

人
民

戦
線

、
農

民
連

合
、

青
年

同
盟

、
文

化
・情

報
局

か
ら

ひ
ろ

く
指

導
者

レ
ベ

ル
を

招
き

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

紹
介

を
通

し
て

R
H

関
連

問
題

に
つ

い
て

の
意

識
の

向
上

を
図

り
、

R
H

関
連

の
問

題
、

特
に

望
ま

な
い

妊
娠

を
防

ぎ
、

M
R

を
含

む
人

工
妊

娠
中

絶
を

減
少

さ
せ

て
い

く
た

め
の

知
識

を
普

及
し

た
。

広
い

分
野

の
人

々
の

理
解

が
促

進
さ

れ
た

。
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S$

93
1.

49
 

 

6.
 

PC
M

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

04
/0

7/
20

01
～

06
/0

7/
20

01
 

V
in

h 
(H

uu
 N

gh
i 

H
ot

el
) 

山
岳

部
５

郡
・D

SC
 

計
１

７
人

 
(K

S：
３

人
、

TD
：４

人
、

Q
P：

３
人

Q
C

：４
人

、
Q

H
：３

人
) 

山
岳

部
５

郡
の

問
題

意
識

・
ニ

ー
ズ

が
参

加
者

に
明

確
に

な
り

、
同

時
に

運
営

管
理

研
修

と
し

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

当
事

者
意

識
が

高
ま

っ
た

。
 

7.
 

PC
M

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

10
/0

7/
20

01
～

14
/0

7/
20

01
 

V
in

h 
(H

uu
 N

gh
i 

H
ot

el
) 

６
郡

D
SC

と
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

計
２

３
人

(Q
L：

２
人

、
H

N
g：

３
人

、
A

S：
４

人
、

TK
：
２

人
、

C
L：

４
人

V
in

h：
４

人
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
３

人
、

保
健

局
統

計
課

：１
人

) 

新
規

11
郡

の
う

ち
、

山
岳

以
外

の
6

郡
の

に
お

け
る

問
題

意
識

・
ニ

ー
ズ

が
明

ら
か

に
な

り
、

山
岳

５
郡

の
結

果
と

合
わ

せ
て

現
行

PD
M

の
見

直
し

と
修

正
の

た
め

の
情

報
が

得
ら

れ
た

。
 

U
S$

1,
89

5 
（
中

堅
）
 

8. 
PC

M
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
評

価
手

法
研

修
）
 

①
25

～
28

/1
1/

20
03

②
02

～
05

/1
2/

20
03

 

M
C

H
/F

P
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

 
①

 
省

合
同

委
員

会
メ

ン
バ

ー
機

関
関

係
者

、
省

運
営

委
員

会
メ

ン
バ

ー
、

2
郡

（
N

gh
i L

oc
, H

un
g 

N
gu

ye
nの

D
SC

メ
ン

バ
ー

）P
H

S:
1,

 P
C

PF
C

:2
, P

W
U

:3
, 

M
C

H
/F

 P
セ

ン
タ

ー
:7

, H
N

:3
, 

N
L:

3、
省

病
院

：
1 

②
 

8
郡

の
D

SC
メ

ン
バ

ー
及

び
JO

C
V

 
Q

H
:3

, N
gD

:2
, Q

L:
3,

 Y
T:

3,
 D

C
:4

, 
A

S:
2,

 JO
C

V:
4 

実
用

性
を

重
視

し
、

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
手

法
の

部
分

を
中

心
に

PC
M

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
た

。
参

加
者

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

活
動

実
施

状
況

を
把

握
し

、
進

捗
レ

ベ
ル

を
把

握
す

る
手

法
を

学
ぶ

と
同

時
に

、
自

分
た

ち
の

実
施

す
る

活
動

が
成

果
を

生
み

、
成

果
の

積
み

重
ね

に
よ

っ
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

目
標

が
達

成
さ

れ
る

と
い

う
PD

M
の

論
理

を
再

確
認

し
た

。
 

 U
S$

5,
20

8 
 

9.
 

第
1

回
C

H
C

ス
タ

ッ
フ

再
教

育
 

11
/0

6/
20

01
～

07
/0

7/
20

01
 

合
計

26
人

（C
H

C
ス

タ
ッ

フ
計

24
人

：H
N

：
10

、
A

S：
5、

Q
L：

9、
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

：2
人

）
 

10
. 

第
２

回
C

H
C

ス
タ

ッ
フ

再
教

育
 

07
/3

0/
20

01
～

25
/0

8/
20

01
 

合
計

26
人

（C
H

C
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
計

24
人

：
H

N
：

３
、

Q
L：

15
、

C
L：

2、
TK

：
1、

A
S：

1、
TD

：
1、

V
in

h：
1、

M
C

H
/F

P
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ

2
人

）
11

. 
第

3
回

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
再

教
育

 
17

/0
9/

20
01

～
13

/1
0/

20
01

 

M
C

H
/F

P 
セ

ン
タ

ー
他

 

合
計

26
人

（
C

H
C

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
計

24
人

：H
N

：
6、

C
L：

3、
TK

：
3、

A
S：

6、
TD

：
1、

V
in

h：
4、

Q
P：

1、
M

C
H

/F
P

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ

2
人

）
 

C
H

C
に

お
け

る
安

全
で

清
潔

な
お

産
の

環
境

整
備

の
た

め
、

C
H

C
の

出
産

介
助

担
当

者
お

よ
び

、
D

H
C

、
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
担

当
者

の
知

識
と

技
術

が
向

上
し

、
研

修
終

了
後

の
継

続
的

学
習

の
必

要
性

が
自

覚
さ

れ
た

。
 

U
S$

34
,5

17
 

(第
１

回
～

 
第

6
回

) 
(中

堅
）
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12
. 

第
4

回
C

H
C

ス
タ

ッ
フ

再
教

育
 

05
/1

1/
20

01
～

01
/1

2/
20

01
 

合
計

24
人

（C
H

C
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
計

15
人

：V
in

h：
11

、
C

L
：

1、
Q

C
：

1、
TK

：
1、

A
S

：
1、

Po
lic

lin
ic

 
N

aD
：

1、
D

H
C

６
郡

か
ら

各
１

：
N

gD
、

Y
T

、
D

C
、

D
L

、
TC

、
N

L
、

M
C

H
/F

P
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ

2
人

） 
13

. 
第

5
回

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
再

教
育

 
07

/0
1/

20
02

～
02

/0
2/

20
02

 
合

計
23

人
（C

H
C

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
計

16
人

：
 Q

H
：

1、
C

L：
9、

TK
：

4、
A

S：
2、

D
H

C
６

郡
か

ら
各

１
：

V
in

h、
C

L
、

Q
L

、
TK

、
A

S
、

H
N

、
M

C
H

/F
P

ｾ
ﾝ

ﾀ
ｰ

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ

1
人

） 
14

. 
第

6
回

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
再

教
育

 
04

/0
3/

20
02

～
30

/0
3/

20
02

 
合

計
20

人
（C

H
C

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
計

16
人

：
 N

D
：

1、
C

L：
6、

TK
：

3、
A

S：
3、

H
N

：
3、

D
H

C
２

郡
か

ら
各

１
：Q

H
、

TD
、

M
C

H
/F

P
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ

2
人

）
 

15
. 

第
７

回
C

H
C

ス
タ

ッ
フ

再
教

育
 

05
～

31
/0

8/
20

02
 

C
L:

1,
 Q

P:
3,

 Q
C

:4
, K

S:
3,

 Q
H

:4
, Q

L:
1 

TD
:4

, A
S:

1,
 H

N
:1

, 
計

２
２

人
 

16
. 

第
8

回
C

H
C

ス
タ

ッ
フ

再
教

育
 

23
/0

9/
20

02
～

 
18

/1
0/

20
02

 
V

in
h:

2,
 Q

P:
4,

 Q
C

:1
, K

S-
D

H
C

:1
, Q

P:
7,

 
TD

:4
, T

K
:3

, C
C

-D
H

C
:1

, A
S:

1,
 

M
C

H
/F

P 
C

en
te

r:2
, 

計
２

６
人

 
17

. 
第

9
回

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
再

教
育

 
11

/1
1/

20
02

～
07

/1
2/

20
02

 
Q

P:
3,

 Q
C

:4
, K

S:
2,

 Q
H

:4
, T

D
:4

, T
K

:2
, 

TC
:1

, N
L:

1,
 M

C
H

/F
P 

C
en

te
r: 

2,
 

計
２

３
人

 
18

. 
第

10
回

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
再

教
育

 
03

/0
3/

20
03

～
29

/0
3/

20
03

 

M
C

H
/F

P 
セ

ン
タ

ー
他

 

Q
P:

 2
, Q

C
: 3

, K
S:

 3
, Q

H
: 6

, T
D

: 5
, Q

L:
 

2,
 T

K
:4

, 
計

25
人

 

U
S$

13
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(第
7

回
～

 
第

10
回

分
) 

(イ
ベ

ン
ト
経

費
) 

19
. 

第
11

回
C

H
C

ス
タ

ッ
フ

再
教

育
 

06
/1

0～
1/

11
/2

00
3

M
C

H
/F

P
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

他
 

N
L：

2,
 N

aD
:1

, C
L:

1,
 Q

P:
3,

 Q
C

:3
, 

N
gD

:3
, T

D
:2

, T
K

:1
, Y

T:
5,

 A
S:

3,
 T

C
:2

, 
計

25
人

 

 ベ
ト

ナ
ム

側
予

算
 

20
. 

第
12

回
C

H
C

ス
タ

ッ
フ

再
教

育
 

05
～

31
/0

7/
20

04
 

 
M

C
H

/F
P 

セ
ン

タ
ー

他
 

K
S:

2,
 A

S:
2,

 T
D

:2
, C

C
:5

, N
gD

:3
, T

K
:3

, 
Q

H
:1

, Q
P:

2,
 T

C
:5

, 
 T

ot
al

: 2
5 

21
. 

第
13

回
C

H
C

ス
タ

ッ
フ

再
教

育
 

2-
27

/1
1/

20
04

 
M

C
H

/F
P 

セ
ン

タ
ー

他
 

H
N

:3
, N

L:
3,

 Q
L:

5,
 D

C
:4

, N
aD

:2
, 

D
L:

3,
 Y

T:
3,

 V
in

h:
1,

 T
ot

al
: 2

4 

定
年

退
職

、
移

転
な

ど
で

、
再

教
育

を
受

け
た

助
産

師
が

不
在

に
な

っ
た

C
H

C
に

、
新

た
に

再
教

育
を

受
け

た
ス

タ
ッ

フ
を

配
置

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
C

H
C

に
お

け
る

安
全

で
清

潔
な

お
産

の
環

境
整

備
の

た
め

、
C

H
C

の
出

産
介

助
担

当
者

お
よ

び
、

D
H

C
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

担
当

者
の

知
識

と
技

術
が

向
上

し
、

研
修

終
了

後
の

継
続

的
学

習
の

必
要

性
が

自
覚

さ
れ

た
。

 

U
S$

5,
11

4.
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22
. 

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
・リ

フ
レ

ッ
シ

ャ
ー

研
修

 
11

-1
5/

11
/2

00
2 

18
-2

2/
11

/2
00

2 
（
３

da
ys

）
 

26
-2

8/
11

/2
00

2 
29

-3
1/

11
/2

00
2 

12
-2

0/
11

/2
00

2 
18

-2
8/

12
/2

00
2 

16
-1

8/
11

/2
00

2 
26

-2
8/

11
/2

00
2 

10
-1

2/
12

/2
00

2 
24

-2
6/

12
/2

00
2 

4-
6/

11
/2

00
2 

N
gh

ia
 D

an
 

N
gh

ia
 D

an
 

C
on

 C
uo

ng
 

Ye
n 

Th
an

h 
Ye

n 
Th

an
h 

D
ie

n 
C

ha
u 

D
o 

Lu
on

g 
Th

an
h 

C
hu

on
g 

N
gh

i L
oc

 
N

gh
i L

oc
 

N
gh

i L
oc

 
N

am
 D

an
 

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
２

９
人

 
C

H
C

ス
タ

ッ
フ

３
１

人
 

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
２

１
人

、
D

H
C

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
５

人
 

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
２

５
人

 
C

H
C

ス
タ

ッ
フ

２
５

人
 

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
４

５
人

 
C

H
C

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
６

４
人

、
D

H
C

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
８

人
 

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
４

０
人

 
C

H
C

ス
タ

ッ
フ

３
４

人
 

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
３

４
人

 
C

H
C

ス
タ

ッ
フ

３
４

人
 

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
２

４
人

 

フ
ェ

ー
ズ

Ⅰ
か

ら
対

象
地

域
だ

っ
た

継
続

８
郡

に
お

い
て

、
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

で
の

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
再

教
育

受
講

者
を

対
象

と
し

て
各

D
H

C
で

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
リ
フ

レ
ッ

シ
ャ

ー
コ

ー
ス

を
開

催
し

た
こ

と
で

、
現

時
点

で
の

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
の

知
識

・技
術

レ
ベ

ル
の

把
握

と
、

維
持

継
続

の
た

め
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

U
S$

7,
31

9 

23
. 

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
・リ

フ
レ

ッ
シ

ャ
ー

コ
ー

ス
教

育
案

策
定

研
修

 

28
/0

7～
01

/0
8/

20
03

 
   

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
 

 

11
郡

D
H

C
(V

in
h,

 C
L,

 H
N

, Q
L,

 A
S,

 T
K

, 
K

S,
 T

D
, Q

P,
 P

C
, P

H
)か

ら
2

人
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
か

ら
3

人
、

計
25

人
 

 

短
期

専
門

家
の

指
導

に
よ

り
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
が

開
催

さ
れ

、
リ

フ
レ

ッ
シ

ャ
ー

・
コ

ー
ス

の
教

育
策

定
技

術
習

得
が

で
き

た
。

 

U
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1 

 

10
~1

4/
12

/2
00

3 
Q

ue
 P

ho
ng

 
19

 C
H

C
 st

af
fs

 
15

~1
9/

12
/2

00
3 

Q
uy

 C
ha

u 
12

 C
H

C
 st

af
fs

 
21

~2
4/

12
/2

00
3 

Tu
on

g 
D

uo
ng

 
21

 C
H

C
 st

af
fs

 
24

~2
6/

12
/2

00
3 

V
in

h 
C

ity
 

18
 C

H
C

 st
af

fs
 

26
~3

1/
12

/2
00

3 
H

un
g 

N
gu

ye
n 

23
 C

H
C

 st
af

fs
 

05
~0

8/
01

/2
00

4 
09

~1
2/

02
/2

00
4 

A
nh

 S
on

 
12

 +
 1

2 
To

ta
l 2

4 
C

H
C

 st
af

fs
 

06
~0

9/
01

/2
00

4 
C

ua
 L

o 
14

 C
H

C
 st

af
fs

 
09

~1
1/

01
/2

00
4 

12
~1

4/
01

/2
00

4 
K

y 
So

n 
12

 +
 1

2 
To

ta
l 2

4 
C

H
C

 st
af

fs
 

03
~0

6/
02

/2
00

4 
10

~1
3/

02
/2

00
4 

Q
uy

nh
 L

uu
 

22
 +

 2
1 

To
ta

l 4
3 

C
H

C
 st

af
fs

 

09
~1

4/
02

/2
00

4 
16

~2
1/

02
/2

00
4 

Ta
n 

K
y 

21
 C

H
C

 st
af

fs
 

24
. 

郡
ヘ

ル
ス

セ
ン

タ
ー

主
催

リ
フ

レ
ッ

シ
ャ

ー
コ

ー
ス

 
 

10
~1

3/
02

/2
00

4 
Q

uy
 H

op
 

21
 C

H
C

 st
af

fs
 

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
が

再
教

育
で

学
ん

だ
内

容
の

復
習

を
行

い
、

さ
ら

に
新

し
い

知
識

・技
術

を
学

ん
だ

。
 

U
S$

8,
65

8 
 

25
. 

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
リ

フ
レ

ッ
シ

ャ
ー

コ
ー

ス
及

び
H

H
W

リ
フ

レ
ッ

シ
ャ

ー
コ

ー
ス

-開
催

者
向

け
オ

11
/0

6/
20

04
 

  

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
 

 

K
S１

名
・
TD

２
名

・D
C

２
名

・T
C

２
名

・H
N

２
名

・N
L２

名
・
D

L２
名

・N
gD

２
名

・Q
C

２
名

 
C

C
１

名
・

A
S２

名
・T

K
２

名
・N

aD
２

名
・

V
in

h２
名

・
C

L２
名

・Q
L２

名
・Q

H
２

名
・Q

P

リ
フ

レ
ッ

シ
ャ

ー
コ

ー
ス

の
教

育
計

画
策

定
･予

算
案

作
成

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

た
。

 
 

U
S$

1,
55

3.
91
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リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 
２

名
・Y

T２
名

 
02

-0
4/

08
/2

00
4 

09
-1

1/
08

/2
00

4 
H

un
g 

N
gu

ye
n 

C
H

C
助

産
ス

タ
ッ

フ
：

23
名

 
23

名
は

2
ｺ
ｰ

ｽ
に

参
加

 
09

-1
3/

08
/2

00
4 

Q
ue

 P
on

g 
C

H
C

助
産

ス
タ

ッ
フ

: 1
3 

14
-1

6/
08

/2
00

4 
Ta

n 
K

y 
C

H
C

助
産

ス
タ

ッ
フ

: 2
5 

16
-2

0/
08

/2
00

4 
Q

uy
 C

ha
u 

C
H

C
助

産
ス

タ
ッ

フ
: 1

2 
16

-2
1/

08
/2

00
4 

N
am

 D
an

 
C

H
C

助
産

ス
タ

ッ
フ

: 3
2 

16
-2

0/
08

/0
4 

21
/2

5/
08

/0
4 

D
ie

n 
C

ha
u 

C
H

C
助

産
ス

タ
ッ

フ
:4

5 
各

ス
タ

ッ
フ

1
ｺ
ｰ

ｽ
の

み
参

加
 

17
-1

9/
08

/2
00

4 
25

-2
7/

08
/2

00
4 

C
on

 C
uo

ng
 

C
H

C
助

産
ス

タ
ッ

フ
: 2

6 
各

ス
タ

ッ
フ

1
ｺ
ｰ

ｽ
の

み
参

加
 

24
-2

7/
08

/2
00

4 
07

-1
0/

09
/2

00
4 

N
gh

i L
oc

 
C

H
C

助
産

ス
タ

ッ
フ

: 4
1 

各
ス

タ
ッ

フ
1

ｺ
ｰ

ｽ
の

み
参

加
 

30
/0

8-
03

/0
9/

20
04

 
C

ua
 L

o 
C

H
C

助
産

ス
タ

ッ
フ

: 2
0 

06
-3

0/
09

/2
00

4 
(4

cl
as

se
s)

 
N

gh
ia

 D
an

 
C

H
C

助
産

ス
タ

ッ
フ

: 6
4 

各
ス

タ
ッ

フ
1

ｺ
ｰ

ｽ
の

み
参

加
 

07
/1

0/
09

/2
00

4 
13

-1
6/

09
/2

00
4 

A
nh

 S
on

 
C

H
C

助
産

ス
タ

ッ
フ

: 2
6 

各
ス

タ
ッ

フ
1

ｺ
ｰ

ｽ
の

み
参

加
 

09
-1

1/
09

/2
00

4 
21

-2
4/

09
/2

00
4 

Q
uy

nh
 L

uu
 

C
H

C
助

産
ス

タ
ッ

フ
:4

3 
各

ス
タ

ッ
フ

1
ｺ
ｰ

ｽ
の

み
参

加
 

13
-1

5/
09

/2
00

4 
20

-2
2/

09
/2

00
4 

Ye
n 

Th
an

h 
C

H
C

助
産

ス
タ

ッ
フ

:5
8 

各
ス

タ
ッ

フ
1

ｺ
ｰ

ｽ
の

み
参

加
 

20
-2

2/
09

/2
00

4 
Q

uy
 H

op
 

C
H

C
助

産
ス

タ
ッ

フ
: 2

1 
21

-2
4/

09
/2

00
4 

Tu
on

g 
D

uo
ng

 
C

H
C

助
産

ス
タ

ッ
フ

: 2
1 

22
-2

5/
09

/2
00

4 
26

-2
9/

09
/2

00
4 

Th
an

h 
C

hu
on

g 
C

H
C

助
産

ス
タ

ッ
フ

:2
1 

各
ス

タ
ッ

フ
1

ｺ
ｰ

ｽ
の

み
参

加
 

28
-3

0/
09

/2
00

4 
08

-1
0/

09
/2

00
4 

D
o 

Lu
on

g 
C

H
C

助
産

ス
タ

ッ
フ

:4
0 

各
ス

タ
ッ

フ
1

ｺ
ｰ

ｽ
の

み
参

加
 

22
-2

4/
09

/0
4 

V
in

h 
C

H
C

助
産

ス
タ

ッ
フ

:2
5 

26
. 

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
リ

フ
レ

ッ
シ

ャ
ー

コ
ー

ス
 

27
-2

8/
09

/0
4 

29
-3

0/
09

/0
4 

K
y 

So
n 

C
H

C
助

産
ス

タ
ッ

フ
:2

4 
各

ス
タ

ッ
フ

1
ｺ
ｰ

ｽ
の

み
参

加
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
で

問
題

と
な

っ
て

い
た

点
を

カ
バ

ー
す

る
、

地
域

性
を

生
か

し
た

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
内

容
に

す
る

、
演

習
を

多
く

盛
り

込
む

、
な

ど
の

点
を

考
慮

し
て

各
郡

か
ら

提
出

さ
れ

た
実

施
計

画
に

つ
い

て
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

い
、

D
H

C
の

計
画

策
定

に
つ

い
て

も
指

導
を

行
っ

た
。

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
に

と
っ

て
は

、
再

教
育

で
学

ん
だ

内
容

の
復

習
、

R
H

ケ
ア

に
つ

い
て

の
疑

問
点

の
解

決
、

知
識

・技
術

を
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
す

る
機

会
と

な
っ

た
。

 

U
S$

22
,7

81
.6

7 
 

27
. 

D
H

C
対

象
の

ﾊ
ﾑ

ﾚ
ｯ
ﾄﾍ

ﾙ
ｽ
ﾜ
ｰ

ｶ
ｰ

ﾄﾚ
ｰ

ﾆ
ﾝ

ｸ
ﾞに

関
す

る
TO

T
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
 

12
-1

3/
05

/2
00

3 
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

 
山

岳
地

域
10

郡
（
K

S,
 T

D
, Q

P,
 Q

C
, T

K
, 

A
S,

 N
gD

, T
C

, C
C

）
か

ら
責

任
者

各
２

名
 

計
20

人
 

ハ
ム

レ
ッ

ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

が
自

宅
で

分
娩

介
助

を
す

る
山

岳
郡

D
H

C
を

対
象

に
、

ハ
ム

レ
ッ

ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

の
た

め
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
関

し
て

、
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

が
計

画
･実

ベ
ト
ナ

ム
側

予
算
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施
主

体
と

な
っ

て
、

TO
T

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
問

題
点

、
改

善
に

必
要

な
事

項
が

明
確

化
さ

れ
確

認
さ

れ
た

。
 

20
04

/1
2/

18
~ 

20
05

/0
1/

24
 

Q
ue

 P
ho

ng
 

2d
ay

s d
ay

s, 
8 

cl
as

se
s 

ハ
ム

レ
ッ

ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

:計
18

4
名

 
11

/2
9~

12
/2

0/
20

04
Q

uy
 C

ha
u 

3 
da

ys
 e

ac
h,

 7
 c

la
ss

es
 

ハ
ム

レ
ッ

ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

:計
13

1
名

 
12

/0
8~

12
/3

1/
20

04
Q

uy
 H

op
 

2 
da

ys
 e

ac
h,

 1
1 

cl
as

se
s 

ハ
ム

レ
ッ

ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

:計
25

3
名

 
20

04
12

/1
3~

 
20

05
/0

1/
21

 
N

gｈ
ia

 D
an

 
2 

da
ys

 e
ac

h,
 1

9 
cl

as
se

s 
ハ

ム
レ

ッ
ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

:計
42

1
名

 
20

05
/0

1/
10

~0
1/

21
K

y 
So

n 
 

2 
da

ys
 e

ac
h,

 6
 c

la
ss

es
 

ハ
ム

レ
ッ

ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

:計
15

8
名

 
20

05
/0

1/
06

~0
1/

22
Tu

on
g 

D
uo

ng
 

2 
da

ys
 e

ac
h,

 8
 c

la
ss

ed
 

ハ
ム

レ
ッ

ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

:計
16

2
名

 
20

04
/1

2/
06

~1
2/

24
C

on
 C

uo
ng

 
2 

da
ys

 e
ac

h,
 6

 c
la

ss
es

 
ハ

ム
レ

ッ
ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

:計
11

6
名

 
20

04
/1

2/
17

~ 
20

05
/0

1/
04

 
A

nh
 S

on
 

2 
da

ys
 e

ac
h,

 8
 c

la
ss

es
 

ハ
ム

レ
ッ

ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

:計
21

9
名

 
20

04
/1

2/
13

~ 
20

05
/0

1/
15

 
Ta

n 
K

y 
2 

da
ys

 e
ac

h,
 1

3 
cl

as
se

s 
ハ

ム
レ

ッ
ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

:計
25

4
名

 

28
. 

山
岳

地
域

ハ
ム

レ
ッ

ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

リ
フ

レ
ッ

シ
ャ

ー
コ

ー
ス

 
 

20
04

/1
2/

07
~ 

20
05

/0
1/

15
 

Th
an

h 
C

hu
on

g 
2 

da
ys

 e
ac

h,
 2

2 
cl

as
se

s 
ハ

ム
レ

ッ
ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

:計
44

2
名

 

20
03

年
度

に
実

施
し

た
D

H
C

担
当

者
向

け
To

T
に

基
づ

き
、

山
岳

地
域

ハ
ム

レ
ッ

ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

の
助

産
知

識
と

技
術

の
向

上
を

図
っ

た
。

全
数

が
2,

30
0

人
を

超
え

る
た

め
、

コ
ミ

ュ
ー

ン
ご

と
に

C
H

C
に

ハ
ム

レ
ッ

ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

を
招

き
、

D
H

C
の

ス
タ

ッ
フ

が
出

向
い

て
C

H
C

ス
タ

ッ
フ

と
共

に
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

実
施

す
る

郡
が

多
か

っ
た

。
 

U
S$

34
,5

43
.3

3 
 

29
. 

H
B

M
R

活
用

推
進

モ
デ

ル
郡

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

 

28
/1

1/
20

01
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
 

合
計

13
人

（D
ie

n 
C

ha
u 

D
H

C：
１

、
D

C
/C

H
C

：３
、

C
ua

 L
o 

D
H

C
：1

、
C

L/
C

H
C

：３
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
：５

）
 

H
B

M
R

の
活

用
状

況
が

把
握

さ
れ

、
活

用
推

進
へ

の
提

言
が

な
さ

れ
た

。
 

U
S$

36
 

現
地

適
用

化
活

動
費

 
30

. 
両

親
学

級
モ

デ
ル

活
動

推
進

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

15
～

19
/0

1/
 

20
02

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
 

合
計

11
人

（M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
：
７

、
V

in
h

C
ity

：
2、

N
gh

i L
oc

：
2）

 
両

親
学

級
の

計
画

・
内

容
の

再
検

討
を

行
い

、
ゲ

ア
ン

省
に

適
し

た
両

親
学

級
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

作
成

さ
れ

た
。

 

U
S$

42
 

現
地

適
用

化
活

動
費

 
31

. 
産

後
ケ

ア
研

修
 

（
TO

T
研

修
）

 
09

～
11

/0
1/

20
03

 
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

 
１

９
郡

の
D

H
C

ス
タ

ッ
フ

及
び

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
ス

タ
ッ

フ
（４

０
人

）
 

家
庭

訪
問

に
よ

る
産

後
ケ

ア
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
作

成
と

そ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
効

果
的

な
産

後
ケ

ア
の

向
上

と
充

実
が

図
ら

れ
た

。
 

U
S$

1,
52

4 
(イ

ベ
ン

ト
経

費
) 

32
. 

医
療

機
材

点
検

及
び

使
用

状
況

調
査

 
14

/0
5/

20
02

～
22

/0
5/

20
02

 
M

C
H

/F
P 

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

 
フ

ェ
ー

ズ
Iの

８
郡

A
M

EC
に

委
託

 
フ

ェ
ー

ズ
Iに

お
い

て
M

C
H

／
FP

セ
ン

タ
ー

及
び

D
H

C
に

供
与

し
た

医
療

U
S$

1,
06

9 
(イ

ベ
ン

ト
経

費
) 
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機
材

の
点

検
と

使
用

状
況

調
査

 
33

. 
機

材
維

持
管

理
研

修
 

28
-2

9/
05

/2
00

3 
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
 

19
郡

D
H

C
機

材
管

理
担

当
者

1名
と

責
任

者
1

名
（

K
S:

1,
 T

D
:2

, C
C

:2
, A

S:
2,

 T
K

:1
, 

TC
:2

, D
L:

2,
 D

C
:2

, Y
T:

2,
 N

L:
2,

 H
N

:2
, 

C
L:

2,
 Q

L:
2,

 N
aD

:1
, N

gD
:1

, Q
P:

2,
 

Q
C

:1
, Q

H
:2

, V
in

h:
2,

 M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
：
4、

計
37

名
）
講

師
は

、
JI

C
A

ベ
ト
ナ

ム
事

務
所

企
画

調
整

員
、

バ
ッ

ク
マ

イ
病

院
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
短

期
専

門
家

、
及

び
、

バ
ッ

ク
マ

イ
病

院
機

材
保

守
管

理
課

専
門

家
 

故
障

部
分

の
修

理
技

術
以

前
に

、
日

常
的

保
守

点
検

の
重

要
性

に
つ

い
て

理
解

し
、

管
理

シ
ス

テ
ム

の
導

入
と

実
施

へ
の

指
導

の
た

め
の

研
修

を
行

っ
た

。
機

材
管

理
の

問
題

点
が

明
確

に
な

っ
た

。
 

U
S$

55
6 

 

34
. 

セ
ミ
ナ

ー
：ク

ラ
イ

ア
ン

ト
・
フ

レ
ン

ド
リ
ー

・サ
ー

ビ
ス

へ
の

第
一

歩
 

17
/0

1/
20

03
 

H
uu

 N
gh

i H
ot

el
 

省
・
郡

運
営

委
員

会
メ

ン
バ

ー
、

合
同

委
員

会
メ

ン
バ

ー
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
、

省
女

性
連

合
等

 
約

１
１

０
人

 

ク
ラ

イ
ア

ン
ト
・
フ

レ
ン

ド
リ
ー

・サ
ー

ビ
ス

と
は

何
か

、
特

に
女

性
の

立
場

に
た

っ
た

妊
産

婦
ケ

ア
を

中
心

に
講

義
と

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

に
よ

り
、

新
し

い
概

念
が

判
り

や
す

く
紹

介
さ

れ
た

。
今

後
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

推
進

し
て

い
く

ク
ラ

イ
ア

ン
ト
・
フ

レ
ン

ド
リ
ー

・サ
ー

ビ
ス

へ
の

参
加

者
の

理
解

と
興

味
が

増
し

た
。

 

U
S＄

82
9 

35
. 

ク
ラ

イ
ア

ン
ト
・
フ

レ
ン

ド
リ

ー
・サ

ー
ビ

ス
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
 

07
-1

0/
07

/2
00

3 
M

C
H

/F
P

ｾ
ﾝ

ﾀ
ｰ

 
Ｍ

Ｃ
Ｈ

／
Ｆ

Ｐ
セ

ン
タ

ー
：
２

５
人

 
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
に

優
し

い
サ

ー
ビ

ス
と

は
何

か
を

理
解

し
、

そ
う

し
た

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
の

基
本

的
ノ

ウ
ハ

ウ
を

取
得

し
、

ま
た

ク
ラ

イ
ア

ン
ト
側

は
サ

ー
ビ

ス
の

可
能

性
に

気
づ

き
、

実
行

す
る

た
め

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

各
部

課
の

ス
タ

ッ
フ

が
日

常
の

活
動

姿
勢

か
ら

変
化

を
見

せ
る

よ
う
に

な
っ

た
。

 

U
S$

14
1 

追
加

事
業

 
U

S$
4,

75
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ク
ラ

イ
ア

ン
ト
フ

レ
ン

ド
リ

ー
サ

ー
ビ

ス
推

進
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
 

14
-1

7/
06

/2
00

4 
(1

.5
ho

ur
s /

da
y)

 
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

 
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

25
名

 
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

を
対

象
に

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
い

、
こ

れ
ま

で
に

実
践

し
て

き
た

サ
ー

ビ
ス

向
上

の
確

認
を

し
、

今
後

の
目

標
を

立
て

る
た

め
に

、
よ

り
進

ん
だ

サ
ー

ビ
ス

の
可

能
性

を
示

し
た

。
ま

た
、

セ
ン

タ
ー

内
で

、
今

後
も

ク
ラ

イ
ア

ン
ト
フ

レ
ン

ド
リ
ー

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

、
常

に
向

上
さ

せ
て

い
く

た
め

に
は

、
ス

タ
ッ

フ
の

意
欲

を
維

ベ
ト
ナ

ム
側

予
算
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持
さ

せ
て

い
く

必
要

が
あ

り
、

そ
の

た
め

に
は

ど
う

し
た

ら
よ

い
か

、
を

考
え

た
。

実
施

さ
れ

た
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
自

体
が

、
そ

の
方

法
ひ

と
つ

と
し

て
理

解
さ

れ
た

。
セ

ン
タ

ー
で

、
自

主
的

に
同

種
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
を

試
み

る
こ

と
が

必
要

だ
と

の
意

見
が

出
さ

れ
た

こ
と

は
成

果
で

あ
っ

た
。

 
37

. 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
手

法
研

修
 

23
/0

7/
20

01
～

25
/0

7/
20

01
 

 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
他

 
合

計
22

人
（モ

デ
ル

4
郡

N
D

：
４

人
、

TC
：

４
人

、
Q

L：
３

人
、

A
S：

３
人

、
H

N
：３

人
、

C
L：

２
人

、
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

３
人

）
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

モ
デ

ル
４

郡
に

対
す

る
研

修
を

行
い

、
計

画
立

案
か

ら
実

施
ま

で
独

自
に

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
38

. 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
手

法
研

修
 

31
/1

0/
20

01
～

2/
11

/2
00

1 
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

他
 

合
計

19
人

（
N

D
，

D
L，

N
L，

D
C

，
C

C
，

Y
T

，
Q

L
，

TC
，

A
S

，
N

gD
 か

ら
各

1、
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

６
人

、
JO

C
V

３
人

）
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

の
作

成
さ

れ
た

。
 

U
S$
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4 

（
中

堅
）
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モ
ニ

タ
リ

ン
グ

手
法

研
修

 
05

-0
7/

05
/2

00
3 

04
-0

6/
06

/2
00

3 
16

-1
8/

06
/2

00
3 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
他

 
05

-0
7/

05
/2

00
3:

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
ス

タ
ッ

フ
13

人
 

04
-0

6/
06

/2
00

3:
6

郡
か

ら
15

人
 

16
-1

8/
06

/2
00

3:
7

郡
か

ら
18

人
 

(K
S:

5,
 T

D
:5

, Q
P:

4,
 Q

C
:5

, Q
H

:5
, 

V
in

h:
5,

 T
K

:4
, 

D
H

C
に

対
し

て
は

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

意
義

を
理

解
し

、
継

続
的

・
定

期
的

な
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

・
適

切
で

効
果

的
な

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

た
め

の
研

修
を

開
催

し
た

。
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

に
対

し
て

は
、

D
H

C
及

び
C

H
C

に
対

す
る

指
導

能
力

の
向

上
を

目
的

と
し

た
。

 

U
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3  

40
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モ
ニ

タ
リ

ン
グ

実
施

者
リ

フ
レ

ッ
シ

ャ
ー

コ
ー

ス
 

 

1)
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-1

4/
01

/2
00

5
2)

 
19

-2
1/

01
/2

00
5

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
 

1)
 T

C
: 5

, D
L:

 2
, Q

L:
 4

, Y
T:

 5
, C

L:
 2

, 
N

aD
:5

, D
C

: 5
, H

N
: 4

, V
in

h:
 4

, 
M

C
H

/F
P 

C
en

te
r: 

7,
 JO

C
V

 (Y
T)

: 1
, 

To
ta

l: 
44

 
2)

 Q
P:

 4
, K

S:
 4

, N
gD

: 4
, Q

C
: 5

, T
D

: 5
, 

A
S:

 4
, N

L:
 4

, C
C

: 4
, Q

P:
 4

, T
K

: 3
, 

M
C

H
/F

P 
C

en
te

r: 
5,

 T
ot

al
: 4

6 

19
郡

Ｄ
Ｈ

Ｃ
と

M
C

H
/F

P
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
担

当
者

が
参

加
し

た
こ

と
で

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
活

動
の

質
の

維
持

、
継

続
的

な
側

面
的

支
援

、
定

期
的

な
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

・適
切

で
効

果
的

な
活

動
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
、

ガ
イ

ダ
ン

ス
が

今
度

も
実

践
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
同

時
に

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
チ

ェ
ッ

ク
リ
ス

ト
の

改
訂

も
行

わ
れ

た
。
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人
工

妊
娠

中
絶

調
査

報
告

会
 

13
/0

4/
20

01
 

M
C

H
/F

P 
C

en
te

r 
60

人
 

20
00

年
度

に
実

施
し

た
M

C
H

/F
P

ｾ
ﾝ

ﾀ
ｰ

に
お

け
る

中
絶

調
査

結
果

報
告
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人
工

妊
娠

中
絶

調
査

研
修
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/0
4/

20
01

～
17

/0
4/

20
01

 
M

C
H

/F
P 

C
en

te
r、

N
gh

ia
 D

an
, T

ha
nh

C
hu

on
g,

 
Ye

nh
 

4
人

M
C

H
/F

P 
C

en
tre

 
6

人
  

3 
D

H
C

s 
 

2
人

JO
C

V
（計

12
人

） 
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
及

び
D

H
C

に
お

け
る

中
絶

調
査

の
た

め
の

研
修

（
３

郡
及

び
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

）
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5,
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3

郡
用

コ
ン

ピ
ュ
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タ
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Th
an

h 
ト

 
43

. 
人

工
妊

娠
中

絶
調

査
及

び
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
作

成
研

修
 

28
/0

2/
20

02
～

14
/0

3/
20

02
 

M
C

H
/F

P 
C

en
tre

, 
N

gh
ia

 D
an

 &
 Y

en
h 

Th
an

h 

合
計

２
０

人
（

M
C

H
/F

P 
ｾ

ﾝ
ﾀ

ｰ
：

3
人

N
.D

an
 D

H
C

：
８

人
、

 Y
.T

ha
nh

 
D

H
C

：
９

人
) 

20
00

年
度

実
施

の
研

修
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
。

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
と

２
郡

に
お

い
て

入
力

し
た

デ
ー

タ
の

処
理

と
分

析
方

法
を

学
び

、
デ

ー
タ

に
基

づ
く

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
を

作
成

し
た

。
 

U
S$

1,
72

1 
(現

地
適

用
化

活
動

費
) 
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人
工

妊
娠

中
絶

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
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-1

5/
08

/2
00

2 
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

 
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

：３
 

N
gD

：３
、

Ｔ
Ｃ

：３
、

Ｙ
Ｔ

：３
、

ＪＯ
Ｃ

Ｖ
：２

 
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

/ガ
イ

ダ
ン

ス
に

必
要

な
知

識
を

得
て

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

に
よ

っ
て

課
題

が
把

握
さ

れ
、

具
体

的
な

保
健

指
導

案
が

作
成

さ
れ

た
。

 

U
S$

92
9 

(イ
ベ

ン
ト
経

費
) 

45
. 

中
絶

調
査

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
：デ

ー
タ

分
析

研
修

と
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

 

20
-2

2/
07

/2
00

4 
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

 
N

gh
ia

 D
an

 D
H

C
: 

 1
 (D

r.）
, 3

 (A
s.D

r.)
, J

O
C

V:
1 

Th
an

h 
C

hu
on

g:
 

1 
(D

r.）
, 3

 (A
s.D

r.)
, J

O
C

V:
1 

Ye
n 

Th
an

h:
 

 2
 (D

r.）
, 2

 (A
s.D

r.)
 

M
C

H
/F

P 
C

en
te

r: 
 

 3
(D

r.）
, 1

 (A
s.D

r.)
, 1

 (M
F)

 
 1

 (I
T 

te
ch

ni
ci

an
) 

Q
L:

 JO
C

V
 1

 
To

ta
l: 

21
 p

er
so

ns
 

ベ
ト
ナ

ム
人

口
保

健
調

査
（D

H
S)

の
結

果
を

も
と

に
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
、

Ye
n 

Th
an

h、
N

gh
ia

 D
an

、
Th

an
h 

C
hu

on
g 

の
D

H
C

ス
タ

ッ
フ

を
対

象
に

、
デ

ー
タ

分
析

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
思

い
込

ん
で

い
た

ベ
ト
ナ

ム
の

人
工

妊
娠

中
絶

の
状

況
と

異
な

る
分

析
結

果
が

得
ら

れ
、

こ
れ

に
よ

り
、

デ
ー

タ
の

意
味

を
読

み
取

り
、

Ev
id

en
ce

に
基

づ
い

て
説

明
す

る
こ

と
の

重
要

性
を

理
解

で
き

た
。
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生
殖

器
感

染
症

診
断

技
術

向
上

（
コ

ル
ポ

ス
コ

ー
プ

研
修

）
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20

01
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28

/0
9/

20
01

 
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

 
合

計
13

人
（
医

師
：

N
L：

1、
N

D
：

1、
D

C
：

１
、

TC
：

1、
N

aD
：
１

、
C

C
：
１

、
V

in
h：

１
、

H
N

：１
、

Q
L：

１
、

C
L：

１
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
：
２

）
 

コ
ル

ポ
ス

コ
ー

プ
に

よ
る

RT
I

診
断

技
術

の
向

上
の

必
要

性
が

認
識

さ
れ

、
技

術
向

上
・
維

持
の

た
め

の
継

続
的

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

実
施

の
可

能
性

が
高

ま
っ

た
。

 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
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. 

生
殖

器
感

染
症

診
断

技
術

向
上

（コ
ル

ポ
ス

コ
ー

プ
研

修
）

 

21
-2

5/
10

/2
00

2 
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C
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セ
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タ
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新

規
１

１
郡

ヘ
ル

ス
セ

ン
タ

ー
各

１
人

 
N

gD
, T

C
, D

C
, Y

T,
 D

L,
 N

L：
各

１
人

、
省

病
院

：１
、

計
１

８
人

 

ハ
ノ

イ
母

子
病

院
か

ら
講

師
か

ら
コ

ル
ポ

ス
コ

ー
プ

に
よ

る
RT

I診
断

技
術

の
講

習
を

受
け

て
参

加
者

技
術

が
向

上
し

た
 

U
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48
. 

RT
I調

査
事

前
研

修
 

 ①
調

査
技

術
研

修
 

 ②
診

断
技

術
研

修
 

 ③
検

査
技

術
研

修
 

 02
-1

3/
12

/2
00

2 
16

-2
8/

12
/2

00
2 

16
-2

8/
12

/2
00

2 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
及

び
予

防
医

学
セ

ン
タ

ー
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
、

省
総

合
病

院
、

ヴ
ィ

ン
市

病
院

、
予

防
医

学
セ

ン
タ

ー
（P

re
ve

nt
iv

e 
M

ed
ic

in
e 

C
en

te
r）

、
皮

膚
科

診
療

所
（D

er
m

at
ol

og
y 

St
at

io
n）

他
か

ら
調

査
技

術
研

修
：
４

名
、

診
断

技
術

研
修

：
８

名
、

検
査

技
術

研
修

：
８

名
 

RT
I調

査
実

施
に

必
要

な
デ

ー
タ

収
集

、
RT

I診
断

・治
療

・調
査

技
術

が
習

得
さ

れ
た

。
ま

た
、

２
０

０
３

年
度

の
調

査
プ

ロ
ト
コ

ー
ル

も
作

成
さ

れ
た

。
 

U
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生

殖
器

系
感

染
症

（
RT

I）
調

査
結

果
普

及
セ

ミ
ナ

ー
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4/
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ハ

ノ
イ

市
 

B
ao

 S
on

 H
ot

el
 

参
加

者
：
M

O
H

、
日

本
大

使
館

、
W

H
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，
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la
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C

ou
nc

il，
世

銀
、

Fa
m

ily
 

H
ea

lth
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te
rn
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na
l, 
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TH
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tla
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ic
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ila
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hr
op

ie
s, 

C
A

R
E 
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te
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at
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na

l, 
C

en
te
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or
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om
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un
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at

io
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U
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U
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ut
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(IP
M

N
), 

B
ac

h 
M

ai
 H

os
pi

ta
l P
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ct
 

ex
pe

rts
, 

計
23

名
 

主
催

者
側

：調
査

チ
ー

ム
: 

7
名

 
JI

C
A

ﾌ
ﾟﾛ

ｼ
ﾞｪ

ｸ
ﾄｵ

ﾌ
ｨｽ

：
3

名
 

 

国
際

機
関

・政
府

機
関

・N
G

O
等

を
対

象
に

、
ハ

ノ
イ

で
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
、

調
査

結
果

を
発

表
し

た
。

ベ
ト
ナ

ム
で

、
初

め
て

村
レ

ベ
ル

の
妊

婦
を

対
象

に
し

た
RT

I調
査

で
あ

り
、

調
査

法
が

優
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

参
加

者
は

大
変

興
味

を
持

っ
て

発
表

に
聞

き
入

っ
て

お
り

、
質

疑
応

答
も

活
発

で
あ

っ
た

。
調

査
結

果
に

も
と

づ
い

た
予

防
戦

略
の

実
施

結
果

に
期

待
す

る
と

い
う

声
が

多
く

聞
か

れ
た

。
 

U
S$

2,
61

8.
72

 
+ 

報
告

書
印

刷
費

 
U

S$
2,

21
0.

47
 

 

50
. 

RT
I予

防
戦

略
策

定
･

実
施

指
導

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

23
、

26
/0

4/
20

04
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
 

C
ua

 L
o:

 5
（
D

H
C

:2
、

C
H

C
: 3

） 
N

gh
i L

oc
: 9

  
(D

H
C

: 2
, C

H
C

:7
) 

H
un

g 
N

gu
ye

n:
 9

 
(D

H
C

: 2
, C

H
C

:7
) 

N
am

 D
an

: 9
  

(D
H

C
: 2

, C
H

C
:7

) 
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

：
3 

計
 

35
名

 

RT
I調

査
結

果
に

基
づ

き
、

調
査

地
域

 ４
郡

10
コ

ミ
ュ

ー
ン

か
ら

D
H

C
, 

C
H

C
, W

U
メ

ン
バ

ー
を

対
象

に
、

調
査

デ
ー

タ
の

分
析

結
果

を
説

明
し

、
そ

れ
に

も
と

づ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
に

あ
っ

た
RT

I予
防

と
改

善
の

た
め

の
戦

略
を

策
定

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
自

分
た

ち
管

轄
地

域
の

具
体

的
な

状
況

を
表

す
デ

ー
タ

を
目

の
前

に
し

て
、

実
態

に
即

し
た

対
策

を
系

統
立

て
る

経
験

が
初

め
て

と
い

う
参

加
者

も
多

く
、

一
連

の
調

査
か

ら
始

ま
り

、
疫

学
調

査
に

基
づ

い
た

保
健

対
策

に
つ

い
て

、
多

く
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
、

対
策

の
実

施
が

課
題

と
な

る
。

 

U
S$

36
6.

25
 

51
. 

RT
I検

査
技

術
研

修
 

20
～

22
/0

4/
20

04
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
 

19
 D

H
C

：各
2

名
(産

婦
人

科
医

師
：１

、
検

査
技

師
：
１

)計
38

名
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
：6

名
 

JO
C

V:
1

名
 

合
計

：
45

名
 

RT
I調

査
実

施
に

先
立

ち
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

は
、

短
期

専
門

家
、

ベ
ト
ナ

ム
人

専
門

家
（ツ

ー
ズ

ー
産

婦
人

科
病

院
医

師
2

名
）の

指
導

に
よ

り
、

20
02

年
12

月
に

ゲ
ア

ン
省

調
査

関
係

者
（
主

に
省

レ
ベ

ル
と

一
部

の
D

H
C

ス
タ

ッ
フ

）
に

対
し

て
、

担
当

責
任

分
野

に
分

U
S$

1,
52

6.
87

 
 

－281－



け
て

、
調

査
手

法
、

検
査

技
術

、
診

断
技

術
の

研
修

を
実

施
し

た
。

そ
の

研
修

の
成

果
に

よ
り

、
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

の
検

査
室

の
レ

ベ
ル

が
向

上
し

た
こ

と
か

ら
、

今
回

、
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

（
省

運
営

委
員

会
）
か

ら
、

19
郡

の
D

H
C

に
対

し
て

RT
I検

査
技

術
の

研
修

を
し

て
ほ

し
い

と
い

う
要

望
に

応
え

る
形

で
、

こ
の

研
修

を
実

施
し

た
。

優
れ

た
教

材
を

活
用

し
、

ツ
ー

ズ
ー

病
院

の
細

菌
学

専
門

の
検

査
部

医
師

に
よ

る
研

修
は

、
大

変
好

評
で

各
D

H
C

に
と

っ
て

有
益

で
あ

っ
た

。
 

52
. 

感
染

予
防

対
策

指
導

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

01
/0

7/
20

04
 p

.m
. 

06
/0

7/
20

04
 p

.m
. 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
ス

タ
ッ

フ
：
20

名
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
ス

タ
ッ

フ
に

対
す

る
感

染
防

止
対

策
を

見
直

す
た

め
の

指
導

と
、

対
策

徹
底

の
た

め
の

指
導

を
、

短
期

専
門

家
の

技
術

指
導

を
得

て
行

っ
た

。
セ

ン
タ

ー
内

研
修

と
い

う
形

の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
で

、
ス

タ
ッ

フ
の

知
識

・技
術

の
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
の

た
め

に
は

ど
の

よ
う

な
学

習
機

会
を

与
え

れ
ば

良
い

か
と

い
う

ヒ
ン

ト
に

も
な

っ
た

。
 

U
S$

1,
16

1.
96

 
 

14
/0

8/
20

01
 

Ye
n 

Th
an

h 
D

H
C

合
計

２
１

人
（H

op
 T

ha
nh

 コ
ミ
ュ

ー
ン

：
４

、
N

ha
n 

Th
an

hコ
ミ

ュ
ー

ン
：２

、
N

am
 T

ha
nh

コ
ミ

ュ
ー

ン
：４

、
以

上
コ

ミ
ュ

ー
ン

女
性

連
合

メ
ン

バ
ー

、
Y

TD
H

C
 

：４
、

省
女

性
連

合
：
２

、
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

：４
、

 J
O

C
V

：１
）

 
14

/0
8/

20
01

 
N

am
 T

ha
nh

 
コ

ミ
ュ

ー
ン

保
健

行
政

関
係

者
54

人
 

15
/0

8/
20

01
 

H
op

 T
ha

nh
 

コ
ミ
ュ

ー
ン

保
健

行
政

関
係

者
50

人
 

53
. 

愛
育

班
：

 
イ

エ
ン

タ
イ

ン
郡

コ
ミ

ュ
ー

ン
保

健
行

政
関

係
者

対
象

モ
デ

ル
コ

ミ
ュ

ー
ン

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

15
/0

8/
20

01
 

N
ha

nh
 T

ha
nh

 
コ

ミ
ュ

ー
ン

保
健

行
政

関
係

者
76

人
 

モ
デ

ル
コ

ミ
ュ

ー
ン

の
関

係
者

が
愛

育
班

活
動

に
関

す
る

詳
細

な
知

識
を

得
た

。
 

ベ
ト
ナ

ム
側

予
算

 

54
. 

愛
育

班
：

 
活

動
紹

介
セ

ミ
ナ

ー
 

17
/0

8/
20

01
 

ヴ
ィ

ン
 

１
９

郡
D

SC
メ

ン
バ

ー
合

計
５

６
人

 
（V

in
h：

４
、

C
L：

２
、

Q
P：

３
、

Q
C

：
４

、
K

S：
３

、
Q

H
：

４
、

N
D

：
３

、
TD

：
３

、
Q

L：
４

、
TK

：
４

、
C

C
：

２
、

Y
T：

２
、

D
C

：
３

、
A

S：
２

、
D

L：
３

、
TC

：
１

、
N

L：
４

、
N

D
：
２

、
H

N
：３

 

全
郡

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
委

員
が

住
民

参
加

型
の

地
域

保
健

活
動

に
関

す
る

知
識

を
得

た
。

 
U

S$
89

8 
(イ

ベ
ン

ト
経

費
) 
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55
. 

愛
育

班
：

 
イ

エ
ン

タ
イ

ン
郡

コ
ミ

ュ
ー

ン
選

出
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
対

象
モ

デ
ル

コ
ミ

ュ
ー

ン
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 

 07
/1

2/
20

01
 

14
/1

2/
20

01
 

14
/2

1/
20

01
 

Ye
n 

Th
an

h
郡

 
N

ha
n 

Th
an

h 
N

am
 T

ha
nh

 
H

op
 T

ha
nh

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

計
24

5
人

 
N

ha
n 

Th
an

h 
C

om
m

un
e：

13
0

人
 

N
am

 T
ha

nh
 C

om
m

un
e：

55
人

 
H

op
 T

ha
nh

 C
om

m
un

e：
60

人
 

選
出

さ
れ

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

対
し

、
活

動
の

目
的

、
内

容
の

説
明

を
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
は

活
動

内
容

に
対

し
理

解
を

深
め

た
。

 
ベ

ト
ナ

ム
側

予
算

 

56
. 

愛
育

班
：

 
TO

T
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
 

02
/0

1/
20

02
～

 
04

/0
1/

20
02

 
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

 
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

メ
ン

バ
ー

（
省

女
性

連
合

：１
、

Ye
n 

Th
an

h
郡

女
性

連
合

：１
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
：３

、
Ye

n 
Th

an
h 

D
H

C
：３

、
JO

C
V

：１
、

JI
C

A
：１

）
他

計
１

２
名

、
そ

の
他

C
oo

rd
in

at
in

g 
B

oa
rd

メ
ン

バ
ー

等
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
参

加
 

愛
育

班
活

動
の

指
導

者
は

、
活

動
に

対
し

て
の

理
解

を
深

め
、

指
導

者
と

し
て

の
能

力
が

向
上

し
た

。
 

U
S$
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5 

現
地

適
用

化
活

動
費

 

57
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愛
育

班
：
結

成
式

 
04

/0
1/

20
02

 
Ye

n 
Th

an
h 

PC
 

合
計

28
5

人
（

C
oo

rd
in

at
in

g 
B

oa
rd

 
M

em
be

rs
：
5、

 W
or

ki
ng

 G
ro

up
 

M
em

be
rs

：
9、

 N
am

 T
ha

nh
コ

ミ
ュ

ー
ン

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

：7
8、

H
op

 T
ha

nh
コ

ミ
ュ

ー
ン

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

：6
9、

N
ha

n 
Th

an
h

コ
ミ
ュ

ー
ン

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

：
12

4）
 

選
出

さ
れ

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

推
進

に
向

け
て

の
士

気
が

高
ま

っ
た

。
 

ベ
ト
ナ

ム
側

予
算

 

58
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愛
育

班
員

研
修

 
11

/0
7/

20
02

 
17

/0
7/

20
02

 
23

/0
7/

20
02

 
24

/0
7/

20
02

 
26

/0
7/

20
02

 

Ye
n 

Th
an

h
郡

 
モ

デ
ル

郡
3

コ
ミ

ュ
ー

ン
女

性
連

合
メ

ン
バ

ー
対

象
４

２
人

 
11

/7
: H

op
 T

ha
nh

: 9
, N

am
 T

ha
nh

: 1
1,

 
N

ha
n 

Th
an

h:
 1

8,
 1

7/
7:

 H
op

 T
ha

nh
: 1

2,
 

N
am

 T
ha

nh
: 1

0,
 2

3/
7:

 H
op

 T
ha

nh
: 1

0,
 

N
ha

n 
Th

an
h:

 1
7 

24
/7

: N
am

 T
ha

nh
: 1

1,
 

26
/7

: N
ha

n 
Th

an
h:

 1
7 

 延
べ

合
計

11
5

人
 

愛
育

班
の

活
動

を
推

進
す

る
た

め
の

準
備

研
修

を
通

し
て

、
R

H
関

連
問

題
へ

の
意

識
の

向
上

が
見

ら
れ

、
班

員
と

し
て

の
仕

事
へ

の
理

解
が

深
ま

り
活

動
開

始
へ

の
準

備
が

整
っ

た
。

 

愛
育

班
員

健
康

診
断

費
用

と
し

て
 

U
S＄

56
8 

59
. 

愛
育

班
モ

デ
ル

コ
ミ
ュ

ー
ン

対
象

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
：
問

題
把

握
と

解
決

へ
向

け
て

 

15
/0

1/
20

03
 

Ye
n 

Th
an

h 
愛

育
班

員
３

９
人

（N
am

 T
ha

nh
、

N
ha

nh
 

Th
an

h、
H

op
 T

ha
n）

、
 

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

：
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

３
人

、
省

女
性

連
合

１
人

、
JO

C
V

１
人

 
JI

C
A

３
人

 

ハ
ム

レ
ッ

ト
レ

ベ
ル

の
愛

育
班

員
が

、
地

域
の

問
題

を
把

握
・分

析
・解

決
法

選
択

の
プ

ロ
セ

ス
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
 

U
S＄

53
0 

 

60
. 

愛
育

班
モ

デ
ル

コ
ミ
ュ

ー
ン

指
導

者
対

象
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
 

16
/0

1/
20

03
 

Ye
n 

Th
an

h 
N

am
 T

ha
nh

、
N

ha
nh

 T
ha

nh
、

H
op

 T
ha

n
の

運
営

委
員

会
メ

ン
バ

ー
８

人
 

愛
育

班
モ

デ
ル

コ
ミ
ュ

ー
ン

の
指

導
者

（
運

営
委

員
会

メ
ン

バ
ー

）
を

対
象

に
、

地
域

保
健

活
動

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
た

め
の

行
政

の
役

割
に

つ
い

て
、

参
加

者
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

U
S＄

12
6 
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61
. 

保
健

計
画

策
定

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

08
-1

0/
09

/2
00

4 
V

in
h 

C
ity

 
6

ｺ
ﾐｭ

ｰ
ﾝ

か
ら

人
民

委
員

会
、

C
H

C
，

人
口

家
族

子
ど

も
委

員
会

、
女

性
連

合
、

ハ
ム

レ
ッ

ト
女

性
連

合
(2

名
)の

各
6

名
 

N
ha

nh
 T

ha
nh

, H
op

 T
ha

nh
, N

am
 T

ha
nh

, 
Li

en
 T

ha
nh

, T
ay

 T
ha

nh
, C

en
te

r 
C

om
m

un
e,

 
Ye

n 
Th

an
h 

W
U

: 2
, Y

en
 T

ha
nh

 D
H

C
: 1

, 
計

39
名

 
（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
：

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
：

3、
PW

U
:２

 
D

W
U

:1
, D

H
C

: 1
 JO

C
V:

１
）

イ
エ

ン
タ

イ
ン

郡
の

愛
育

班
モ

デ
ル

3
コ

ミ
ュ

ー
ン

に
加

え
て

、
同

郡
の

3
コ

ミ
ュ

ー
ン

の
計

6
コ

ミ
ュ

ー
ン

に
対

し
て

、
保

健
計

画
策

定
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

開
催

し
た

こ
と

で
、

村
レ

ベ
ル

の
行

政
と

地
区

組
織

（女
性

連
合

/愛
育

班
）
代

表
が

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
と

役
割

を
持

っ
て

協
力

し
て

地
域

保
健

推
進

を
実

施
す

る
具

体
的

な
方

法
を

学
ん

だ
。

 

U
S$

2.
02

7,
81

 

62
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IE
C

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

04
/1

2/
20

01
 

05
/1

2/
20

01
 

06
/1

2/
20

01
 

10
/1

2/
20

01
 

１
１

/1
2/

20
01

 
12

～
13

/1
2/

 2
00

1 

Ta
n 

K
y 

 
H

un
g 

N
gu

ye
n 

A
nh

 S
on

 
C

ua
 L

o 
V

in
h 

Q
uy

nh
 L

uu
  

合
計

1,
93

6
人

の
女

性
連

合
 

 
（
ｺ
ﾐｭ

ｰ
ﾝ
､ハ

ム
レ

ッ
ト
の

代
表

） 
（
Ta

n 
K

y：
３

５
３

人
、

H
un

g 
N

gu
ye

n 
27

8
人

、
A

nh
 S

on
：
29

1
人

、
 

C
ua

 L
o：

 1
00

人
、

V
in

h：
35

5
人

 
Q

uy
nh

 L
uu

：
25

2
人

）
 

R
H

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

の
た

め
の

女
性

連
合

向
け

IE
C

研
修

を
通

し
て

、
有

効
な

健
康

教
育

に
つ

い
て

、
女

性
連

合
メ

ン
バ

ー
の

認
識

が
高

ま
っ

た
。

 

U
S$

17
,7

27
 

現
地

適
用

化
活

動
費

 

63
. 

省
レ

ベ
ル

R
H

啓
蒙

活
動

（
Ｒ

Ｈ
コ

ン
テ

ス
ト
）

 
10

～
11

/1
2/

20
02

 
ヴ

ィ
ン

市
 

省
レ

ベ
ル

の
コ

ン
テ

ス
ト
の

み
で

、
１

９
郡

お
よ

び
軍

、
公

安
の

勝
ち

残
り

Ｒ
Ｈ

コ
ン

テ
ス

ト
競

技
者

女
性

連
合

代
表

各
１

０
人

、
計

１
９

０
人

 

ゲ
ア

ン
省

全
体

の
コ

ミ
ュ

ー
ン

・郡
・
省

レ
ベ

ル
の

女
性

連
合

を
は

じ
め

と
す

る
健

康
教

育
に

関
わ

る
機

関
（
青

年
連

合
、

人
民

委
員

会
文

化
局

、
祖

国
戦

線
、

軍
隊

、
公

安
等

）
を

巻
き

込
ん

で
、

コ
ミ

ュ
ー

ン
レ

ベ
ル

か
ら

ト
ー

ナ
メ

ン
ト
形

式
で

ク
イ

ズ
、

歌
、

寸
劇

を
活

用
し

た
R

H
コ

ン
テ

ス
ト
を

開
催

し
、

R
H

関
連

問
題

へ
の

興
味

を
高

め
、

知
識

の
啓

蒙
普

及
が

図
ら

れ
た

。
 

U
S＄

6,
33

6 

64
. 

 
省

レ
ベ

ル
R

H
教

材
活

用
コ

ン
テ

ス
ト

 
①

14
/1

2/
20

04
 

 ②
21

/1
2/

20
04

 
 ③

28
/1

2/
20

04
 

①
ヴ

ィ
ン

市
 

 ②
D

o 
Lu

on
g 

 
 ③

N
gh

ia
 D

an
 

①
 N

gL
, H

N
, N

aD
, C

L,
 V

in
h,

 D
C

 
 ②

 K
S，

TD
, C

C
, A

S,
 T

K
, D

L、
TC

 
 ③

Q
P，

Q
C

, Q
H

, N
gD

, Y
T,

 
Q

L 
 

コ
ミ
ュ

ー
ン

レ
ベ

ル
で

の
自

主
的

な
R

H
知

識
・
情

報
の

普
及

と
学

習
、

教
材

を
活

用
し

た
教

育
活

動
の

活
性

化
を

目
的

と
し

て
、

IE
C

教
材

活
用

技
術

を
競

う
R

H
コ

ン
テ

ス
ト
を

開
催

し
た

。
コ

ミ
ュ

ー
ン

か
ら

勝
ち

抜
い

て
き

た
チ

ー
ム

の
マ

ギ
ー

エ
プ

ロ
ン

や
妊

娠
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

を
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
の

中
で

扱
う

技
能

は
大

変
す

ぐ
れ

て
お

り
、

女
性

連
合

が
関

連
機

関
と

協
力

し
な

が

 U
S$

6,
63

1.
69
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ら
、

IE
C

教
材

を
活

用
す

る
技

能
を

磨
い

て
き

た
こ

と
が

よ
く

理
解

で
き

た
。

 
65

. 
女

性
連

合
メ

ン
バ

ー
対

象
IE

C
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
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/1

0/
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0/
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0/
20

02
 

29
/1

0/
20

02
 

31
/1

0/
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1/
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/0

1/
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03
 

03
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1/
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03
 

07
/0

1/
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03
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/0

1/
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03
 

25
/0

3/
20

03
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/0

3/
20

03
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/0

4/
20

03
 

02
/0

4/
20

03
 

03
/0

4/
20

03
 

D
o 

Lu
on

g 
N

un
g 

N
gy

en
 

Th
an

h 
C

hu
on

g 
Ta

nk
 K

y 
N

am
 D

an
 

C
ua

 L
o 

N
gh

i L
oc

 
D

ie
n 

C
ha

u 
V

in
h 

C
ity

 
Q

uy
hn

 L
uu

 
Q

uy
hn

 L
uu

 
C

on
 C

ou
ng

 
Ye

n 
Th

an
h 

A
nh

 S
on

 
N

gh
ia

 D
an

 
K

y 
So

n 
Tu

on
g 

D
uo

ng
 

Q
ue

 P
ho

ng
 

Q
uy

 H
op

 
Q

uy
 C

ha
u 

コ
ミ
ュ

ー
ン

、
ハ

ム
レ

ッ
ト
女

性
連

合
長

 
D

o 
Lu

on
g：

３
８

３
人

 
N

un
g 

N
gy

en
：
２

７
９

人
 

Th
an

h 
C

hu
on

g：
５

０
０

人
 

Ta
nk

 K
y：

２
７

０
人

 
N

am
 D

an
：４

２
８

人
 

C
ua

 L
o：

１
０

１
人

 
N

gh
i L

oc
：
５

２
０

人
 

D
ie

n 
C

ha
u：

６
３

２
人

 
V

in
h 

C
ity

：
３

５
５

人
 

Q
uy

hn
 L

uu
：
５

９
８

人
 

C
on

 C
ou

ng
：１

４
９

人
 

Ye
n 

Th
an

h：
５

４
１

人
 

A
nh

 S
on

：２
９

８
人

 
N

gh
ia

 D
an

：
４

６
８

人
 

K
y 

So
n：

２
２

５
人

 
Tu

on
g 

D
uo

ng
：
 ２

０
５

人
 

Q
ue

 P
ho

ng
：
 ２

１
０

人
 

Q
uy

 H
op

：
 ３

１
１

人
 

Q
uy

 C
ha

u：
１

５
７

人
 

合
計

6,
63

0
人

 

コ
ミ
ュ

ー
ン

に
お

け
る

Ｒ
Ｈ

向
上

の
た

め
の

重
要

な
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
２

つ
に

絞
り

、
草

の
根

レ
ベ

ル
で

住
民

の
保

健
活

動
を

実
施

し
て

い
る

女
性

連
合

メ
ン

バ
ー

の
役

割
意

識
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

伝
達

す
べ

き
正

し
い

情
報

の
確

認
も

行
っ

た
。

 
(ア

)妊
産

婦
健

診
最

低
4

回
に

加
え

て
早

期
妊

婦
健

診
（三

ヶ
月

以
内

）の
推

進
 

(イ
)中

絶
予

防
に

は
、

望
ま

な
い

妊
娠

を
避

け
る

こ
と

、
す

な
わ

ち
適

切
な

避
妊

実
施

の
推

進
 

上
記

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
、

女
性

連
合

、
M

Ｍ
Ｃ

Ｈ
/Ｆ

Ｐ
セ

ン
タ

ー
ス

タ
ッ

フ
、

ＪＩ
Ｃ

Ａ
専

門
家

が
様

々
な

メ
デ

ィ
ア

を
通

し
て

伝
え

た
。

 

U
S$

17
,2

86
 

＋
 

配
布

用
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
印

刷
費

 
U

S$
2,

23
6 

(イ
ベ

ン
ト
経

費
) 
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山
岳

地
域

郡
女

性
連

合
メ

ン
バ

ー
対

象
IE

C
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
 

12
/0

2/
20

04
 

16
/0

2/
20

04
 

17
/0

2/
20

04
 

18
/0

2/
20

04
 

23
/0

2/
20

04
 

24
/0

2/
20

04
 

 

Q
uy

 H
op

 
K

y 
So

n 
Tu

on
g 

D
uo

ng
 

C
on

 C
uo

ng
 

Q
ue

 P
ho

ng
 

Q
uy

 C
ha

u 

山
岳

地
域

6
郡

の
コ

ミ
ュ

ー
ン

女
性

連
合

(C
W

U
)、

ハ
ム

レ
ッ

ト
レ

ベ
ル

女
性

連
合

メ
ン

バ
ー

(H
W

U
)、

コ
ミ
ュ

ー
ン

レ
ベ

ル
青

年
同

盟
(C

Y
U

)、
コ

ミ
ュ

ー
ン

文
化

情
報

局
員

（
C

C
D

人
民

委
員

会
）
を

対
象

に
実

施
し

た
。

 
12

/0
2/

20
04

：
Q

H
 2

回
計

36
8

人
 

C
W

U
:2

2,
 H

W
U

:2
93

, C
Y

U
:3

5,
 C

C
D

:1
8

16
/0

2/
20

04
：
K

S 
2

回
計

26
6

人
 

C
W

U
:2

9,
 H

W
U

:2
00

, C
Y

U
:2

0,
 C

C
D

:1
7

17
/0

2/
20

04
：
TD

 2
回

26
1

人
 

C
W

U
:2

7,
 H

W
U

:1
72

, C
Y

U
:4

1,
 C

C
D

:2
1

18
/0

2/
20

04
：
C

C
 1

回
17

2
人

 
C

W
U

:1
7,

 H
W

U
:1

20
, C

Y
U

:2
4,

 C
C

D
:1

1

山
岳

地
域

の
女

性
連

合
メ

ン
バ

ー
を

対
象

に
、

リ
プ

ロ
ヘ

ル
ス

知
識

普
及

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
特

に
、

中
絶

の
危

険
性

と
正

し
い

現
代

的
避

妊
法

に
つ

い
て

伝
え

る
こ

と
に

留
意

し
た

。
ま

た
、

地
域

保
健

活
動

の
紹

介
の

た
め

に
ビ

デ
オ

を
活

用
す

る
な

ど
し

て
、

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

効
果

的
伝

達
が

可
能

と
な

っ
た

。
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23
/0

2/
20

04
：
Q

P 
1

回
24

1
人

 
C

W
U

:2
1,

 H
W

U
:1

89
, C

Y
U

:2
0,

 C
C

D
:1

1
24

/0
2/

20
04

：
Q

C
 1

回
19

2
人

 
C

W
U

:1
3,

 H
W

U
:1

44
, C

Y
U

:2
3,

 C
C

D
:1

2
総

参
加

者
数

：
1,

50
0

人
 

 
各

郡
 

全
体

：コ
ミ

ュ
ー

ン
共

産
党

(C
C

P)
：4

27
、

祖
国

人
民

戦
線

(C
FF

)：
44

8、
農

民
連

合
(C

FU
)：

44
1、

情
報

文
化

局
(C

C
D

)：
43

2、
青

年
同

盟
(C

Y
U

)：
45

4、
コ

ミ
ュ

ー
ン

女
性

連
合

(C
W

U
)：

59
6、

ハ
ム

レ
ッ

ト
レ

ベ
ル

女
性

連
合

(H
W

U
)：

62
93

、
コ

ミ
ュ

ー
ン

ヘ
ル

ス
セ

ン
タ

ー
(C

H
C

): 
10

1,
 T

ot
al

: 9
,1

92
, 

男
性

参
加

率
：
18

.5
%

 
04

/1
0/

20
04

  
2 

se
ss

io
ns

 
H

un
g 

N
gu

ye
n 

C
C

P:
 2

1,
 C

FF
: 2

2,
 C

FU
: 2

2,
 C

C
D

:2
0,

 
C

Y
U

:1
9,

 C
W

U
:3

3,
 H

W
U

:2
79

, T
ot

al
: 

41
7,

 M
en

’s
 p

ro
po

rti
on

: 2
5%
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-0
7/

10
/2

00
4 

3 
se

ss
io

ns
 

D
ie

n 
C

ha
u 

C
C

P:
 3

8,
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FF
: 3

9,
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FU
: 3

9,
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C
D

:3
7,

 
C

Y
U

:3
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 C
W

U
:4

8,
 H

W
U

:5
40

, T
ot

al
: 
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0,
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en

’s
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rti
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1.
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-1

2/
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/2
00
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4 
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io
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h 

C
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on
g 
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FU
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C
D
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7,

 
C

Y
U
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 C
W

U
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W
U
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, T
ot
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: 
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’s
 p
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0/
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2 

se
ss
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in
h 

C
C
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 1
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: 1

4,
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FU
: 6
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C

D
:1

3,
 

C
Y

U
:1

5,
 C

W
U

:1
8,

 H
W

U
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25
, T

ot
al

: 
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1,
 M

en
’s
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ro
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rti
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%
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/2

00
4 

3 
se
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ns
 

D
o 
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on

g 
C

C
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FU
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2,

 C
C

D
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0,
 

C
Y

U
: 3

2,
 C

W
U

:3
8,
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W

U
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78
, T

ot
al

: 
57

2,
 M

en
’s
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ro

po
rti

on
: 2

6.
6%
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0/
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1 

se
ss

io
n 

C
ua

 L
o 

C
C
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, C

FU
: 4
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C

D
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, 
C

Y
U

: 6
, C

W
U

: 1
4,

 H
W

U
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1,
 T

ot
al

: 
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2,
 M

en
’s
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rti
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: 1

6.
4%
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10
/2

00
4 

4 
se

ss
io

ns
 

Ye
n 
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h 
C

C
P:

 3
5,
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FF

: 3
7,
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FU

: 3
7,
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C

D
: 3

6,
 

C
Y

U
: 3

7,
 C

W
U

: 3
7,

 H
W

U
: 5

38
, T

ot
al

: 
75

7,
 M

en
’s
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ro

po
rti

on
:2

0.
1%
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R
H

推
進

IE
C

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

（
女

性
連

合
主

催
・関

連
政

府
・
大

衆
組

織
/男

性
巻

き
込

み
）

 

02
-3

/1
1/

20
04

 
4 

se
ss

io
ns

 
Q

uy
nh

 L
uu

 
C

C
P:

 4
1,

 C
FF

:4
1,

 C
FU

: 4
3,

 C
C

D
: 4

3,
 

C
Y

U
: 4

3,
 C

W
U

: 4
5,

 H
W

U
: 5

68
, T

ot
al

: 

女
性

連
合

が
主

体
と

な
っ

て
、

全
19

郡
に

お
い

て
、

男
性

の
巻

き
込

み
を

図
っ

て
多

く
の

組
織

か
ら

参
加

者
を

募
る

目
的

で
、

コ
ミ

ュ
ー

ン
の

共
産

党
、

祖
国

人
民

戦
線

、
農

民
連

合
、

青
年

同
盟

、
文

化
情

報
局

な
ど

の
代

表
と

、
コ

ミ
ュ

ー
ン

・
ハ

ム
レ

ッ
ト

の
女

性
連

合
メ

ン
バ

ー
を

対
象

に
、

45
回

の
R

H
知

識
普

及
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

っ
た

。
こ

れ
に

よ
り

9千
人

近
い

参
加

者
に

妊
産

婦
ケ

ア
、

中
絶

の
リ

ス
ク

と
予

防
、

正
し

い
避

妊
法

、
と

い
う

主
要

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

届
け

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
で

は
思

春
期

R
H

の
課

題
も

提
示

し
、

参
加

者
か

ら
思

春
期

の
若

者
に

向
け

た
R

H
ケ

ア
対

策
の

必
要

性
と

緊
急

性
を

認
識

で
き

た
と

大
き

な
反

響
が

あ
っ

た
。

 

U
S$

34
,1

57
.4

1 

－286－



82
4,

 M
en

’s
 p

ro
po

rti
on

: 1
6.

5%
 

05
/1

1/
20

04
 

2 
se

ss
io

ns
 

A
nh

 S
on

 
C

C
P:

 1
8,

 C
FF

: 2
0,

 , 
C

FU
: 2

0,
 C

C
D

:1
8,

 
C

Y
U

: 1
9,

 C
W

U
: 3

0,
 H

W
U

: 2
74

, T
ot

al
: 

39
9,

 M
en

’s
 p

ro
po

rti
on

: 1
9%

  
09

-1
0/

11
/2

00
4 

3 
se

ss
io

ns
 

N
gh

ia
 D

an
 

C
C

P:
 3

0,
 C

FF
: 3

0,
 C

FU
: 2

9,
 C

C
D

: 2
8,

 
C

Y
U

:2
9,

 C
W

U
: 3

6,
 H

W
U

: 4
68

, T
ot

al
: 

65
0,

 M
en

’s
 p

ro
po

rti
on

: 1
0.

8%
 

11
-1

2/
11

/2
00

4 
3 

se
ss

io
ns

 
N

gh
i L

oc
 

C
C

P:
 2

9,
 C

FF
: 3

4,
 C

FU
: 3

4,
 C

C
D

: 3
2,

 
C

Y
U

: 3
4,

 C
W

U
: 6

0,
 H

W
U

: 5
04

, T
ot

al
: 

72
7,

 M
en

’s
 p

ro
po

rti
on

: 1
5.

1%
 

16
/1

1/
20

04
 

2 
se

ss
io

ns
 

K
y 

So
n 

C
C

P:
 1

8,
 C

FF
: 1

9,
 C

FU
: 2

0,
 C

C
D

: 2
0,

 
C

Y
U

:2
1,

 C
W

U
: 3

1,
 H

W
U

: 2
20

, C
H

C
: 

21
, T

ot
al

: 3
70

, M
en

’s
 p

ro
po

rti
on

: 
22

.2
%

 
17

/1
1/

20
04

 
2 

se
ss

io
ns

 
Tu

on
g 

D
uo

ng
 

C
C

P:
 2

0,
 C

FF
: 2

1,
 C

FU
: 1

8,
 C

C
D

:1
8,

 
C

Y
U

: 2
1,

 C
W

U
: 2

3,
 H

W
U

:2
00

, C
H

C
: 

21
, T

ot
al

: 3
42

, M
en

’s
 p

ro
po

rti
on

:2
2.

8%
 

18
/1

1/
20

04
 

1 
se

ss
io

ns
 

C
on

 C
uo

ng
 

C
C

P:
 1

3,
 C

FF
: 1

3,
 C

FU
: 1

3,
 C

C
D

: 1
3,

 
C

Y
U

: 1
3,

 C
W

U
: 1

3,
 H

W
U

: 1
41

, C
H

C
: 

13
, T

ot
al

: 2
32

, M
en

’s
 p

ro
po

rti
on

: 2
4%

 
23

/1
1/

20
04

 
1 

se
ss

io
n 

Q
ue

 P
ho

ng
 

C
C

P:
 1

0,
 C

FF
: 1

2,
 C

FU
:1

2,
 C

C
D

: 1
2,

 
C

Y
U

:1
3,

 C
W

U
: 1

9,
 H

W
U

: 2
10

, C
H

C
: 

13
, T

ot
al

: 3
01

, M
en

’s
 p

ro
po

rti
on

: 
17

.3
%

 
24

/1
1/

20
04

 
1 

se
ss

io
n 

Q
uy

 C
ha

u 
C

C
P:

 1
0,

 C
FF

: 1
0,

 C
FU

: 1
2,

 C
C

D
: 1

1,
 

C
Y

U
: 9

, C
W

U
:1

6,
 H

W
U

:1
57

, C
H

C
: 

12
, T

ot
al

: 2
37

, M
en

’s
 p

ro
po

rti
on

: 
23

.6
%

 
25

/1
1/

20
04

 
2 

se
ss

io
ns

 
Q

uy
 H

op
 

C
C

P:
 2

0,
 C

FF
: 2

1,
 C

FU
:2

1,
 C

C
D

: 1
9,

 
C

Y
U

:2
1,

 C
W

U
:2

9,
 H

W
U

:3
11

, C
H

C
: 

21
, T

ot
al

: 4
63

, M
en

’s
 p

ro
po

rti
on

: 1
3%

 
29

/1
1/

20
04

 
2 

se
ss

io
ns

 
Ta

n 
K

y 
C

C
P:

 1
9,

 C
FF

: 2
1,

 C
FU

:2
1,

 C
C

D
:1

8,
 

C
Y

U
: 2

1,
 C

W
U

: 2
4,

 H
W

U
: 2

66
, T

ot
al

: 
39

0,
 M

en
’s

 p
ro

po
rti

on
: 1

8.
2%

 
30

/1
1/

20
04

 
2 

se
ss

io
ns

 
N

am
 D

an
 

C
C

P:
 1

9,
 C

FF
: 2

4,
 C

FU
: 2

0,
 C

C
D

: 2
2,

 
C

Y
U

: 2
4,

 C
W

U
: 4

2,
 H

W
U

:3
37

, T
ot

al
: 

－287－



M
en

’s
 p

ro
po

rti
on

: 1
3.

5%
 

68
. 

IE
C

技
術

研
修
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/0
4/

20
01

～
05

/0
4/

20
01

 
V

in
h,

 
Q

uy
nh

 
Lu

u 
5

人
 M

C
H

/F
P 

C
en

te
ｒ、

10
人

 5
D

H
C

s 
x 

2p
er

  
2

人
 J

O
C

V
(計

17
人

) 
視

聴
覚

機
材

（
マ

ギ
ー

エ
プ

ロ
ン

）
を

使
っ

た
教

育
・
指

導
技

術
の

習
得

 
（

5
郡

及
び

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
）

 

U
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ﾏ

ｷ
ﾞｰ

ｴ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾝ
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解

説
書

1,
00

0
部
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IE

C
技

術
研

修
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3/
20

02
～

29
/0

3/
20

02
 

 
ヴ

ィ
ン

他
 

合
計

14
人

（D
H

C
s: 

N
L:

2、
D

L:
2、

H
N

:2
,A

S:
2,

 V
in

h:
2,

 D
C

:2
 +

 M
C

H
/F

P 
C

en
te

r:2
）
 

視
聴

覚
機

材
（
マ

ギ
ー

エ
プ

ロ
ン

）
を

使
っ

た
教

育
・
技

術
を

習
得

し
、

実
質

的
な

活
動

計
画

に
結

び
つ

い
た

。
 

U
S$

26
6 

(一
般

現
地

業
務

費
) 

70
. 

IE
C

技
術

研
修

(保
健

教
育

技
術

研
修

) 
11

～
14

/0
3/

20
03

 
 

ヴ
ィ

ン
他

 
省

女
性

連
合

、
V

in
h,

 H
N

, N
aD

, N
L,

 Q
L

の
5

郡
の

女
性

連
合

各
3

名
 

計
18

名
。

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
ス

タ
ッ

フ
２

名
が

指
導

の
サ

ポ
ー

ト
。

 

参
加

者
が

保
健

教
育

・
指

導
に

お
け

る
効

果
的

な
マ

ギ
ー

エ
プ

ロ
ン

を
中

心
と

し
た

IE
C

教
材

活
用

技
術

を
習

得
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

他
郡

の
女

性
連

合
へ

の
研

修
に

活
用

す
る

資
料

も
作

成
し

た
。
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郡
レ

ベ
ル

女
性

連
合

対
象

マ
ギ

ー
エ

プ
ロ

ン
活

用
法

研
修

実
施

 

第
１

回
16

-1
8/

06
/2

00
3 

第
２

回
 

09
-1

1/
07

/2
00

3 

ヴ
ィ

ン
市

 
第

１
回

：
16

-1
8/

06
/2

00
3：

Q
C

:2
, Q

P:
2,

 
Q

H
:1

 , 
D

L:
1,

 C
L:

2,
 T

K
:2

, N
gD

:2
 

第
２

回
：A

S:
2,

 T
C

:2
, K

S:
2,

 Y
T:

1,
 D

C
:2

, 
TD

:1
, C

C
:2

、
計

24
人

 

R
H

教
材

の
マ

ギ
ー

エ
プ

ロ
ン

を
活

用
し

た
IE

C
教

材
技

術
の

向
上

に
よ

り
効

果
的

な
保

健
教

育
活

動
を

推
進

す
る

た
め

の
TO

T
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
参

加
し

た
女

性
連

合
メ

ン
バ

ー
に

と
っ

て
、

新
し

い
教

材
の

活
用

技
術

の
習

得
が

で
き

た
好

評
を

と
得

た
。

ま
た

、
コ

ミ
ュ

ー
ン

女
性

連
合

へ
の

普
及

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
実

施
の

基
礎

が
で

き
た

。
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郡
レ

ベ
ル

で
実

施
し

た
TO

T
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

通
し

て
得

ら
れ

た
マ

ギ
ー

エ
プ

ロ
ン

活
用

技
術

と
、

郡
女

性
連

合
に

よ
っ

て
作

成
さ

れ
た

教
材

：活
用

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

を
使

い
、

コ
ミ
ュ

ー
ン

レ
ベ

ル
で

の
健

康
教

育
推

進
を

目
指

し
て

、
女

性
連

合
と

C
H

C
ス

タ
ッ

フ
協

同
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
地

域
で

の
健

康
教

育
実

施
に

お
い

て
、

C
H

C
と

女
性

連
合

メ
ン

バ
ー

と
の

連
携

・
協

力
を

促
す

一
助

と
な

っ
た

。
研

修
後

、
コ

ミ
ュ

ー
ン

が
自

主
的

に
計

画
し

て
教

育
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
実

施
し

、
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コ
ミ
ュ

ー
ン

の
う

ち
43

0
コ

ミ
ュ

ー
ン

に
お

い
て

総
計

83
2

回
実

施
さ

れ
た

保
健

教
育

セ
ッ

シ
ョ
ン

に
お

い
て

マ
ギ

ー
エ

プ
ロ

ン
が

活
用

さ
れ

た
と

の
報

告
が

さ
れ

た
。

報
告

さ
れ

て
い

る
参

加
総

数
は

、
42

,8
74

人
で

あ
っ

た
。
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ＩＥ
Ｃ

教
材

制
作

：リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
向

上
ド

ラ
マ

・ロ
ー

ル
プ

レ
イ

・シ
ナ

リ
オ

集
作

成
 

通
年

 
各

コ
ミ

ュ
ー

ン
・
郡

お
よ

び
省

レ
ベ

ル
の

女
性

連
合

を
中

心
と

す
る

教
育

担
当

者
 

全
コ

ミ
ュ

ー
ン

参
加

の
公

募
 

女
性

連
合

が
中

心
と

な
っ

て
、

R
H

に
関

連
し

た
ト
ピ

ッ
ク

ス
：妊

産
婦

健
診

、
思

春
期

保
健

な
ど

を
中

心
と

し
た

ド
ラ

マ
や

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

の
た

め
の

シ
ナ

リ
オ

が
集

め
ら

れ
纏

め
ら

れ
た

。
今

後
、

コ
ミ
ュ

ー
ン

や
ハ

ム
レ

ッ
ト
レ

ベ
ル

で
の

ＩＥ
Ｃ

活
動

の
た

め
に

女
性

連
合

な
ど

の
大

衆
組

織
に

よ
っ

て
活

用
さ

れ
る

。

＄
19

,0
64

 
公

募
用
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ラ

シ
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U
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50
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含
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動
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技
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研

修
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ベ
ル

と
19

郡
の

女
性

連
合

メ
ン

バ
ー

各
１

人
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
２

人
、

計
22

名
 

ＩＥ
Ｃ

教
材

の
発

展
的

活
用

法
を

学
ぶ

と
同

時
に

実
践

し
て

き
た

ＩＥ
Ｃ

活
動

の
実

施
方

法
を

必
要

に
応

じ
て

改
善

す
る

た
め

の
TO

T
研

修
を

実
施

し
た

。
多

彩
な

参
加

手
法

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

、
今

後
、

女
性

連
合

が
実

施
す

る
教

育
活

動
の

内
容

の
充

実
を

期
待

し
た

い
。
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セ
ミ
ナ
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日

本
の

経
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に
学

ぶ
地

域
保

健
推

進
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H
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ot

el
 

省
・
郡

運
営

委
員

会
メ

ン
バ

ー
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
、

省
女

性
連

合
等

約
１

０
０

人
 

医
療

・保
健

機
関

が
、

地
域

住
民

と
連

携
し

て
、

ど
の

よ
う
に

地
域

で
の

健
康

増
進

・予
防

活
動

を
実

施
し

て
い

る
か

の
事

例
を

紹
介

し
、

ゲ
ア

ン
省

で
の

地
域

で
の

保
健

活
動

に
活

用
で

き
る

可
能

性
を

提
示

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

U
S＄

1,
51

9 

76
. 

住
民

参
加

と
地

域
行

政
に

よ
る

地
域

保
健

推
進

セ
ミ
ナ

ー
 

07
/0

9/
20

04
 

V
in

h 
C

ity
 

 
D

SC
メ

ン
バ

ー
: K

S:
4,

 C
C

:4
, N

L:
 4

, 
Q

P:
5,

 C
L:

 3
, D

L:
 5

, N
aD

: 5
, Y

T:
 6

, A
S:

 
5,

 Q
H

: 5
, Q

L:
 3

, T
D

: 5
, Q

C
: 5

, V
in

h:
 3

, 
TK

: 5
, D

C
: 4

, T
C

: 5
, H

N
:4

, P
W

U
: 1

, 
PH

S:
 1

, M
C

H
/F

P 
C

en
te

r: 
8,

 JO
C

V:
 2

, 
計

92
人

 
 

省
・
郡

運
営

委
員

会
メ

ン
バ

ー
に

対
し

て
、

地
域

行
政

と
住

民
参

加
に

よ
る

地
域

保
健

推
進

活
動

の
セ

ミ
ナ

ー
を

行
い

、
須

坂
市

の
保

健
補

導
員

の
活

動
を

例
に

と
っ

て
日

本
の

経
験

を
紹

介
し

た
。

地
域

保
健

推
進

の
実

例
は

説
得

力
を

も
っ

て
受

け
止

め
ら

れ
、

参
加

者

U
S$

1,
39

0.
41

 
 

－289－



(N
gh

ia
 D

an
 D

SC
は

、
参

加
予

定
者

が
突

然
郡

共
産

党
の

会
議

に
召

集
さ

れ
た

た
め

に
全

員
不

参
加

と
な

っ
た

。
) 

の
多

く
が

、
行

政
が

住
民

の
健

康
を

守
る

立
場

に
あ

る
と

い
う

こ
と

や
住

民
が

積
極

的
に

参
画

す
る

こ
と

が
不

可
欠

で
あ

る
な

ど
理

解
し

、
特

に
女

性
連

合
の

メ
ン

バ
ー

は
共

感
を

持
っ

て
今

後
の

活
動

へ
の

意
欲

向
上

に
繋

が
っ

た
。

 
77

. 
H

M
IS

整
備

に
向

け
た

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
操

作
・

維
持

管
理

技
術

研
修

 

第
１

回
 

09
-1

3/
12

/2
00

2 
第

２
回

 
03

-0
7/

03
/2

00
3 

Pr
ov

in
ci

al
 

H
ea

lth
 S

er
vi

ce
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
郡

6
郡

の
う

ち
①

Th
an

h 
C

hu
on

g、
Ye

n 
Th

an
h、

N
gh

ia
 D

an
か

ら
統

計
担

当
者

各
2

名
、

Ｍ
Ｃ

Ｈ
／

Ｆ
Ｐ

セ
ン

タ
ー

か
ら

3
名

、
②

V
in

h,
 H

un
g 

N
gu

ye
n,

 C
ua

 
Lo

か
ら

各
２

名
 

計
 

１
５

名
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
の

適
切

な
維

持
管

理
方

法
・
ソ

フ
ト
の

基
本

操
作

を
、

各
郡

の
統

計
担

当
者

が
習

得
し

た
。

 
U

S＄
1,

60
9 

 
資

機
材

・
備

品
費

用
含

む
 

78
. 

H
M

IS
整

備
に

向
け

た
リ

ナ
ッ

ク
ス

お
よ

び
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

入
門

研
修

 

24
-2

8/
03

/2
00

3 
Pr

ov
in

ci
al

 
H

ea
lth

 S
er

vi
ce

 
パ

イ
ロ

ッ
ト
郡

の
う

ち
、

Ye
n 

Th
na

h
と

C
ua

 
Lo

, M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
か

ら
各

2
名

 
 

計
6

名
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

管
理

担
当

者
が

、
リ

ナ
ッ

ク
ス

と
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
基

礎
知

識
を

得
た

。
 

U
S＄

1,
10

2 
資

機
材

・
備

品
費

用
含

む
 

79
. 

H
M

IS
研

修
 

 (H
M

IS
推

進
準

備
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
研

修
：

 
統

計
報

告
書

作
成

の
た

め
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

操
作

・管
理

) 

第
1

回
 

21
-2

5/
04

/2
00

3 
第

２
回

 
05

-0
9/

05
/2

00
3 

第
３

回
 

19
-2

3/
05

/2
00

3 

省
保

健
局

 
モ

デ
ル

6
郡

の
う

ち
Th

an
h 

C
hu

on
g

を
除

く
5

郡
以

外
の

14
郡

D
H

C
か

ら
各

２
名

の
統

計
業

務
担

当
者

を
３

グ
ル

ー
プ

に
分

け
て

実
施

 
計

27
名

 
第

１
回

：
K

S:
2,

 T
D

:1
, A

S:
2,

 C
C

:2
, T

C
:2

 
第

２
回

：Q
P:

2,
 Q

H
:2

, Q
C

:2
, Q

L:
2,

 D
C

:2
第

３
回

：N
L:

2,
 D

L:
2,

 N
aD

:2
, T

K
:2

 

W
in

do
w

sの
基

本
操

作
と

パ
ソ

コ
ン

使
用

の
統

計
集

計
業

務
に

つ
い

て
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
参

加
者

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
知

識
が

向
上

し
た

。
保

健
統

計
の

集
計

、
報

告
書

作
成

業
務

に
パ

ソ
コ

ン
が

よ
り

多
く

使
用

さ
れ

る
よ

う
に

な
り

、
業

務
の

効
率

化
が

図
ら

れ
た

。
ま

た
、

全
D

H
C

の
統

計
業

務
担

当
者

の
パ

ソ
コ

ン
に

関
す

る
技

術
レ

ベ
ル

が
把

握
で

き
た

。
 

保
健

局
予

算
 

80
. 

H
M

IS
推

進
ソ

フ
ト
ウ

エ
ア

紹
介

・活
用

研
修

 
第

1
回

 
10

-1
1/

06
/2

00
3 

第
２

回
 

12
-1

3/
06

/2
00

3 
第

３
回

 
17

-1
8/

06
/2

00
3 

第
４

回
 

19
-2

0/
06

/2
00

3 

省
保

健
局

 
全

19
郡

D
H

C
統

計
業

務
担

当
者

各
2

名
計

 4
0

名
 

第
１

回
：C

L:
2,

 H
N

:2
, N

gD
:2

, V
in

h:
2,

 
Y

T:
2,

 T
C

:2
 

第
２

回
：N

D
:2

, N
L:

3,
 Q

P:
2,

 Q
C

:2
, T

K
:2

第
３

回
：A

S:
2,

 C
C

:2
, K

S:
1,

 T
D

:1
 

第
４

回
：D

L:
4,

 D
C

:3
, Q

H
:2

, Q
L:

2 

D
H

C
が

保
健

局
へ

提
出

す
る

報
告

書
作

成
ソ

フ
ト
を

紹
介

・
指

導
を

行
っ

た
。

郡
・
省

レ
ベ

ル
の

統
計

集
計

業
務

、
統

計
報

告
書

作
成

業
務

が
効

率
化

さ
れ

る
見

込
み

が
立

っ
た

。
ソ

フ
ト
ウ

エ
ア

導
入

に
よ

り
、

報
告

書
フ

ォ
ー

ム
の

統
一

の
重

要
性

が
認

識
さ

れ
た

。
今

後
、

他
の

統
計

報
告

に
も

対
応

す
る

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

を
導

入
し

、
保

健
情

報
を

一
元

管
理

す
る

た
め

の
基

礎
が

で
き

た
。

 

U
S＄

30
0 

81
. 

H
M

IS
デ

ー
タ

チ
ェ

ッ
ク

12
-1

3/
08

/2
00

3 
省

保
健

局
 

モ
デ

ル
６

郡
の

統
計

担
当

者
(V

in
h:

2,
 

デ
ー

タ
管

理
に

必
要

な
知

識
・技

術
を

U
S＄

82
 

－290－



研
修

 
(H

M
IS

デ
ー

タ
品

質
管

理
･改

善
）

 

TC
:2

, N
gD

:3
, Y

T:
2,

 C
L:

3,
 H

N
:2

)、
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

ス
タ

ッ
フ

：
2、

計
16

名
習

得
す

る
た

め
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
た

。
参

加
者

は
、

コ
ミ
ュ

ー
ン

か
ら

の
報

告
書

デ
ー

タ
が

不
正

確
で

あ
る

こ
と

を
認

識
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

 

82
. 

H
M

IS
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

研
修

 
 (H

M
IS

病
院

管
理

シ
ス

テ
ム

導
入

の
た

め
の

 
シ

ス
テ

ム
概

要
紹

介
) 

①
 

28
/0

8/
20

03
  

②
 

3～ 19
/0

9/
20

03
 

省
保

健
局

 
①

 
3

郡
D

H
C

か
ら

所
長

、
計

画
課

長
、

統
計

担
当

者
3

名
ず

つ
(V

in
h:

3,
 C

L:
3,

 
Y

T:
3,

 M
C

H
/ 

FP
セ

ン
タ

ー
:2

,)計
11

名
。

 
②

 
3

郡
D

H
C

(V
in

h:
2,

 C
L:

2,
 Y

T:
2)

計
6

名
の

統
計

担
当

者
 

①
新

し
い

病
院

管
理

シ
ス

テ
ム

導
入

予
定

の
D

H
C

に
対

し
て

、
シ

ス
テ

ム
の

概
要

を
説

明
す

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

、
理

解
を

深
め

た
。

 
②

３
郡

の
D

H
C

の
ﾈ

ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
管

理
者

に
対

し
て

ﾜ
ｰ

ｸ
ｼ

ｮｯ
ﾌ
ﾟを

実
施

し
、

導
入

へ
の

基
礎

固
め

が
で

き
た

。
 

U
S$

26
7 

 

83
. 

H
M

IS
:コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
管

理
研

修
(W

in
do

w
sX

P
と

集
計

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

) 

25
/0

9/
20

03
 

省
保

健
局

 
６

郡
の

D
H

C
統

計
担

当
者

（A
S:

1,
 C

C
:1

, 
D

C
:1

, Q
L:

1,
 T

C
:1

, T
D

:1
）
M

C
H

/F
P 

ｾ
ﾝ

ﾀ
ｰ

：１
 

計
７

名
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

管
理

(W
in

do
w

sX
P)

、
報

告
書

作
成

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

の
更

新
に

つ
い

て
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
た

。
 

省
保

健
局

 
 

84
. 

H
M

IS
:ソ

フ
ト
ウ

エ
ア

再
教

育
研

修
 

①
 0

2-
03

/1
2/

20
03

 
②

 0
4-

05
/1

2/
20

03
 

③
 0

9-
10

/1
2/

20
03

 
④

 1
1-

12
/1

2/
20

03
 

省
保

健
局

 
①

 
V

in
h:

2,
 T

C
:2

, Y
T:

2,
 C

L:
2,

 H
N

:2
 

②
 

TD
:1

, A
S:

1,
 C

C
:2

, D
L:

2 
③

 
Q

P:
2,

 Q
H

2,
 Q

C
:2

, T
K

:2
, D

C
:2

 
④

 
N

gD
:2

, N
aD

:2
, Q

L:
2,

 N
L:

2,
 K

S:
2 

定
期

報
告

書
の

デ
ー

タ
チ

ェ
ッ

ク
、

集
計

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

の
更

新
、

C
D

-R
と

U
SB

メ
モ

リ
の

使
い

方
、

デ
ー

タ
管

理
の

重
要

性
等

に
関

す
る

2
日

間
の

ﾜ
ｰ

ｸ
ｼ

ｮｯ
ﾌ
ﾟを

4
回

に
分

け
て

実
施

し
た

。
定

期
報

告
書

の
質

の
向

上
が

期
待

さ
れ

る
。

 

U
S$

54
7 

 

85
. 

H
M

IS
:M

C
H

/F
P

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

使
い

方
研

修
 

①
09

-1
0/

02
/2

00
4 

②
11

-1
2/

02
/2

00
4 

③
16

-1
7/

02
/2

00
4 

④
18

-1
9/

02
/2

00
4 

省
保

健
局

 
19

D
H

C
の

M
C

H
/F

P
デ

ー
タ

集
計

担
当

者
（
産

科
・計

画
課

）
を

対
象

。
 

①
 

V
in

h:
3,

 T
C

:3
, N

gD
:3

, Y
T:

3 
②

 
C

L:
3,

 A
S:

3,
 C

C
:3

, T
D

:3
, K

S:
2 

③
 

Q
P:

3,
 Q

H
:3

, Q
C

:3
,T

K
:3

, H
N

: 3
 

④
 

D
C

:3
, N

aD
:3

, Q
L:

3,
 D

L:
4,

 N
L:

3 
合

計
57

名
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
に

報
告

す
る

た
め

の
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

に
よ

る
M

C
H

/F
P

報
告

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト
の

使
い

方
に

つ
い

て
研

修
を

行
っ

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

計
画

課
ス

タ
ッ

フ
に

加
え

て
、

産
科

ス
タ

ッ
フ

も
デ

ー
タ

入
力

が
で

き
る

よ
う
に

な
っ

た
。

 

U
S$

91
3 

  

86
. 

H
M

IS
:ゲ

ア
ン

省
改

良
集

計
ソ

フ
ト
普

及
経

験
交

流
セ

ミ
ナ

ー
 

 

10
～

11
/0

3/
20

04
 

ヴ
ィ

ン
市

 
保

健
省

が
推

薦
す

る
14

省
保

健
局

長
・
統

計
担

当
ス

タ
ッ

フ
（H

an
oi

:2
, H

ai
 D

uo
ng

:1
, 

H
un

g 
Ye

n:
2,

 H
a 

N
am

:2
. N

am
 

D
in

h:
2,

Th
ai

 B
in

h:
3,

 B
ac

 G
ia

ng
:2

, B
ac

 
N

in
h:

1,
 T

ha
nh

 H
oa

:1
, H

a 
Tk

nh
:2

, T
hu

a 
Th

ie
n 

H
ue

:2
, V

in
h 

Ph
uc

:1
, Q

ua
n 

Tr
i:2

, 
Ta

 T
ay

:1
）
の

代
表

（計
30

名
）、

保
健

省
計

H
M

IS
経

験
交

流
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
、

R
H

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

よ
っ

て
実

施
さ

れ
て

い
る

改
良

集
計

ソ
フ

ト
の

普
及

の
経

験
を

、
他

省
と

分
か

ち
合

う
こ

と
が

で
き

た
。

保
健

省
や

他
機

関
に

対
し

て
イ

ン
パ

ク
ト
の

大
き

な
セ

ミ
ナ

ー
と

な
っ

た
。

 

  U
S$

3,
21

3 
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画
課

副
局

長
他

3
名

、
W

H
O

：２
名

ゲ
ア

ン
省

PH
S,

 P
SC

, D
SC

, D
H

C
統

計
担

当
者

及
び

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

が
参

加
。

 
87

. 
H

M
IS

：
活

動
評

価
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
 

28
/0

4/
20

04
 

省
保

健
局

 
19

郡
D

H
C

と
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

の
計

画
課

長
、

計
画

課
ス

タ
ッ

フ
、

産
科

・
FP

チ
ー

ム
ス

タ
ッ

フ
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
、

C
L、

Y
T,

 T
C

, H
N

, 
Q

P,
 Q

C
, Q

H
, Q

L,
 C

C
, D

C
, N

L,
 N

D
 以

上
各

3
名

、
V

in
h,

 N
gD

, K
S,

 T
D

, T
K

, 
A

S,
 D

L 
以

上
各

2
名

、
計

53
名

 

こ
れ

ま
で

の
H

M
IS

活
動

の
進

捗
状

況
を

確
認

し
、

各
郡

が
作

成
・提

出
し

て
い

る
統

計
報

告
の

質
、

集
計

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

の
利

用
状

況
な

ど
を

見
直

し
て

、
H

M
IS

関
連

業
務

の
状

況
を

把
握

し
た

。
参

加
関

係
者

が
現

状
を

見
直

す
機

会
と

な
り

、
今

後
の

活
動

へ
の

動
機

付
け

が
で

き
た

。
 

U
S$

 4
27

.0
 

 

88
. 

H
M

IS
: 

統
計

報
告

書
作

成
の

た
め

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
操

作
・
管

理
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
 

01
～

04
/0

6/
20

04
 

省
保

健
局

 
8

郡
の

産
科

・
FP

チ
ー

ム
ス

タ
ッ

フ
、

計
画

課
ス

タ
ッ

フ
（

C
L、

Y
T,

 H
N

, Q
P,

 Q
C

, D
C

,D
L

以
上

各
1

名
、

Q
L2

名
、

計
9

名
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

操
作

・
管

理
の

研
修

を
未

修
の

D
H

C
担

当
者

に
対

し
て

研
修

を
実

施
し

、
参

加
者

の
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
操

作
能

力
が

向
上

し
た

。
 

U
S$

 1
97

.7
6 

 

89
. 

H
M

IS
：
 E

pi
 In

fo
を

活
用

し
た

人
工

妊
娠

中
絶

デ
ー

タ
管

理
研

修
 

15
～

16
/0

6/
20

04
 

省
保

健
局

 
N

gD
, Y

T,
 T

C
,3

郡
の

D
H

C
, M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

の
産

科
・

FP
チ

ー
ム

ス
タ

ッ
フ

、
計

画
課

ス
タ

ッ
フ

各
2

名
、

合
計

8
名

 

人
工

妊
娠

中
絶

軽
減

活
動

と
連

携
し

て
、

参
加

者
に

最
新

の
Ep

i I
nf

o
を

紹
介

し
、

中
絶

デ
ー

タ
管

理
の

た
め

の
操

作
方

法
の

再
研

修
を

行
っ

た
。

中
絶

デ
ー

タ
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
さ

れ
、

デ
ー

タ
の

分
析

、
サ

ー
ビ

ス
向

上
に

つ
な

が
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
 

U
S$

 1
99

.7
6 

 

90
. 

H
M

IS
: 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

操
作

・管
理

の
再

教
育

 
22

～
23

/0
6/

20
04

 
省

保
健

局
 

10
郡

（C
L,

 N
D

, T
C

, Q
P,

 Q
C

,Q
H

, T
D

, 
C

C
, A

S,
 D

L）
の

D
H

C
計

画
課

ス
タ

ッ
フ

各
１

名
合

計
10

名
 

研
修

経
験

者
に

対
し

て
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

操
作

・
管

理
の

リ
フ

レ
ッ

シ
ャ

ー
コ

ー
ス

を
実

施
し

、
知

識
と

技
術

が
定

着
し

向
上

し
た

。
 

U
S$

 2
04

.8
8 

 

91
. 

H
M

IS
: 

病
院

管
理

シ
ス

テ
ム

の
導

入
研

修
 

①
 

導
入

準
備

研
修

 
 

02
～

06
/0

8/
20

04
②

 
導

入
研

修
 

 
19

/0
8～

01
/0

9/
04

 
 

①
 

省
保

健
局

 
②

 
C

ua
 L

o 
D

H
C

 

①
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
１

名
、

V
in

h,
 C

L,
 

Y
T、

各
2

名
、

小
児

病
院

、
Q

uy
nh

 
La

p
病

院
各

3
名

。
計

13
名

。
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

管
理

者
と

薬
剤

師
 

②
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
:２

名
、

V
in

h,
 C

L,
 

Y
T 

D
H

C
: 

各
3 

名
、

小
児

病
院

：
 3

名
、

Q
uy

nh
 L

ap
病

院
: 

４
名

、
保

健
局

：
１

名
。

計
１

９
名

。
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

管
理

者
と

薬
剤

師
 

ハ
ノ

イ
か

ら
シ

ス
テ

ム
開

発
チ

ー
ム

の
講

師
を

招
い

て
実

施
し

た
病

院
管

理
シ

ス
テ

ム
の

導
入

研
修

②
に

先
立

っ
て

、
準

備
研

修
①

を
行

っ
た

。
病

院
管

理
シ

ス
テ

ム
に

必
要

な
知

識
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

シ
ス

テ
ム

を
導

入
す

る
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

管
理

者
が

一
緒

に
研

修
を

受
け

た
こ

と
で

、
シ

ス
テ

ム
運

用
に

つ
い

て
の

情
報

交
換

が
で

き
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
で

き
た

。
 

U
S$

2,
64

9.
31

 
 

－292－



92
. 

H
M

IS
：
 M

C
H

/F
P

報
告

書
デ

ー
タ

の
分

析
 

09
～

10
/0

8/
20

04
 

省
保

健
局

 
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
、

N
gD

, T
C

, H
N

, Q
L,

 
N

L
各

２
名

合
計

12
名

 
短

期
専

門
家

派
遣

時
に

M
C

H
/F

P
報

告
書

デ
ー

タ
の

分
析

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
Ep

i I
nf

o
の

広
範

な
活

用
を

促
進

す
る

方
向

付
け

が
で

き
た

。
研

修
を

重
ね

る
こ

と
で

、
今

後
は

、
中

絶
デ

ー
タ

分
析

の
み

な
ら

ず
、

Ep
i I

nf
o

の
積

極
的

活
用

推
進

が
望

ま
れ

る
。

 

U
S$

71
,4

7 
 

93
. 

H
M

IS
: C

H
C

デ
ー

タ
の

記
録

・集
計

に
関

す
る

TO
T 

①
 2

7/
09

～
01

/1
0/

04
 

②
 2

6～
28

/1
0/

04
 

①
 省

保
健

局
 

②
 M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

 

①
 

V
in

h,
 Y

T,
 T

C
, H

N
, N

L,
 N

D
 以

上
各

3
名

、
C

L2
名

、
合

計
20

名
、

計
画

課
長

、
計

画
課

ス
タ

ッ
フ

 
②

 
N

gD
, Q

P,
 Q

C
，

K
S,

 Q
H

, T
D

，
Q

L，
C

C
, D

C
, A

S,
 D

L，
以

上
2

名
、

TK
1

名
、

合
計

23
名

 
産

科
長

、
産

科
ス

タ
ッ

フ
 

①
 

C
H

C
の

全
て

の
記

録
簿

、
統

計
報

告
書

式
に

つ
い

て
5

日
間

の
研

修
を

実
施

し
た

。
対

象
参

加
者

は
、

比
較

的
進

ん
だ

D
H

C
を

対
象

と
し

た
の

で
、

基
本

的
理

解
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
し

か
し

、
内

容
的

に
広

範
囲

で
参

加
者

に
と

っ
て

も
多

少
負

担
を

伴
っ

た
。

 
②

 
①

で
実

施
し

た
研

修
の

経
験

に
基

づ
い

て
、

M
C

H
/F

P
関

連
の

記
録

簿
・統

計
報

告
書

式
に

絞
っ

て
３

日
間

の
研

修
を

行
っ

た
。

焦
点

が
絞

ら
れ

、
充

実
し

た
研

修
と

な
り

、
参

加
者

の
理

解
度

も
よ

り
高

い
も

の
と

な
っ

た
。

 

U
S$

1,
51

9.
20

 
 

－293－



94
. 

H
M

IS
：
 C

H
C

デ
ー

タ
の

記
録

。
集

計
業

務
に

関
す

る
研

修
 

（
R

H
関

連
デ

ー
タ

）
 

 

N
D

: 
25

-2
7/

10
/0

4
H

N
: 0

1-
03

/1
1/

04
 

V
in

h:
 0

8-
10

/1
1/

04
N

L:
 1

7-
19

/1
1/

04
 

  
  

22
-2

4/
11

/0
4 

TC
: 0

9-
11

/1
1/

04
 

  
  

01
-0

1/
12

/0
4 

C
L:

 
29

/1
1-

01
/1

2/
04

 
Y

T:
 2

3-
25

/1
2/

04
 

Q
L:

 2
3-

24
/1

1/
04

 
  

  
29

-3
0/

11
/0

4 
Q

H
: 2

4-
25

/1
1/

04
 

Q
C

: 2
5-

26
/1

1/
04

 
C

C
: 2

5-
26

/1
1/

04
 

TK
: 2

9-
30

/1
1/

04
 

  
  

01
—

02
/1

2/
04

Q
P:

 0
1—

02
/1

2/
04

A
S:

 0
8-

09
/1

2/
04

 
TD

: 2
1-

22
/1

2/
04

 
D

C
: 2

1-
22

/1
2/

04
 

  
  

23
-2

4/
12

/0
4 

N
gD

: 2
2-

23
/1

2/
04

K
S:

 2
3-

24
/1

2/
04

 
D

L:
 2

3-
24

/1
2/

04
 

各
D

H
C

 
N

D
: 

72
名

 
H

N
: 7

5
名

 
V

in
h:

 6
0

名
（D

H
C

か
ら

6
名

）
 

N
L:

 1
02

名
 

 
TC

: 1
20

名
 

C
L:

 2
1

名
 

Y
T:

 1
21

名
 

Q
L:

 5
5

名
（
D

H
C

か
ら

8
名

） 
Q

H
: 3

8
名

（D
H

C
か

ら
７

名
） 

Q
C

: 2
5

名
（

D
H

C
か

ら
8

名
） 

C
C

: 2
5

名
（D

H
C

か
ら

5
名

） 
TK

: 3
9

名
（
D

H
C

か
ら

７
名

）
 

Q
P:

 2
3

名
（D

H
C

か
ら

5
名

） 
A

S:
 3

1
名

（D
H

C
か

ら
5

名
） 

TD
: 3

0
名

(D
H

C
か

ら
６

名
) 

D
C

: 6
8

名
(D

H
C

か
ら

10
名

) 
N

gD
: 4

8
名

(D
H

C
か

ら
 ４

名
) 

K
S:

 3
0

名
(D

H
C

か
ら

6
名

) 
D

L:
 4

4
名

(D
H

C
か

ら
9

名
) 

 計
 

1,
02

7
名

 

19
D

H
C

が
主

催
し

、
C

H
C

の
報

告
書

作
成

担
当

者
を

対
象

に
正

し
い

記
録

、
集

計
、

報
告

方
法

を
学

び
、

C
H

C
で

使
用

し
て

い
る

記
録

簿
、

報
告

書
の

書
式

統
一

を
図

る
。

 

U
S$

 5
,8

38
.8

0 
 

95
. 

H
M

IS
：
 C

H
C

デ
ー

タ
の

記
録

。
集

計
業

務
に

関
す

る
研

修
 

保
健

統
計

一
般

 

1)
 6

-7
/1

2/
04

 
2)

 8
-9

/1
2/

04
 

3)
 1

0-
11

/1
2/

04
 

4)
 1

2-
13

/1
2/

04
 

5)
 2

1-
22

/1
2/

04
 

6)
 2

3-
24

/1
2/

04
 

7)
 2

7-
28

/1
2/

04
 

8)
 2

9-
30

/1
2/

04
 

1)
 T

D
 

2)
 C

C
 

3)
 D

L 
4)

 A
S 

5)
 Q

H
 

6)
 N

gD
 

7)
 Q

L 
8)

 D
C

 

1)
 T

D
: 2

3,
 K

S:
 2

3 
2)

 C
C

: 1
5 

3)
 D

L:
 3

4,
 T

K
: 2

0 
4)

 A
S:

 2
3 

5)
 Q

P:
 1

5,
 Q

C
: 1

4,
 Q

H
: 2

4 
6)

 N
gD

: 3
6 

7)
 Q

L:
 4

4 
8)

 D
C

: 4
8 

 t
ot

al
: 3

19
 

保
健

局
の

統
計

報
告

責
任

者
が

、
１

９
郡

の
C

H
C

長
に

対
し

て
、

８
郡

を
会

場
に

、
C

H
C

記
録

簿
の

記
入

に
つ

い
て

指
導

を
行

っ
た

。
 

U
S$

4,
29

1.
30

 
 

96
. 

H
M

IS
：
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
操

作
・管

理
の

再
教

育
 

1)
 

21
,2

4/
01

/0
4 

2)
 

25
-2

6/
01

/0
4 

3)
 

27
-2

8/
01

/0
4 

省
保

健
局

 
1)

 V
in

h,
 C

ua
 L

o,
 H

un
g 

N
gu

ye
n,

 N
gh

i 
Lo

c,
 N

am
 D

an
 D

H
C

, 2
 e

ac
h,

 su
b-

to
ta

l 
10

 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

操
作

能
力

お
よ

び
集

計
ソ

フ
ト
の

使
用

に
つ

い
て

担
当

者
の

技
能

が
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
し

た
。

研
修

中
に

U
S$

64
1.

51
 

 

－294－



2)
N

gh
ia

 D
an

, Y
en

 T
ha

nh
, Q

ue
 P

ho
ng

, 
Q

uy
 C

ha
u,

 Q
uy

 H
op

, Q
uy

nh
 L

uu
, D

ie
n 

C
ha

u,
 2

 e
ac

h,
 su

b-
to

ta
l 1

4 
3)

 T
ha

nh
 C

hu
ng

, K
y 

So
n,

 T
uo

ng
 

D
uo

ng
, T

an
 K

y,
 C

on
 C

uo
ng

, A
nh

, S
on

, 
D

o 
Lu

on
g 

2 
ea

ch
, s

ub
-to

ta
l 1

4,
  

各
郡

計
画

課
長

と
産

科
な

い
し

家
族

計
画

課
ス

タ
ッ

フ
の

2
名

ず
つ

参
加

、
To

ta
l:3

8 

提
出

さ
れ

た
20

04
年

の
報

告
デ

ー
タ

に
は

、
明

ら
か

な
見

違
い

が
ほ

と
ん

ど
無

く
、

郡
レ

ベ
ル

で
の

デ
ー

タ
の

質
は

確
実

に
向

上
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
 

 

97
. 

H
M

IS
：
 M

C
H

/F
P

報

告
書

デ
ー

タ
の

分
析

 
19

-2
0/

01
/0

4 
省

保
健

局
 

V
in

h,
 H

un
g 

N
gu

ye
n,

 Q
uy

nh
 L

uu
の

D
H

C
院

長
と

産
科

な
い

し
家

族
計

画
課

ス

タ
ッ

フ
の

2名
ず

つ
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
の

統
計

担
当

2
名

 
計

8
名

 

Ep
i I

nf
o

活
用

の
知

識
・技

術
の

向

上
・
定

着
を

目
指

し
た

研
修

を
行

い
、

Ep
i I

nf
o

は
使

え
る

よ
う
に

な
っ

た
。

今

後
の

課
題

は
、

各
自

が
統

計
の

基
礎

知
識

を
身

に
つ

け
る

こ
と

で
あ

る
。

 

U
S$

33
7.

68
 

 

98
. 

H
M

IS
: 

病
院

管
理

シ

ス
テ

ム
導

入
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

 

21
/0

2-
１

１
/0

3/
20

05
省

保
健

局
 

病
院

管
理

ソ
フ

ト
導

入
予

定
の

D
C

, N
D

、

N
L

の
D

H
C

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

管
理

者
各

2
名

、
計

6
名

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
基

礎
知

識
と

病
院

管

理
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

の
導

入
及

び
使

用
方

法
に

つ
い

て
研

修
を

実
施

し
、

シ
ス

テ

ム
導

入
に

必
要

な
知

識
を

得
た

。
ま

た
、

シ
ス

テ
ム

が
持

つ
エ

ラ
ー

や
未

完

成
の

部
分

も
確

認
で

き
た

。
  

U
S$

1,
28

6,
77

 
 

99
. 

モ
デ

ル
郡

活
動

ア
セ

ス
メ

ン
ト

 
26

/1
1/

20
02

 
26

/1
1/

20
02

 
27

/1
1/

20
02

 
27

/1
1/

20
02

 
29

/1
1/

20
02

 
11

/1
2/

20
02

 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
 

H
B

M
R

/P
ar

to
gr

ap
h:

 D
C

, C
L 

A
iik

u-
ha

n:
 Y

T 
A

bo
rti

on
 re

du
ct

io
n:

 Y
T,

 N
gD

, T
C

 
H

M
IS

: Y
T,

 V
in

h,
 N

gD
, H

N
, C

L,
 T

C
 

Pa
re

nt
s c

la
ss

/IE
C

 c
la

ss
es

: 
M

on
ito

rin
g 

ac
tiv

ity
 

各
対

象
郡

の
20

02
年

活
動

進
捗

状
況

・
問

題
点

を
把

握
し

、
20

03
年

の
活

動
計

画
を

策
定

す
る

た
め

の
協

議
を

行
っ

た
。

 
U

S＄
22

7 

10
0. 

活
動

別
年

次
ア

セ
ス

メ
ン

ト
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
 

①
 

12
/1

2/
20

03
 

②
 

12
/1

2/
20

03
 

③
 

18
/1

2/
20

03
 

④
 

18
/1

2/
20

03
 

⑤
 

24
/1

2/
20

03
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
 

①
 M

on
ito

rin
g 

ac
tiv

ity
：
 

②
 A

bo
rti

on
 re

du
ct

io
n:

 Y
T,

 N
gD

, T
C

 
③

 H
B

M
R

/P
ar

to
gr

ap
h:

 D
C

, C
L 

④
 P

ar
en

ts
 c

la
ss

/IE
C

 c
la

ss
es

: V
in

h,
 N

gL
⑤

 A
iik

u-
ha

n:
 Y

T 

各
対

象
郡

20
03

年
活

動
進

捗
状

況
・

問
題

点
を

把
握

し
、

20
04

年
の

活
動

計
画

を
策

定
す

る
た

め
の

協
議

を
行

っ
た

。
 

ベ
ト
ナ

ム
側

予
算

 

10
1.

 
活

動
別

年
次

ア
セ

ス
メ

ン
ト
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
 

①
 

27
/1

2/
20

04
 

②
 

27
/1

2/
20

04
 

③
 

28
/1

2/
20

04
 

④
 

28
/1

2/
20

04
 

⑤
 

29
/1

2/
20

04
 

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
 

①
A

bo
rti

on
 re

du
ct

io
n：

Y
T,

 N
gD

, T
C

 
②

H
M

IS
：H

N
, Y

T,
 C

L,
 T

C
, V

in
h,

 N
gD

 
③

M
on

ito
rin

g：
H

N
, Q

H
, Q

L,
 D

C
, T

K
 

④
H

B
M

R
/P

ar
to

gr
ap

h:
 D

C
, C

L 
⑤

Pa
re

nt
 c

la
ss

/IE
C

 c
la

ss
: V

in
h,

 N
gL

 

各
対

象
郡

20
04

年
活

動
進

捗
状

況
、

問
題

点
を

把
握

し
、

20
05

年
の

活
動

計
画

を
策

定
す

る
た

め
の

協
議

を
行

っ
た

。
 

ベ
ト

ナ
ム

側
予

算
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⑥
 

30
/1

2/
20

04
 

⑥
A

iik
u-

ha
n：

Y
T,

 N
am

 T
, H

op
 T

, N
ha

n 
T 

10
2.

 
技

術
交

換
 

18
/0

3/
20

02
～

23
/0

3/
20

02
 

タ
イ

 
合

計
９

人
＋

ＪＩ
Ｃ

Ａ
専

門
家

１
名

同
行

 
M

C
H

/F
P

セ
ン

タ
ー

 (
4 

pe
r)

 
D

H
C

ｓ(
4p

er
)（

on
e 

ea
ch

 f
ro

m
 N

gh
i 

Lo
c,

 
N

gh
ia

 
D

an
, 

A
nh

 
So

n,
 

Q
uy

nh
 

Lu
u 

D
is

tri
ct

s）
 通

訳
 

(1
 p

er
) 

  

タ
イ

の
コ

ー
ン

ケ
ー

ン
県

に
お

い
て

91
年

か
ら

96
年

に
か

け
て

JI
C

A
が

実
施

し
た

M
C

H
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
焦

点
を

あ
て

、
M

C
H

/F
P

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

経
験

を
学

ん
だ

。
 

U
S$

11
,8

44
 

(技
術

交
換

) 
 

10
3.

 
ゲ

ア
ン

省
内

移
動

セ
ミ

ナ
ー

 
28

/0
3/

20
01

～
29

/0
3/

20
01

 
N

gh
ia

 D
an

, 
Ye

n 
Th

an
h 

11
 D

SC
s 

m
em

be
rs

、
55

人
D

SC
メ

ン
バ

ー
、

6
人

M
C

H
/F

P 
C

en
te

r 
(計

61
人

) 
新

規
11

郡
に

対
す

る
マ

イ
ク

ロ
南

々
協

力
11

郡
の

運
営

委
員

会
メ

ン
バ

ー
が

フ
ェ

ー
ズ

I
の

地
区

を
訪

問
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

と
の

懇
談

を
通

じ
、

経
験

を
直

接
入

手
 

U
S$

1,
33

3 
(イ

ベ
ン

ト
経

費
) 

10
4.

 
国

内
技

術
交

換
 

（
ト

ラ
ベ

リ
ン

グ
セ

ミ
ナ

ー
）
 

20
 ～

 2
7/

05
/2

00
2

27
/0

5 
～

 
3/

06
/2

00
2 

ホ
ー

チ
ミ

ン
・
ツ

ー
ズ

ー
病

院
 

ア
ン

ザ
ン

省
 

新
規

11
郡

運
営

委
員

会
メ

ン
バ

ー
 

グ
ル

ー
プ

１
：

Q
L:

4,
 K

S:
4,

 A
S:

4,
 C

L:
3.

 
TK

:4
, H

N
: 1

, M
C

H
/F

P
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

: 1
, J

IC
A

: 
2 グ

ル
ー

プ
２

：
H

N
:3

, 
V

in
h:

 
4,

 
Q

H
:4

, 
TD

:4
, Q

P:
4,

 C
L:

1P
W

U
:1

, J
IC

A
:3

 

新
規

１
１

郡
に

対
す

る
南

部
ベ

ト
ナ

ム
へ

の
国

内
技

術
研

修
 

U
S$

13
,2

45
 

（
一

般
現

地
業

務
費

）
 

10
5.

 
R

H
経

験
普

及
セ

ミ
ナ

ー
 

26
～

27
/0

8/
20

02
 

ゲ
ア

ン
省

 
ク

ア
ロ

ー
タ

ウ
ン

 
北

部
３

０
省

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
代

表
：
計

６
１

名
、

保
健

省
：
母

子
保

健
家

族
計

画
局

局
長

他
２

名
計

３
名

、
ゲ

ア
ン

省
保

健
局

：４
名

、
１

９
郡

運
営

員
会

メ
ン

バ
ー

８
１

名
、

合
同

委
員

会
メ

ン
バ

ー
５

名
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
計

１
４

名
、

省
女

性
連

合
１

０
名

、
ＩＰ

Ｍ
Ｎ

院
長

、
Ｕ

Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ

１
名

、
オ

ラ
ン

ダ
大

使
館

２
名

他
関

係
機

関
等

総
計

約
１

８
０

人
 

北
部

ベ
ト
ナ

ム
３

０
省

と
、

南
部

の
ア

ン
ザ

ン
省

の
計

３
１

省
の

母
子

保
健

関
係

者
を

対
象

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

・
経

験
の

共
有

を
行

い
、

広
く

意
見

交
換

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ゲ
ア

ン
省

に
と

っ
て

、
自

分
の

活
動

を
国

内
の

広
い

地
域

に
紹

介
す

る
良

い
機

会
を

提
供

し
、

モ
デ

ル
と

し
て

の
自

覚
を

高
め

た
。

 

U
S$

7,
88

7 
(イ

ベ
ン

ト
経

費
) 

10
6.

 
女

性
連

合
経

験
普

及

セ
ミ
ナ

ー
 

28
-2

9/
04

/2
00

5 
C

ua
 L

o 
To

w
n 

北
部

11
省

の
女

性
連

合
、

保
健

局
、

M
C

H
/F

P
セ

ン
タ

ー
代

表
計

55
名

：H
oa

 
B

in
h:

 5
, T

ha
nh

 H
oa

: 5
, Q

ua
ng

 N
ga

i: 
4,

 
H

a 
Ta

y:
 6

, Q
uy

an
 N

am
: 4

, Q
ua

ng
 T

ri:
 

5,
 H

ue
: 5

, H
a 

Ti
nh

: 5
, H

a 
N

am
: 5

, 
Q

ua
ng

 B
in

h:
 3

, N
in

h 
B

in
h:

 5
, 

ベ
ト
ナ

ム

国
家

女
性

連
合

代
表

: 5
, R

H
局

M
O

H
: 2

, 
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
小

児
病

院
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
：

5、
プ

R
H

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

運
営

委
員

会
メ

ン

バ
ー

と
し

て
、

地
域

で
の

健
康

教
育

・

IE
C

活
動

を
実

施
す

る
要

の
役

割
を

担
い

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

を
通

し
て

多
く

の
経

験
を

蓄
積

し
て

き
た

ゲ
ア

ン

省
女

性
連

合
が

、
こ

れ
ら

の
経

験
を

、

他
省

の
女

性
連

合
と

分
か

ち
合

い
、

普
及

す
る

こ
と

で
、

ゲ
ア

ン
省

の
活

動

  未
確

定
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ロ
ジ

ェ
ク

ト
合

同
委

員
会

・
省

運
営

委
員

会
：

6、
郡

運
営

委
員

会
：8

9,
 N

am
 T

ha
nh

 
C

om
. (

Y
T)

: 2
, 

省
女

性
連

合
：

23
, 

C
ua

 
Lo

女
性

連
合

：７
、

IE
C

普
及

員
：

5,
 T

V
局

・
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
：

6、
省

レ
ベ

ル
代

表
：9

、

総
計

：
15

2
名

 

へ
の

理
解

と
興

味
が

深
ま

っ
た

。
中

央

女
性

連
合

と
保

健
省

R
H

局
の

支
持

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

  Ⅴ
 
コ

ミ
ュ

ー
ン
・
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
施
設
の
改

善
 

 

 
 

 
草

の
根

無
償
資
金

2
0
0
1
年
度
予
算

 

日
本

大
使
館
か
ら
の
草
の
根
無
償
資
金
の
支

援
を

受
け
て
、

以
下

の
C
H
C
施
設

の
改
善
が

終
了

し
た

。
 

合
計

 
1
1
6 

C
H
C（

６
郡
）：

 
C
u
a
 
L
o
 
(
7)
 
,
 
Q
uy
n
h
 
L
uu
 
(
4
2
)
,
 
H
un
g
 
N
g
uy
e
n
 
(
23
)
,
 
 

A
n
h
 
S
o
n
 
(2
0
)
,
 
Ta
n
 
K
y
 (
2
1
)
,
 
Y
e
n
 T
h
a
n
h
 (
3
)
 
  

 
U
S
$
9
2
,
6
2
3
 

 

 
草

の
根

無
償
資
金

2
0
0
4
年
度
予
算

 

山
岳

５
郡

の
8
8
C

H
C

施
設

改
善

の
た

め
の

2
0
0
4

年
度

草
の

根
無

償
資

金
申

請
が

承
認

さ
れ

、
1
2

月
9

日
に

ハ
ノ

イ
日

本
大

使
館

で
調

印
式

が
実

施
さ

れ
た

。
2
0
0
5

年
テ

ト

明
け

か
ら

、
漸

次
、

施
設

改
善

の
活

動
が

開
始

さ
れ

た
。

 

合
計

 
8
8 

C
H
C
（
5
郡
）：

 
K
y
 
S
o
n
 
(
21
)
,
 
T
uo
n
g
 
D
uo
n
g
(
2
1
)
,
 
Qu
e
 
P
o
ng
(
1
3
)
, 
 

Q
u
y
 
H
o
p
 
(2
1
)
,
 
Qu
y
 
C
h
au
 
(
1
2
)
 
 
  

 
U
S
$
7
1
,
1
9
1
 

  Ⅵ
 
調

査
 

 
 

  
活

動
 

期
間
/日

時
 

場
所

 
委

託
機

関
・

参
加
者

内
容
・
成
果
 

総
額
 

1
.
 

メ
デ
ィ
ア

サ

ー
ベ
イ
 

0
8
/
0
3
/2
0
0
1

～
 

C
o
n
d
u
ct
e
d
 a
t
 

V
i
n
h
,
 T
u
o
ng
 

D
u
o
n
g
, 
D
i
en
 
C
ha
u
 

&
 
Y
e
n
h 
T
h
an
h
 

I
n
s
t
i
tu
t
e
 o
f
 
RH
 
&
 

D
e
v
e
l
op
m
e
nt
 
(
IR
H
D
)

R
H
の

IE
C
活
動
を
多
面

的
に
推
進
す
る
た
め
、
ゲ

ア
ン
省
に
お
け
る
、
既

存
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
洗
い

出
し
 

U
S
$
3
,
34
1
 

（
イ
ベ
ン
ト
経
費
）
 

2
．
 
ベ
ー
ス
ラ
イ

ン
調
査
 

M
a
y
/
2
00
1

～

A
u
g
u
s
t/
2
0
01
 

ゲ
ア
ン
省
 

ポ
ピ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン

・

カ
ウ
ン
シ
ル
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
イ
ン
パ
ク
ト
調
査
及
び

P
DM

指
標

の
見
直
し
の
た
め
の
デ
ー
タ
を
得
た
。
 

U
S
$
4
7
,8
8
1 

（
う
ち
、
P
o
p 

C
o
u
n
c
il

へ
の
費
用
は

－297－



U
S
$
3
6
,8
6
5
）（

現
地
適
用
化
活

動
費
）
 

3
.
 

R
T
I
フ
ィ
ー

ジ
ビ
リ
テ

ィ

調
査
 

M
a
r
c
h
/2
0
0
2
 

ゲ
ア
ン
省
 

D
r
.
後
藤
あ
や
 

D
r
.
 
N
gu
y
e
n 
Q
u
an
g
 

V
i
n
h
 
an
d
 
Dr
.
 
Ph
a
m
 

N
g
h
i
e
m 
M
i
nh
,
 
Tu
 
D
u 

H
o
s
p
i
ta
l
 

R
T
I
調
査
準
備
の
一
環
と
し
て
、
R
T
I
調
査
に
必

要
な
人
員
・
技
術
レ
ベ
ル
が
確
認
さ
れ
、
調
査
実

施
に
向
け
て
、
調
査
関
係
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
計

画
が
策
定
さ
れ
た
。
 

U
S
$
1
,
20
6
 

(
イ
ベ
ン
ト
経
費
)
 

4
．
 
山
岳
部

R
H
調

査
 

2
6
 N
o
v
.
 2
0
0
2

～
1
5
 
De
c
.
 

Q
u
e
 
P
ho
n
g
 

T
u
o
n
g
 D
u
o
ng
 

C
e
n
t
e
r 
f
o
r 
S
o
ci
a
l
 

a
n
d
 
D
ev
e
l
op
m
e
nt
 

S
t
u
d
y 

(
C
SD
S
)
 

山
岳
地
域
で
の
、
R
H
の
現
状
お
よ
び
産
俗
風
習
/

習
慣
の
調
査
が
終
了
し
、
現
在
完
成
 

 U
S
$
1
0
,7
7
0
 

5
.
 

中
間
ア
セ

ス

メ
ン
ト
予

備

調
査
 

9
 -

1
3
 M
ar
c
h 

2
0
0
3
 

T
a
n
 
K
y
 

D
i
e
n
 
Ch
a
u
 

P
o
p
u
l
at
i
o
n 
C
o
un
c
i
l

2
0
0
3

年
度

実
施

予
定

の
中

間
評

価
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の
予
備
調
査
を
行
っ
た
。
 

 U
S
$
1
,
52
5
 

6
.
 

中
間
ア
セ

ス

メ
ン
ト
本

調

査
 

1
3
 
–
 
25
 

A
p
r
i
l
 2
0
0
3
 

T
a
n
 
K
y,
 
A
nh
 
S
on
 

D
i
e
n 

C
h
au
,
 
N
g
h
ia
 

D
a
n
 

P
o
p
u
l
at
i
o
n 
C
o
un
c
i
l

2
0
0
3
年
度

8
月
実
施
中
間
評
価
に
向
け
て
中
間

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
評
価
の
参
考
基
礎
デ

ー
タ
・
現
状
把
握
が
な
さ
れ
た
。
報
告
書
ド
ラ
フ

ト
は
提
出
済
み
。
 

 U
S
$
3
4
,0
9
2
 
 

 

7
.
 

R
T
I
予
備
調

査
 

1
4
-
2
3
, 

A
p
r
i
l
 2
0
0
3
 

M
C
H
/
FP

セ
ン
タ
ー
、

ク
ワ
ロ
ー
 

D
r
.
後
藤
あ
や
 

D
r
.
 
N
gu
y
e
n 
Q
u
an
g
 

V
i
n
h
 
an
d
 
Dr
.
 
Ph
a
m
 

N
g
h
i
e
m 
M
i
nh
,
 
Tu
 
D
u 

H
o
s
p
i
ta
l
,
 2
0
0
2
年
度

に
Ｒ
Ｔ
Ｉ
調
査
事
前
研

修
受
講
者
:
 M
C
H
/F
P
セ

ン
タ
ー
、
省
総
合
病
院
、

ヴ
ィ
ン
市
病
院
、
予
防

医
学
セ
ン
タ
ー

（
P
r
e
ve
n
t
iv
e
 

M
e
d
i
c
in
e
 
Ce
n
t
er
）
、

皮
膚
科
診
療
所

（
D
e
r
ma
t
o
lo
g
y
 

S
t
a
t
i
on
）
他
 

R
T
I
の
実
態
を
把
握
し
、
RT
I
罹
患
率
低
減
へ
の

対
策

を
提

言
す

る
た

め
の

調
査

を
実

施
す

る
に

あ
た
り
、
事
前
研
修
の
成
果
の
確
認
と
、
調
査
手

順
の
確
認
の
た
め
に
予
備
調
査
を
実
施
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
予
定
の

R
TI

調
査
の
実
行
可
能
性
が

確
認
さ
れ
、
本
調
査
の
結
果
が

R
T
I
感
染
予
防
対

策
立

案
へ

の
重

要
な

基
礎

資
料

と
な

る
こ

と
が

示
唆
さ
れ
、
本
調
査
へ
の
準
備
が
整
っ
た
。
 

8
.
 

R
T
I
本
調
査

 
1
9
 
J
u
ly
 
–
 
 

N
a
m
 D
a
n
, 
Ng
h
i 
L
oc

D
r
.
後
藤
あ
や
 

ゲ
ア

ン
省

の
女

性
の

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

U
S
$
2
3
,7
0
4
 
 

 
(
予
備
調
査
・
本
調
査
合
計
) 
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0
9
 
A
u
gu
s
t
, 

2
0
0
3
 

の
1
0
コ
ミ
ュ
ー
ン
 

D
r
.
 
N
gu
y
e
n 
Q
u
an
g
 

V
i
n
h
 
an
d
 
Dr
.
 
Ph
a
m
 

N
g
h
i
e
m 
M
i
nh
,
 
Tu
 
D
u 

H
o
s
p
i
ta
l
，
2
0
0
2
年
度

に
R
T
I
調
査
事
前
研
修

受
講
者
:
 M
CH
/
F
P
セ
ン

タ
ー
、
省
総
合
病
院
、

ヴ
ィ
ン
市
病
院
、
予
防

医
学
セ
ン
タ
ー

（
P
r
e
ve
n
t
iv
e
 

M
e
d
i
c
in
e
 
Ce
n
t
er
）
、

皮
膚
科
診
療
所

（
D
e
r
ma
t
o
lo
g
y
 

S
t
a
t
i
on
）
他
 

  

ス
に

大
き

な
影

響
を

与
え

て
い

る
と

さ
れ

る
生

殖
器

系
感

染
症

対
策

を
策

定
す

る
た

め
に

感
染

の
実
態
把
握
調
査
を
実
施
し
、
有
効
な
結
果
が
得

ら
れ
た
。
分
析
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
ゲ
ア
ン
省
関
係

者
お
よ
び
関
連
国
際
機
関
・
国
内
/国

際
N
G
O
対

象
に

20
0
4
年

4
月
に
発
表
し
た
。
 

終
了

時
評

価
の

た
め

の
デ

ー
タ

及
び

情
報

収
集

と

分
析

を
行

う
。

 
U

S$
10

6,
43

5 
 

 
9 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
評

価

ア
セ

ス
メ

ン
ト

 

20
04

年
第

4
四

半
期

～

20
05

年
第

１

四
半

期
 

ゲ
ア

ン
省

 
ポ

ピ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
カ

ウ

ン
シ

ル
 

 
現

地
経

費
 

U
S$

4,
17

9.
7 

 Ⅶ
 

教
材

・
印

刷
物

作
成

 
20

00
年

度
～

20
02

年
度

 
IE

C
/広

報
用

資
料

製
作

 
 

1)
 リ

ー
フ

レ
ッ

ト
3

種
（妊

産
婦

健
診

、
婦

人
科

の
知

識
、

人
工

妊
娠

中
絶

）
2,

00
0 

×
 3

種
 

（コ
ミ
ュ

ー
ン

女
性

連
合

メ
ン

バ
ー

）
 

 
2)

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
広

報
用

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
（
ベ

ト
ナ

ム
語

版
5,

80
0

部
）
(C

SC
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
IE

C
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
、

一
般

広
報

用
）
 

 
3)

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
広

報
用

資
料

ホ
ル

ダ
ー

 
2,

00
0

部
 

（
一

般
広

報
用

）
 

 
4)

 マ
ギ

ー
エ

プ
ロ

ン
ガ

イ
ド

 
1,

10
0

部
 (

コ
ミ

ュ
ー

ン
女

性
連

合
) 

 
5)

 ポ
ス

タ
ー

2
種

（H
B

M
R

、
産

前
健

診
）
10

,0
00

 ｘ
 2

種
 （

C
H

C
, D

H
C

, 
省

・
郡

・コ
ミ

ュ
ー

ン
女

性
連

合
）

  
1)

 ~
 5

) 
合

計
：
 U

S$
8,

54
7 

 
 

報
告

書
 

  
 

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

サ
ー

ベ
イ

 
報

告
書

 
（
英

語
版

20
0

部
、

ベ
ト
ナ

ム
語

版
10

0
部

、
サ

マ
リ
ー

70
0

部
）
 

(省
・
郡

運
営

委
員

会
、

関
係

諸
機

関
) 

デ
ー

タ
セ

ッ
ト
 

（英
語

版
20

0
部

、
ベ

ト
ナ

ム
語

版
10

0
部

）
 

U
S＄

2,
92

9 
(省

・郡
運

営
委

員
会

、
関

係
諸

機
関

) 
 

 
 

20
01

年
度

N
G

O
調

査
報

告
書

作
成

 
（
英

語
版

20
0

部
お

よ
び

ベ
ト
ナ

ム
語

版
2,

20
0

部
） 

U
S＄

1,
88

3 
(省

・郡
運

営
委

員
会

、
関

係
諸

機
関

) 
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20
03

年
度

 
資

料
・報

告
書

作
成

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（越

語
版

）増
刷

： 
9,

00
0

部
  

U
S$

1,
44

2 
(ハ

ム
レ

ッ
ト
レ

ベ
ル

女
性

連
合

メ
ン

バ
ー

、
コ

ミ
ュ

ー
ン

レ
ベ

ル
指

導
者

) 
 

マ
ギ

ー
エ

プ
ロ

ン
活

用
テ

キ
ス

ト
作

成
：

 2
0,

71
9

冊
U

S$
8,

84
6 

（
ハ

ム
レ

ッ
ト
・コ

ミ
ュ

ー
ン

・郡
・省

各
レ

ベ
ル

女
性

連
合

、
C

H
C

）
 

 
PC

M
テ

キ
ス

ト
越

語
版

作
成

（計
画

立
案

・モ
ニ

タ
リ
ン

グ
2

種
）
：

20
0

冊
ｘ

2
種

＝
40

0
冊

  
U

S$
1,

46
7 

 
 

R
H

シ
ナ

リ
オ

公
募

チ
ラ

シ
：

60
,0

00
枚

 
U

S$
1,

50
0 
→

経
費

は
、

シ
ナ

リ
オ

集
制

作
活

動
経

費
に

計
上

済
 

（
ゲ

ア
ン

省
全

域
コ

ミ
ュ

ー
ン

関
連

諸
機

関
）

 
 

シ
ナ

リ
オ

集
 

“
M

y 
St

or
y,

 Y
ou

r S
to

ry
”
 

20
,0

00
冊

 
U

S$
17

,3
79

 
 (

ゲ
ア

ン
省

コ
ミ
ュ

ー
ン

お
よ

び
ハ

ム
レ

ッ
ト
女

性
連

合
、

関
連

諸
機

関
) 

 
山

岳
地

域
妊

産
婦

ケ
ア

に
関

す
る

報
告

書
（
越

・
英

）：
2,

20
0

冊
（
越

）＋
20

0
冊

（
英

）U
S$

2,
36

8 
（コ

ミ
ュ

ー
ン

・郡
・省

運
営

委
員

会
、

関
連

諸
機

関
）

 
 

C
H

C
再

教
育

日
誌

：
60

0
冊

 
U

S$
2,

35
5 

 
 20

04
年

度
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
広

報
用

 
20

05
年

カ
レ

ン
ダ

ー
制

作
 

8,
00

0
部

 
U

S$
 6

,4
86

 
（コ

ミ
ュ

ー
ン

・
郡

・
省

レ
ベ

ル
関

係
諸

機
関

、
R

H
関

連
支

援
機

関
他

）
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
越

語
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
増

刷
 

2,
00

0
部

 
U

S$
 6

99
 

（
一

般
広

報
用

）
 

 
 

 
教

材
制

作
 

保
健

ス
タ

ッ
フ

手
洗

い
指

導
啓

蒙
ポ

ス
タ

ー
（
ラ

ミ
ネ

ー
ト
）
 

55
0

部
 

U
S$

33
8 

（
46

9 
C

H
C

、
19

 D
H

C
、

M
C

H
/F

P 
C

en
te

r、
）

 
保

健
・医

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
 

“G
ui

de
lin

e 
fo

r S
af

e 
M

ot
he

rh
oo

d 
M

as
te

r P
la

n”
 越

 
60

0
部

 
U

S$
 5

61
 (4

69
 C

H
C

、
19

 D
H

C
、

M
C

H
/F

P 
C

en
te

r、
M

ed
ic

al
 C

ol
le

ge
他

) 
 

 
“N

at
io

na
l R

H
 C

ar
e 

G
ui

de
lin

e”
 越

語
 

60
0

部
 U

S$
 1

,5
54

 (4
69

 C
H

C
、

19
 D

H
C

、
M

C
H

/F
P 

C
en

te
r、

M
ed

ic
al

 C
ol

le
ge

他
) 

R
H

参
考

図
書

 
（
ﾊ

ﾑ
ﾚ
ｯ
ﾄﾍ

ﾙ
ｽ
ﾜ
ｰ

ｶ
ｰ

用
） 

“T
o 

be
 a

 m
ot

he
r y

ou
 m

us
t k

no
w

” 
5,

30
0

部
 

U
S$

1,
33

6 
(ゲ

ア
ン

省
全

域
ハ

ム
レ

ッ
ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

) 
 

“W
ha

t y
ou

 sh
ou

ld
 k

no
w

 a
bo

ut
 m

at
er

na
l a

nd
 c

hi
ld

 h
ea

lth
” 

4,
30

0
部

 U
S$

 2
,6

95
 （

ゲ
ア

ン
省

全
域

ハ
ム

レ
ッ

ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

) 
 

“Q
 &

 A
 o

n 
ob

-g
yn

 p
ro

bl
em

s”
 5

,7
00

部
 U

S$
 1

,8
17

 （
ゲ

ア
ン

省
全

域
ハ

ム
レ

ッ
ト
ヘ

ル
ス

ワ
ー

カ
ー

) 
 

報
告

書
 

中
間

評
価

ア
セ

ス
メ

ン
ト
報

告
書

 
 

英
語

 
20

0
部

、
越

語
 

30
0

部
 

U
S$

1,
02

6 
（
省

・
郡

レ
ベ

ル
運

営
委

員
会

、
関

係
諸

機
関

） 
RT

I調
査

報
告

書
 

 
英

語
 

25
0

部
、

越
語

 
50

0
部

 
U

S$
 1

,1
95

 
（
省

・郡
レ

ベ
ル

運
営

委
員

会
、

関
係

諸
機

関
） 

 Ⅷ
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
 
供
与
機
材
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

 

2
0
0
3
年
度
 

滅
菌
手
洗
機

8
郡

1
6
台
の
修
理
・
部
品
お
よ
び
消
耗
品
交
換
：
U
S$
1
1
,1
1
9
  
J
I
CA

ベ
ト
ナ
ム
事
務
所

RH
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
予
算
に
よ
る
 

 Ⅸ
 
J
I
C
A
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
フ
ィ
ス

 

 

20
00

年
度

 
専

門
家

携
行

機
材

：
 

U
S$

11
,6

80
 

(c
om

pu
te

rs
 fo

r t
he

 JI
C

A
 R

H
 O

ffi
ce

) 
 

一
般

現
地

業
務

費
：
 

U
S$

18
,9

85
 (内

国
旅

費
、

車
両

維
持

費
、

通
信

費
、

オ
フ

ィ
ス

維
持

管
理

費
、

文
具

、
ロ

ー
カ

ル
ス

タ
ッ

フ
・通

訳
等

傭
上

費
用

他
) 
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20
01

年
度

 
一

般
現

地
業

務
費
：

U
S$

40
,0

40
 

(内
国

旅
費

、
車

両
維

持
費

、
通

信
費

、
オ

フ
ィ

ス
維

持
管

理
費

、
文

具
、

ロ
ー

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

・通
訳

等
傭

上
費

用
他

) 
 

イ
ベ

ン
ト
経

費
：

U
S＄

80
9 

（省
・
郡

運
営

委
員

会
等

開
催

費
用

）
 

専
門

家
携

行
機

材
：

U
S$

5,
36

2 
（
ビ

デ
オ

教
材

、
参

考
図

書
、

携
帯

用
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
）

 
 

20
02

年
度

 
一

般
現

地
業

務
費
：

U
S$

38
,4

18
 

(車
両

維
持

費
、

内
国

旅
費

、
通

信
費

、
オ

フ
ィ

ス
維

持
管

理
費

、
文

具
、

ロ
ー

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

・通
訳

等
傭

上
費

用
他

) 
U

S$
4,

73
1 

(合
同

委
員

会
・
省

/郡
運

営
委

員
会

開
催

等
大

規
模

会
議

開
催

費
 

専
門

家
携

行
機

材
：

U
S$

14
,3

84
 

（
翻

訳
用

送
受

信
機

、
長

期
専

門
家

業
務

用
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
、

顕
微

鏡
4

台
）

 
 

20
03

年
度

 
一

般
現

地
業

務
費
：

U
S$

55
,4

46
 

(内
国

旅
費

、
車

両
維

持
費

、
通

信
費

、
オ

フ
ィ

ス
維

持
管

理
費

、
文

具
、

ロ
ー

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

・通
訳

等
傭

上
費

用
他

) 
 

専
門

家
携

行
機

材
：

U
S$

20
,4

18
 

（
マ

ギ
ー

エ
プ

ロ
ン

20
セ

ッ
ト
、

RT
I調

査
用

携
行

超
音

波
診

断
装

置
1

台
、

手
洗

い
研

修
ｾ

ｯ
ﾄ、

指
導

用
書

籍
、

ビ
デ

オ
教

材
、

ポ
ス

ト
イ

ッ
ト
）

 
合

同
委

員
会

・
省

/郡
運

営
委

員
会

開
催

等
大

規
模

会
議

開
催

費
：U

S$
2,

45
9 

 
20

04
年

度
 

一
般

現
地

業
務

費
：

U
S$

62
,5

28
.7

8 
(内

国
旅

費
、

車
両

維
持

費
、

通
信

費
、

オ
フ

ィ
ス

維
持

管
理

費
、

文
具

、
ロ

ー
カ

ル
ス

タ
ッ

フ
・通

訳
等

傭
上

費
用

他
) 

 
 

専
門

家
携

行
機

材
：

U
S$

3,
07

8 
(清

潔
操

作
指

導
教

材
、

検
査

資
材

、
教

育
用

ビ
デ

オ
、

ポ
ス

ト
イ

ッ
ト
）

 
 

 
合

同
委

員
会

・
省

/郡
運

営
委

員
会

開
催

等
大

規
模

会
議

開
催

費
：

U
S$

2,
66

9.
73

 
 Ⅷ

 
N
G
O
調

査
 

氏
名

 
調
査
期
間
 

内
容
・
成
果
 

①
2
0
0
0
年
度

調
査
：
C
H
C
活
動
調
査
 

１
．

町
田
悦

子
 

0
1
/
0
9
/
2
0
00
～
1
2
/0
9
/
2
0
00
 

C
H
C
に

関
す

る
文
献

調
査
（
ハ

ノ
イ

・
保

健
省
、

ゲ
ア
ン
省
保
健
局
、
ニ
ー
ロ
ッ
ク
郡
保
健
セ
ン
タ
ー
）
 

２
．

津
久
井

純
 

1
9
/
1
1
/
2
0
00
～
1
7
/1
2
/
2
0
00
 

３
．
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国     首相府 

 
人口： 8,090 万人 

（５ 直轄市、５９ 省） 

 

 
                              指導    報告     指導   報告 

 

省  人民委員会（副委員長）＃ 

（ゲアン省） 

 
 

   

                          協力 

 

 

郡     人民委員会（委員長又は副委員長）＊ 

（19） 

 

 

 

 

 

コミューン  人民委員会（委員長）＊ 

（469） 

 

 

 

 

 

     ハムレット 
    （5，800） 

 

 

 

      
 
 

 

保健省 
MOH 

郡保健センター＊ 

郡病院    

(DHC 19) 

コミューン＊ 

保健センター 

（CHC 469） 

保健局＃ 
Provincial 

Health 

MCH/FP ＃ 
(RH ｹｱ） ＊ 
センター 

産婦人科＊ 
移動チーム 

リプロダクティブヘルス

（RH）局 

助産婦 
準医師 

ハムレット 
ヘルス・ワーカー

省女性＃

連合 

郡＊ 
女性連合

コミューン＊

女性連合 

ゲアン省 

人口： 298 万人（2003 年推定） 

面積： 岩手県の 1.1 倍 

面積の 2/3 が山岳地 

＃： 合同委員会ベトナム側メンバー   

＊印：JICA RH プロジェクト運営委員会メンバー （計： 1,975 人） 

省レベル： 4 人（MCH/FP センター）     郡レベル： 5 人 x 19 郡 ＝ 95 人 

コミューンレベル： 4 人 ｘ 469 ＝ 1,876 人 

省人口家族  ＃

子ども委員会 

（PCPFC） 

郡人口家族  

＊子ども委員

会 

コミューン  ＊ 

人口家族子ども委員会 

（CCPFC） 

ハムレット＊

女性連合 
人口家族計画 

ｺﾗﾎ゙ﾚー ﾀー   

（ﾊﾑﾚｯﾄﾚﾍ゙ﾙ） 

地域住民 

(妊産婦・男女・新生児・若者・カップル) 

11．プロジェクト実施運営組織図
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12．ゲアン省母子保健／家族計画センター組織図（Organizational Chart of MCH/FP Center）
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September 2000 - August 2005

Prepared by JOICFP based on the data presented by Provincial Steering Committee
for the Project in MCH/FP center, Nghe An Province

The List of Equipment

September 2000 - August 2005

JICA Reproductive Health Project in Nghe An, Vietnam
Phase II

15．供与機材リスト（The List of Equipment）
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Qty Amount
1 2 3 4 5
1 Steam sterilizer (18L) 1,396,800         1 1,396,800        

2 Stainless instrument sterilizer (4L) 380,000            1 380,000           

3 Enamel kerosence cookers (model: K164 BT) 69,600              1 69,600             

4 Forcepts Instrument sterilizer (Utility) 53,250              1 53,250             

5 Delivery bed 3,786,000         1 3,786,000        

6 Accessory for delivery bed 461,000            1 461,000           

7 Upstair for delivery bed (New style), INOX 230,895            1 230,895           

8 Gynaecological examination table 2,895,000         1 2,895,000        

9 Stainless patient bed 2,297,000         1 2,297,000        

10 Stool, INOX 128,800            1 128,800           

11 Electric fan heater (model: TW-01S) 243,600            1 243,600           

12 Examination light (height 970mm, arm 750mm) 70,000              1 70,000             

13 Stainless Filter for water (21litter) 340,800            1 340,800           

14 Filter for spare part of water filter (4pcs) 48,000              1 48,000             

15 Cabinet, Medicine (1600x800x400mm, A&B box) 1,384,500         1 1,384,500        

16 Cabinet, Instrument (1600x800x400) 1,703,000         1 1,703,000        

17 Instrument card on wheels (2 trays) 1,350,000         1 1,350,000        

18 Stethoscope (Made in Japan) 46,980              1 46,980             

19 Sphygmomanometer (Aneroid type, made in Japan) 243,600            1 243,600           

20 Tape Measure (1,5m) 2,500                1 2,500               

21 Pelvimeter 80,000              1 80,000             

22 Stethoscope, Obstetrics (Made of wood) 7,500                1 7,500               

23 Thermometer 8,500                1 8,500               

24 Urine test strips (Protein) 1,540                1 1,540               

25 Tongue depressor (165mm) 5,000                1 5,000               

26 Weighting scale (100kg) 464,000            1 464,000           

27 Weighting scale infant (10kg) 361,000            1 361,000           

28 Weighting scale Blood (1.0kg) 127,200            1 127,200           

29 Rubber bag (Ice and hot) 18,200              1 18,200             

30 Irrigator (1.5L) 30,000              1 30,000             

31 Stainless bed pan 82,000              1 82,000             

32 Rectal syringe 26,000              1 26,000             

33 Breast pump 18,000              1 18,000             

34 Aspirator tread type 632,000            1 632,000           

CHC equipment list (standard type)
One set 75 itemsUnit priceNo Items
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Qty Amount
1 2 3 4 5

One set 75 itemsUnit priceNo Items

35 Examination light (height 970mm, arm 750mm) 42,500              1 42,500             

36 I.V. hanger stand (height: 1330-2330mm) 250,000            1 250,000           

37 Catheter, Nelaton Urethral (No.8) 7,200                5 36,000             

38 Catheter, Nelaton Urethral (No.10) 7,800                5 39,000             

39 Stainless basin (6L) 75,000              1 75,000             

40 Stainless bucket with cover (12L) 128,000            1 128,000           

41 Stainless water container with handle (23L) 213,000            2 426,000           

42 Stainless instrument tray with cover (200x100x30mm) 99,200              2 198,400           

43 Stainless instrument tray with cover (292x176x51mm) 129,000            2 258,000           

44 Stainless instrument tray (480x330x19mm) 82,000              1 82,000             

45 Kidney basin (825ml) 42,600              2 85,200             

46 Kidney basin (475ml) 30,000              2 60,000             

47 Stainless solution cup (180ml) 24,500              2 49,000             

48 Stainless dressing jar (85x60mm) 66,480              2 132,960           

49 Stainless dressing jar (85x125mm) 92,000              1 92,000             

50 Stainless dressing drum (240x130mm) 168,000            1 168,000           

51 Gloves, surgeon's (Size 7) 1,500                100 150,000           

52 Scissors, surgical straight B/B (160mm) 28,500              2 57,000             

53 Scissors, surgical straight S/B (160mm) 28,500              2 57,000             

54 Scissors, Bandage (180mm) 34,100              1 34,100             

55 Needle holder, mayo Hegar (180mm) 43,500              3 130,500           

56 Catgut suture (No.8) 10,000              30 300,000           

57 Suture needle (3/8, cutting edge) 4,000                10 40,000             

58 Suture needle (3/8, Taper point) 4,000                10 40,000             

59 Suture needle (1/2, cutting edge) 4,000                10 40,000             

60 Suture needle (1/2, Taper point) 4,000                10 40,000             

61 Speculum, Cusco's vaginal (size S) 90,300              2 180,600           

62 Speculum, Cusco's vaginal (size M) 96,400              5 482,000           

63 Speculum, Yanagi's vaginal (code: VADCN) 75,000              2 150,000           

64 Forcepts, IUD removal (250mm) 54,000              1 54,000             

65 Forceps, Uterine forceps (280mm) 48,000              2 96,000             

66 Forceps, Dressing (180mm) 25,000              2 50,000             

67 Forceps, Tissue (1x2, 180mm) 26,600              2 53,200             

68 Forceps, Homeostatic (160mm) 32,200              4 128,800           

69 Forceps, Homeostatic (180mm) 35,800              2 71,600             
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Qty Amount
1 2 3 4 5

One set 75 itemsUnit priceNo Items

70 Forceps, Bozeman's uterine dressing (250mm) 52,500              2 105,000           

71 Forceps, Forceps's sponge (250mm) 45,200              2 90,400             

72 Medical hand brush (Johnson & Johnson) 54,900              2 109,800           

73 Razor's handle (No.3) 19,600              1 19,600             

74 Razor Blade (No.10) 700                   30 21,000             

75 Thread (Silk, 100m) 36,700              1 36,700             

23,651,625
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